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その他の新興工業国において論文生産が急速に盛んになった（表 1-1 および表 1-2）。特に
アジア諸国・地域は、2001 年において中国が先進 7 カ国（G7）に次ぐ世界第 8 位となった
























・ 1991 年、1996 年、及び 2001 年における論文数シェア上位 30 か国・地域を表 1-1
に示す。 
・ 米国の論文数は世界の 1／3 強を占め、群を抜いているが、シェアは減少傾向にあ
る。 
・ 新興国としては、1996 年で韓国が上位 30 カ国・地域に入り、2001 年でさらに順
位を上げている。その他、2001 年でトルコ、メキシコが新たに上位 30 カ国・地域
に入っている。 
 
表 1-1 論文数シェア上位 30 か国・地域 










1米国 39.59 1米国 36.40 1米国 34.48
2イギリス 8.47 2イギリス 9.33 2日本 9.41
3日本 7.80 3日本 8.83 3イギリス 9.32
4ドイツ 7.55 4ドイツ 8.03 4ドイツ 8.81
5フランス 5.53 5フランス 6.18 5フランス 6.36
6旧ソ連 5.47 6カナダ 4.89 6カナダ 4.43
7カナダ 5.07 7イタリア 3.82 7イタリア 4.21
8イタリア 3.10 8ロシア 3.71 8中国 3.90
9インド 2.46 9オーストラリア 2.66 9ロシア 3.17
10オーストラリア 2.31 10オランダ 2.48 10スペイン 3.01
11オランダ 2.18 11スペイン 2.46 11オーストラリア 2.87
12スペイン 1.73 12中国 2.18 12オランダ 2.53
13スウェーデン 1.72 13インド 2.10 13インド 2.24
14スイス 1.48 14スウェーデン 1.96 14スウェーデン 2.06
15中国 1.39 15スイス 1.67 15韓国 1.96
16イスラエル 1.14 16ベルギー 1.24 16スイス 1.82
17ベルギー 1.03 17イスラエル 1.22 17台湾 1.41
18ポーランド 0.95 18ポーランド 1.09 18ブラジル 1.41
19デンマーク 0.83 19台湾 1.07 19ベルギー 1.34
20フィンランド 0.71 20デンマーク 0.94 20ポーランド 1.32
21旧チェコスロバキア 0.68 21韓国 0.92 21イスラエル 1.27
22ブラジル 0.66 22フィンランド 0.88 22デンマーク 1.04
23オーストリア 0.64 23ブラジル 0.86 23フィンランド 1.00
24南アフリカ 0.58 24オーストリア 0.80 24オーストリア 0.99
25台湾 0.54 25ノルウェー 0.62 25トルコ 0.81
26ノルウェー 0.53 26ウクライナ 0.55 26ギリシャ 0.71
27ハンガリー 0.47 27ニュージーランド 0.54 27ノルウェー 0.67
28ニュージーランド 0.46 28チェコ 0.53 28メキシコ 0.66
29ギリシャ 0.38 29ギリシャ 0.51 29チェコ 0.58
30アルゼンチン 0.33 30南アフリカ 0.50 30ニュージーランド 0.58
注：網掛けは 1996、2001 年に新たに上位 30 ヶ国となった国 
（ロシアとチェコについては 1991 年に旧ソ連と旧チェコスロバキアが上位 30 ヶ国・地域に入っているため網掛けをしていない） 
データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 1991 年と 2001 年の間の論文数増加率上位 30 か国・地域を表 1-2 に示す。 




表 1-2 論文数増加率の上位 30 か国・地域（1991 年と 2001 年の比較） 
順位 国・地域 1991 2001 伸び率 
年平均 
伸び率 
1韓国 1,880 14,876 7.91 1.23
2イラン 205 1,371 6.69 1.21
3トルコ 1,169 6,182 5.29 1.18
4シンガポール 831 3,938 4.74 1.17
5ポルトガル 928 3,424 3.69 1.14
6中国 8,284 29,670 3.58 1.14
7モロッコ 313 1,074 3.43 1.13
8台湾 3,194 10,731 3.36 1.13
9メキシコ 1,636 5,049 3.09 1.12
10タイ 467 1,344 2.88 1.11
11ルーマニア 625 1,795 2.87 1.11
12ブラジル 3,935 10,686 2.72 1.11
13ギリシャ 2,242 5,374 2.40 1.09
14スペイン 10,282 22,879 2.23 1.08
15アルゼンチン 1,977 4,388 2.22 1.08
16オーストリア 3,789 7,558 1.99 1.07
17アイルランド 1,423 2,777 1.95 1.07
18フィンランド 4,223 7,598 1.80 1.06
19チリ 1,149 2,067 1.80 1.06
20ポーランド 5,644 10,062 1.78 1.06
21イタリア 18,440 31,995 1.74 1.06
22ベルギー 6,103 10,203 1.67 1.05
23ノルウェー 3,142 5,091 1.62 1.05
24デンマーク 4,936 7,908 1.60 1.05
25ニュージーランド 2,763 4,414 1.60 1.05
26オーストラリア 13,747 21,770 1.58 1.05
27スイス 8,819 13,802 1.57 1.05
28日本 46,403 71,502 1.54 1.04
29スウェーデン 10,249 15,652 1.53 1.04
30ハンガリー 2,776 4,172 1.50 1.04
31ドイツ 44,916 66,929 1.49 1.04
   
33フランス 32,861 48,317 1.47 1.04
   
35イギリス 50,367 70,833 1.41 1.03
   
   
39米国 235,421 261,953 1.11 1.01
注：2001 年の論文数が 1000 未満の国については対象から外した 
  旧ソ連構成国、スロベニア、及びクロアチアの 1991 年におけるデータは独立後の一年に満たない期間を対象としたものであるため、これらの
国々については、対象から外した。 
データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 1987-1991 年、1992-1996 年、及び 1997-2001 年における論文被引用度（論文 1
編あたりの被引用回数）の上位 30 か国・地域を表 1-3 に示す。 
・ 表 1-1 に示された論文数シェアでは上位 30 カ国・地域の中位であるスイス、オラ
ンダ、デンマークが、論文被引用度では上位に入っており、論文数シェアの上位
30 カ国・地域には入っていないアイスランドも 1997-2001 年の論文被引用度にお
いて 3 位であった。 
・ 日本は、論文被引用度に関して、米国、ドイツ、イギリス、フランスを下回った。 
 
表 1-3 論文被引用度の上位 30 か国・地域 










1スイス 5.37 1スイス 6.09 1スイス 6.86
2米国 4.59 2米国 5.40 2米国 6.06
3スウェーデン 3.95 3アイスランド 5.18 3アイスランド 5.63
4オランダ 3.85 4オランダ 4.62 4オランダ 5.61
5イギリス 3.70 5デンマーク 4.60 5デンマーク 5.39
6アイスランド 3.68 6スウェーデン 4.54 6スウェーデン 5.20
7デンマーク 3.64 7イギリス 4.40 7イギリス 5.03
8ベルギー 3.33 8ベルギー 4.09 8フィンランド 4.93
9フランス 3.13 9フィンランド 4.09 9カナダ 4.87
10ドイツ 3.09 10カナダ 3.99 10ベルギー 4.81
11オーストラリア 3.06 11ドイツ 3.97 11ドイツ 4.71
12カナダ 3.05 12フランス 3.84 12フランス 4.44
13フィンランド 3.04 13オーストリア 3.73 13イスラエル 4.44
14イスラエル 3.03 14イスラエル 3.65 14オーストリア 4.43
15日本 2.94 15イタリア 3.51 15イタリア 4.40
16ノルウェー 2.81 16オーストラリア 3.36 16アイルランド 4.23
17オーストリア 2.78 17ノルウェー 3.33 17ノルウェー 4.18
18イタリア 2.69 18日本 3.29 18オーストラリア 4.05
19ニュージーランド 2.56 19ニュージーランド 3.05 19日本 3.77
20ケニア 2.42 20アイルランド 2.98 20スペイン 3.60
21タンザニア 2.13 21スペイン 2.79 21ウルグアイ 3.53
22フィリピン 2.08 22コロンビア 2.72 22ニュージーランド 3.50
23アイルランド 2.06 23ハンガリー 2.67 23エストニア 3.33
24コロンビア 1.99 24ウルグアイ 2.67 24ケニア 3.19
25スペイン 1.83 25ポルトガル 2.42 25ハンガリー 3.01
26チリ 1.82 26チリ 2.33 26チリ 2.99
27ベネズエラ 1.81 27タイ 2.32 27コスタリカ 2.96
28ハンガリー 1.73 28ケニア 2.28 28ポルトガル 2.94
29ポルトガル 1.73 29フィリピン 2.23 29フィリピン 2.90
30タイ 1.72 30ベネズエラ 2.19 30タンザニア 2.80
 
注：網掛けは 1992～96 年、1997～2001 年に新たに上位 30 ヶ国となった国。 
  2001 年の論文数が 1000 未満の国については対象から外した。「年」としては、5 年重複（5 overlapping-year）を用いた。 
データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 1991 年と 2001 年の間の論文被引用回数増加率上位 30 か国・地域を表 1-4 に示す。 
・ U.A.E.、韓国、ウルグアイ、イランでは、1991 年から 2001 年にかけて論文被引
用回数の増加率が 10 倍を超える。 
・ 日本は、論文被引用回数の伸びに関して、56 位と高くはないが、米国とイギリス
を上回っている。 
表 1-4 論文被引用回数増加率の上位 30 国・地域（1991 年と 2001 年の比較） 
順位 国・地域 1991 2001 伸び率 
年平均 
伸び率 
1U.A.E. 126 1,901 15.09 1.31
2韓国 8,811 123,267 13.99 1.30
3ウルグアイ 439 5,099 11.62 1.28
4イラン  651 7,486 11.50 1.28
5シンガポール 3,914 35,735 9.13 1.25
6レバノン 302 2,488 8.24 1.23
7トルコ 4,185 34,419 8.22 1.23
8ベトナム 367 2,815 7.67 1.23
9モロッコ 956 6,313 6.60 1.21
10ポルトガル 6,216 40,221 6.47 1.21
11台湾 15,394 97,604 6.34 1.20
12キューバ 740 4,293 5.80 1.19
13ルーマニア 2,694 14,309 5.31 1.18
14中国 41,301 208,087 5.04 1.18
15ブラジル 20,386 98,883 4.85 1.17
16スペイン 78,815 375,820 4.77 1.17
17メキシコ 12,209 52,545 4.30 1.16
18コロンビア 1,660 6,839 4.12 1.15
19アイルランド 13,418 54,296 4.05 1.15
20インドネシア 1,107 4,478 4.05 1.15
21チュニジア 886 3,491 3.94 1.15
22アイスランド 2,274 8,646 3.80 1.14
23コスタリカ 925 3,395 3.67 1.14
24ギリシャ 16,349 59,597 3.65 1.14
25アルゼンチン 14,401 52,182 3.62 1.14
26マレーシア 1,798 5,998 3.34 1.13
27タイ 3,701 12,320 3.33 1.13
28オーストリア 48,509 151,067 3.11 1.12
29エチオピア 652 2,019 3.10 1.12
30イタリア 214,491 653,384 3.05 1.12
・     
43ドイツ 650,251 1,516,383 2.33 1.09
・     
48フランス 478,175 1,046,006 2.19 1.08
・     
56日本 616,493 1,282,256 2.08 1.08
・     
59イギリス 885,699 1,737,578 1.96 1.07
・     
63米国 5,074,615 7,782,387 1.53 1.04
注：2001 年の論文数が 1000 未満の国については対象から外した 
  旧ソ連構成国、スロベニア、及びクロアチアの 1991 年におけるデータは独立後の一年に満たない期間を対象としたものであるため、これらの
国々については、対象から外した。 
データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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（2） 日本の論文数、論文数シェアの推移 
・ 日本の論文数の 1991 年から 2003 年までの推移を図 1-1 に、論文数シェアの推移






















データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 
 9























・ 日本・米国・EU-15 の論文数シェア・被引用回数シェアについて、1981 年から 2003




ばす傾向にあるが、日本は 1999-2003 年の論文シェアが 9.4%、被引用回数シェア
が 8.5％であった。 
 























データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
  「年」としては、5 年重複（5 overlapping-year）を用いた。 
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データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注１：各年の値は、５年重複データ（５年間に出版された論文が、その５年間に他の論文から引用された回数の総和）であり、図では、例えば 1981
年～1985 年の集計データを「1983」と表示した。 











しかし、WIPO 加盟国全体における特許出願数のシェアの推移を見ると、1994 年には 20％





・ 2001 年の世界における各国の特許出願数を図 1-5 に示す。 






図 1-5 世界における各国の特許出願数（2001 年の出願件数によるランキング） 
































データ：WIPO, “Industrial Property Statistics”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 世界における各国の特許出願数の 1994 年から 2001 年にかけての伸び率が大きい




図 1-6 世界における各国の特許出願数の増加率（2001 年対 1994 年、増加率によるランキング） 







































・ 世界における主要国の特許出願件数シェアの推移を図 1-7 に示す。 
・ 米国のシェアは 1991 年には 25％強であったが、2001 年には 40%弱まで増加して
いる。一方、日本のシェアは 1991 年には 30％弱であったが 2001 年には 10%強ま
で減少した。 
 





























・ 1980 年から 2001 年における日米 EU-15 の米国特許登録件数シェア、被引用回数
シェアの推移を図 1-8 に示す。 
・ 日本は 1990 年代前半までは、特許登録件数シェア、被引用回数シェアともに増加
していたが、その後は停滞している。 
 





























第2章 分野別の R&D アウトプットの変化 
2.1 基本計画に示された 8 分野の論文・特許生産 
ここでは、第 2 期基本計画に示された 8 分野に関する論文の定量データを通じて、基本
計画の影響を検討する。論文の定量データとしては、論文数のシェア（図 2-1）、論文被引
用回数シェア（図 2-2）、相対被引用度（図 2-3）の 3 種類の指標を用い、日本・米国・EU-15
で比較している。これらの指標を 8 分野ごとに算出するにあたっては、NSI データベース
（デラックス版）の 105 分野ごとのデータを 8 つの分野に再編した。105 分野と 8 分野の
対応関係については、付録に述べた。 
日本の論文数シェアは、どの分野においても 1981 年以降、長期的に増加傾向が続いてき






表 2-1 に、重点 8 分野における論文データから見た日本の傾向を要約して示した。 
 
論文の分析と同様に、第 2 期基本計画に示された 8 分野についての特許の定量データを
通じて、基本計画の影響を検討する。特許の定量データは、国際比較が困難であるが、こ
こでは、ある程度、妥当な国際比較が可能な米国特許を対象とした。米国特許の登録件数
のシェア（図 2-7）、被引用回数シェア（図 2-8）、相対被引用度（図 2-9）の 3 種類の指標
を用い、日本・米国・EU-15 で比較している。これらの指標を 8 分野ごとに算出するにあ
たっては、IPC（国際特許分類）の“メインクラス”と呼ばれる 120 分野ごとのデータを 8
つの分野に再編した。120 分野と 8 分野の対応関係については、付録に示した。 
日本の米国特許登録件数シェアは、ほとんどの分野において 1980 年代に増加したが、
1990 年代に入り、減少する分野が多くなっている。また、米国特許の被引用回数シェアに





表 2-2 に、重点 8 分野における米国特許データから見た日本の傾向を要約して示した。 
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表 2-1 第 2 期基本計画に示された 8 分野における論文データから見た日本の傾向 
分  野 論文シェア 被引用回数シェア 相対被引用度 










情報通信 ［全般］ 中位 
［変化］ 1999 年をピーク





























































［変化］ 直近 4 年間は急
上昇。 













表 2-2 重点 8 分野における米国特許データから見た日本の傾向 
分  野 米国特許数シェア 被引用回数シェア 相対被引用度 



















































1980 年代よりも 90 年代
がやや低い。 



















































（1） 論文数・被引用回数シェア、相対被引用度の日・米・EU-15 比較 
・ 日本・米国・EU-15 の論文数シェアについて、1981 年から 2003 年までの推移を
図 2-1 に示す（重点分野別の推移については付録Ⅰを参照）。 
・ 多くの分野では 1990 年代に EU-15 のシェアが伸び、米国のシェアを上回ったが、
ライフサイエンスでは1990年代後半にEU-15が米国に追いついた後はほぼ同じシ






























・ 日本・米国・EU-15 の論文被引用回数シェアについて、1981 年から 2003 年まで
（5年重複データを用いているため、最初の時点は 1981～85年、最後の時点は 1999









































































・ 日本・米国・EU-15 の相対被引用度について、1981 年から 2003 年まで（5 年重複
データを用いているため、最初の時点は 1981～85 年、最後の時点は 1999～2003
年に相当する）の推移を図 2-3 に示す（重点分野別の推移については付録Ⅰを参
照）。 




年代後半までは日本の値が EU-15 を上回っていた。 
・ 日本の相対被引用度は、ほとんどの分野で 1.0 を下回っており、世界平均の被引用
度に達していないものが多い。 
・ 全分野では、1990 年代前半に、日本の相対被引用度が減少したが、1990 年代後半
以降、上昇傾向にある。 
 





























































・ 日本の重点分野別論文数シェアの 1981 年から 2003 年までの推移を図 2-4 に、論
文被引用回数シェアの1981年から2003年まで（5年重複データを用いているため、
最初の時点は 1981～85 年、最後の時点は 1999～2003 年に相当する）の推移を図 
2-5 にそれぞれ示す。 
・ いずれの分野についても、論文数シェア、被引用回数シェアともに増加傾向にある
































データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 日本の重点分野別相対被引用度について、1981 年から 2003 年まで（5 年重複デー
タを用いているため、最初の時点は 1981～85 年、最後の時点は 1999～2003 年に
相当する）の推移を図 2-6 に示す。 
・ 日本では、製造技術の相対被引用度が高く、1998-2002 年で 1.0 に達している。 
 


































































（3） 米国特許登録件数・被引用回数シェア、相対被引用度の日・米・EU-15 比較 
・ 1980 年から 2003 年における日本・米国・EU-15 の米国特許登録件数シェアの推




分野と製造技術分野では 1980 年代の前半で日本が EU-15 のシェアを上回り、米国
のシェアに近づいている。 
 






















データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 1980 年から 2001 年における日本・米国・EU-15 の米国特許被引用回数シェアの




























データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 1980 年から 2001 年における日本・米国・EU-15 の米国特許相対被引用度の推移





























・ 日本の重点分野別米国特許登録件数シェアの 1980 年から 2003 年までの推移を図 


































データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 








































z 次いで増加の著しい分野（1991 年から 2001 年の論文数伸び率が 1.2－1.5 以上の分野）
は、「物理学」、「分子生物学・遺伝学」をはじめとする 35 分野であった（表 2-3）。 
次に、日本のパフォーマンスについて、論文数シェアと論文被引用回数シェアの２つの
指標によって分類し、その結果を表 2-4 に要約して示した。 
z グループ A-1 は、論文数シェア、論文被引用回数シェアのどちらも伸び、かつ後者が
前者を上回っている分野であるが、ここに含まれる分野としては「冶金学」、「薬理学・










ーン別の分類結果を組み合わせ、表 2-5 にまとめた。この図では、垂直方向に並べた(i), (ii), 
















・ NSI データベースに収録されている 105 分野から人文社会分野を除いた 78 分野に
ついて、2002 年に世界全体で生産された論文数と 1991 年から 2002 年にかけての
伸び率を算出し、分類した表を表 2-3 に示す（1981 年から 2002 年にかけての推
移については付録Ⅰを参照）。 
・ 78 分野のうち 71 分野については 1991 年に比べ、2002 年の論文数が伸びている。 
・ 「材料科学及び工学」は論文数が多く、かつ伸び率も高い。 
 
表 2-3 世界の論文数と伸び率による分野の分類（1991 年から 2002 年にかけての伸び率） 
論文数　20,000以上 論文数　10,000-20,000 論文数　5,000-10,000 論文数　5,000未満










物理学 腫瘍形成・がん研究 水科学 眼科学
応用物理学／凝縮系／材料科学 地球科学 食品科学／栄養学 バイオテクノロジー・応用微生物学
神経科学・行動科学 数学 胃腸病学・肝臓病学 土木工学
有機化学／高分子科学 分子生物学・遺伝学 宇宙科学 歯科学／口腔外科学・医学
医学研究、組織・器官 分光学／器械研究／分析化学 化学工学 工学経営／一般
物理化学／化学物理 電気・電子工学 生殖医学 地質／石油／鉱山工学
































・ 1991 年、1996 年、2000 年の 3 時点における日本の論文シェアと被引用回数シェ
アをそれぞれ横軸、縦軸にプロットした「成長パターン」を 6 つに類型化した表を
表 2-4 に示す。 
・ これをみると、同じ上昇傾向でも、被引用回数シェアの伸びが論文シェアの伸びを
上回るパターン（A-1 タイプ）、論文数シェア、被引用回数シェアのどちらも大き
く伸びたパターン（A-2 タイプ）とほぼ 45 度線に沿った形で伸びたパターン（A-3
タイプ）の３つに分類ができる。 
・ 下降傾向にあるパターン（D タイプ）は 6 分野のみである。 
 
表 2-4 日本の論文シェアと被引用回数シェアによる成長パターン（1991→2000 年） 






























材料科学・工学 腫瘍学 植物科学 内分泌学・栄養学・代謝学







神経学 獣医学／動物学 小児科学 心血管・血液学



















学 昆虫学 生理学 機器／測定


































































・ 表 2-3 における世界における論文の伸びと表 2-4 における日本の論文のシェア成
長パターンを組み合わせることにより、日本における成長分野が世界ではどのよう













表 2-5 世界の論文の伸び率、論文数と日本の成長パターンによる分類 
  
例

























































































































































































・ 2003 年における日本の分野別相対被引用度（2003 年における値が 1.0 以上の分野）
を図 2-13 に示す。 
・ 1.0 以上の分野は 14 分野、0.8 以上 1.0 未満の分野が 33 分野であった。 
・ 1.0 以上の分野では、14 分野のうち「ナノテクノロジー・材料」が 6 分野、「製造
技術」が 5 分野、「ライフサイエンス」が 4 分野、「環境」が 4 分野となっている（重
複計上があることに留意）。 
 















































データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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“RNA interference”または”RNAi”を含む論文を抽出（検索日 2004年６月 13日）。
ただし、”RNAi”での検索にはノイズが混じるので、事後的に人手によるノイズ除
去を行なった。 
② RNA 干渉 
“RNA interference”または”RNAi”を含む論文を抽出（検索日 2004年６月 13日）。
ただし、検索システムが RNAi と RNAI を区別できず検索結果に RNAI に関する




文を 2/3 件、日本の論文を 1/3 件として計算している。被引用数についても同様に按分して








被引用についても同様に、日本は 1992 年には 1 位であったところを 1994 年にアメリカ
に、2001 年に中国に逆転され、現在 3 位に位置している。ただし、シェアの面ではアメリ
カが突出しており、50%近くを占め、かなり離れて 10%前後に中国、日本が続き、かなり
離れて 4 位のドイツ以下各国が続いている。 
シェアの面では、日本はアメリカと中国の後塵を拝しているが、論文数は 1998 年以降急
 40





る。日本は、ドイツ・イギリスとともに論文数及び被引用数シェア 10%前後で 2 位グルー
プを形成しており、1 位のアメリカとの差は非常に大きいが、4 位以下に差をつけている。 
日本の論文数は 2002 年から急増しており、2001 年の 13 編から 2003 年には 64.5 編に達





・ 日本は、1994 年にアメリカに論文数・引用数で逆転され、2000 年に入ってから中
国に追い上げられ、現在は論文数・引用数とも両国に次ぐ 3 位の位置にある。 
・ 日本のナノテクノロジー・材料、製造技術分野の論文とほぼ同程度の論文数シェア

























































データ：Thomson ISI.，” Web of Science“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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注：年は論文の発行年、被引用数の観測期間は論文の発行年から 2004 年 5 月 26 日まで 
データ：Thomson ISI.，” Web of Science“に基づき、科学技術政策研究所が集計 



















































注：年は論文の発行年、被引用数の観測期間は論文の発行年から 2004 年 5 月 26 日まで 
データ：Thomson ISI.，” Web of Science“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ RNA 干渉は 1998 年に発見されたものであるが、1993 年の論文にもアブストラク
トにこの語が記述されているものが１編存在する。 
・ 論文数・被引用数ともアメリカが圧倒的に多いが、日本も 2 位グループにあり量的
には漸増傾向を示している。従来は論文数シェアに比較して被引用数シェアが低か
ったが、2003 年には論文数シェア 9％に対し被引用数シェア 8%とほぼ同レベルに
なりつつある。 
 





























データ：Thomson ISI.，” Web of Science“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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注：年は被引用論文の発行年、被引用数の観測期間は論文の発行年から 2004 年６月 13 日まで 
データ：Thomson ISI.，” Web of Science“に基づき、科学技術政策研究所が集計 




























注：年は被引用論文の発行年、被引用数の観測期間は論文の発行年から 2004 年６月 13 日まで 









z 世界的に論文数の増加の著しい分野（1991 年から 2002 年の米国特許数伸び率が 2.0
以上の分野）としては、「基本的電気素子」、「医学または獣医学；衛生学」、「計算；計
数」、「電気通信技術」、「情報記憶」、「光学」、「基本的電子回路」、「生化学；ビール；
突然変異または遺伝子」等の 18 分野がある（表 2-6）。 
次に、米国特許として登録された日本の特許について、特許数と特許数シェアによるグ
ループ化を行った（表 2-7）。 
z 日本の特許数シェアが増加し、かつ、2002 年におけるシェアが 20％以上の分野（グ
ループ A とした）は、「セメント；セラミックス；耐火物」、「光学」、「機械または機関
一般」、「冶金；鉄または非鉄金属」、「発電、変換、配電」等の 21 分野がある。 
さらに、以上の 2 つの分析結果を組み合わせ、米国特許全体における分野別の状況と日
本の特許の動向を対比させて分類した（表 2-8）。 
z 世界的に成長が著しい分野（1991 年から 2002 年の米国特許数伸び率が 2.0 以上の分
野）で、かつ、日本のパフォーマンスが高い分野（グループ A）に属するのは、「光学」、
「発電、変換、配電」、「印刷」、「その他電気技術」、「教育；暗号方法；表示」、「検索；
研磨」の 6 分野である。 




衛生学」、「計算；計数」、「生化学；ビール；突然変異または遺伝子」の 9 分野である。 
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（1） 特許数の変化（IPC メインクラス） 
・ 世界における 1991-2002 年の特許数と特許数の伸びにより分類を行った結果を表 
2-6 に示す。 
・ 1991 年から 2002 年における特許数の伸びが 2 倍以上であるのは、120 分野中 18
分野であった。 
 
表 2-6 世界の特許数と伸び率による分野の分類（1991 年から 2002 年にかけての伸び率） 
世界における特許数の伸び（1991-2002）　2.0倍以上
特許数　3,000以上 特許数 1,000-3,000 特許数 500-1,000 特許数 300-500 特許数　-300
H01：基本的電気素子 H02：発電，変換，配電 B24：研削；研摩 D21：製紙；セルロースの製造 C30：結晶成長









特許数　3,000以上 特許数 1,000-3,000 特許数 500-1,000 特許数 300-500 特許数　-300
G01：測定；試験 A01：農業；林業；畜産 F25：冷凍または冷却；氷の製造 B08：清掃 E03：上水；下水














F16：機械要素または単位 B01：物理的または化学的方法または装置一般 C09：染料；ペイント；つや出し剤 C22：冶金；鉄または非鉄合金 A62：人命救助；消防
B65：運搬；包装；貯蔵 F02：燃焼機関 E05：錠；鍵；窓または戸の付属品 F41：武器；爆破（武器） A44：小間物；貴金属宝石類
C08：有機高分子化合物 B23：工作機械 B25：手工具；可搬形動力工具 C25：電気分解または電気泳動方法 C21：鉄冶金
G03：写真；映画；電子写真 B05：霧化または噴霧一般 A23：食品または食料品 B66：巻上装置；揚重装置；牽引装置 F26：乾燥
B29：プラスチックの加工 B21：機械的金属加工 C02：水，廃水 A43：履物









































・ 日本における 1991-2002 年の特許数シェアの伸びと特許数シェアにより、グルー
プ化を行った結果を表 2-7 に示す。 
・ 1991 年から 2002 年における特許数シェアが増加し、かつシェアが 20%以上ある
のは 21 分野であった。 
 







G02：光学 C22：冶金；鉄または非鉄合金 G21：原子核工学,核物理 B24：研削；研摩
F28：熱交換一般 F27：炉，キルン，窯 B32：積層体 G04：時計
F01：機械または機関一般 H02：発電，変換，配電 C09：染料；ペイント；つや出し剤 B22：鋳造；粉末冶金
G07：チェック装置 H05：その他電気技術 F16：機械要素または単位 C25：電気分解または電気泳動方法
B23：工作機械
D01：天然または人造の糸または
繊維；紡績 B30：プレス F21：照明 B08：清掃
C10：石油，ガスまたはコークス工
業 C02：水，廃水 A63：スポーツ；ゲーム；娯楽 C06：火薬；マッチ
B04：遠心装置または機械 B21：機械的金属加工 F26：乾燥 C01：無機化学
A44：小間物；貴金属宝石類 F03：液体用機械または機関 B03：液体による固体物質の分離 B01：物理的または化学的方法または装置一般
G08：信号 C05：肥料 B65：運搬；包装；貯蔵 B07：固体相互の分離；仕分け
B26：切断手工具 B09：固体廃棄物の処理；汚染土壌の再生 F22：蒸気発生 A41：衣類
E06：戸，窓，シャッタ A24：たばこ A22：屠殺；肉処理 A45：手持品または旅行用品
B61：鉄道 D21：製紙；セルロースの製造 A43：履物 E01：建造物（道路，鉄道または橋りょうの建設）



















G03：写真；映画；電子写真 C30：結晶成長 H01：基本的電気素子 G11：情報記憶
C21：鉄冶金 C08：有機高分子化合物 D02：糸；糸またはロープの機械的な仕上げ H03：基本電子回路
B43：筆記用または製図用の器具 Z97：非分類 B66：巻上装置；揚重装置；牽引装置 D05：縫製；刺しゅう；タフティング
F02：燃焼機関 G10：楽器；音響 H04：電気通信技術 B60：車両一般





F25：冷凍または冷却；氷の製造 G01：測定；試験 B28：セメント，粘土，または石材の加工 D03：織成





達一般 B62：鉄道以外の路面車両 G06：計算；計数 G12：器械の細部




































表 2-8 世界の特許の伸び率、特許数と日本のグループ化による分類 























特許数　-300 F03：液体用機械または機関 C30：結晶成長 B06：機械的振動の発生または伝達一般
D07：ロープ；電気的なもの以外
のケーブル G12：器械の細部
1.5～2.0倍 特許数　3,000以上 B60：車両一般 G01：測定；試験
特許数 1,000-3,000 B32：積層体 A63：スポーツ；ゲーム；娯楽 A01：農業；林業；畜産
F01：機械または機関一般 B62：鉄道以外の路面車両
































1.0～1.5倍 特許数　3,000以上 F16：機械要素または単位 B65：運搬；包装；貯蔵 C08：有機高分子化合物 C07：有機化学
G03：写真；映画；電子写真













特許数　300-500 C22：冶金；鉄または非鉄合金 B64：航空機；飛行；宇宙工学 B66：巻上装置；揚重装置；牽引装置 F41：武器；爆破（武器）
C25：電気分解または電気泳動





特許数　-300 F27：炉，キルン，窯 A62：人命救助；消防 C21：鉄冶金 D06：繊維の処理；ラウンドリー


























































・ 2001 年における日本の IPC メインクラス別の相対被引用度（2000 年の値が 1.2 以
上の分野）を図 2-20 に示す。 
・ 日本において相対被引用度が 1.2 を超えるのは、29 メインクラスであった。 
・ なお、相対被引用度 1.2 未満の分野については、付録（図 付 121、図 付 122）に
示した。 
 





















































































被引用度上位 1％論文における 18 分野別の日本論文のシェアを見ると、1996 年では「材
料」、「物理」、「化学」におけるシェアが高いが、2001 年では、更に、「工学」、「神経・行動












文における国別シェアを、全分野と 17 分野ごとに示した。 
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（1） 全分野の分析 
・ 1991、1996、2001 年における被引用度ランク別の日本論文のシェアを図 3-1 に示
す。 
















































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 










































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 被引用度上位 1%論文の主要国 5 カ国別論文数シェアの推移を図 3-3 に示す。 
・ 米国は減少傾向にあるものの、圧倒的にシェアが高く 60％程度であり、他の 4 カ
国は 10％前後である。 
 














































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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（2） 分野別の分析 
・ 1997-2001 年における被引用度上位 1％論文における 8 分野別の日本論文のシェア
を図 3-4 に、上位 10％論文における日本論文のシェアを図 3-5 に示す。 
・ 図 3-4 をみると、「ナノテク・材料」と「製造技術」が 12％を越すシェアを持ち、
「エネルギー」が 10％程度、その他の分野は 6%以下であった。 




図 3-4 被引用度上位 1%論文における 8 分野別の日本論文のシェア（1997-2001 年） 










データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-5 被引用度上位 10%論文における 8 分野別の日本論文のシェア（1997-2001 年） 











データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 1996、2001 年における被引用度上位 1%論文における 18 分野別の日本論文のシェ
アを図 3-6、図 3-7 に、上位 10%論文における 18 分野別の日本論文のシェアを図 




図 3-6 被引用度上位 1%論文における 18 分野別の日本論文のシェア（1996 年） 





















データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
図 3-7 被引用度上位 1%論文における 18 分野別の日本論文のシェア（2001 年） 





















データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-8 被引用度上位 10%論文における 18 分野別の日本論文のシェア（1996 年） 























データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
図 3-9 被引用度上位 10%論文における 18 分野別の日本論文のシェア（2001 年） 























データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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（3） セクター別の分析 
・ 全論文における日本論文のシェアのセクター別内訳を図 3-10 に、被引用度上位
10%論文における日本論文のシェアのセクター別内訳を図 3-11 に示す。 
・ 全論文よりも被引用度上位 10%論文の方が「外国との共著」のシェアが大きい。 
 










































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 


















































・ 全論文に含まれる日本論文のシェアのセクター別内訳を図 3-12 に、被引用度上位
10%論文に含まれる日本論文のシェアのセクター別内訳を図 3-13 に示す。 
・ 被引用度上位 10％論文では、「大学」は一貫して、「企業」は 1991 年をピークに減
少し、2001 年には「特殊法人」「国研」が増加した。 
 





































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 




































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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（4） 大学セクターの分析 











































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 





































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 全論文における日本論文のシェアの大学セクター内部内訳を図 3-16 に、被引用度
上位 10%論文における日本論文のシェアの大学セクター内部内訳を図 3-17 に示
す。 
・ 全論文では、「国立大学（それ以外）」のシェアが増加傾向にある。被引用度上位
10%論文では 1996 年まで減少していた「八大学」のシェアが、2001 年に増加に転
じている。 
 


































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 
































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 全論文における日本論文のシェアの大学セクター内部内訳を図 3-18 に、被引用度




が 2001 年において減少した。 
 




































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 


















































・ フランスは数学において順位を上げ、2001 年には被引用度上位 10%論文数 2 位となっ
ている。 
・ 中国は数学、情報において 2001 年に日本を抜きそれぞれ 5 位、６位となった。 
・ 米英独仏の各国は 1991、1996、2001 年に全分野で 10 位以内に入っているが、日本は
環境、心理において 10 位に入っていない年がある。 
 




































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 


































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 




































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 
































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 


































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 




































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 
































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 






































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 


































































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 世界に占める日本の論文シェアのセクター別内訳を図 3-38 に示す。 
・ 共著の際は、分数カウントを用いた（大学と国研との間の共著の場合、大学が 0.5、
国研が 0.5 というように計上）。 
・ 「外国」との共著を含めると、1986 年における日本の論文数シェアは 8%弱であっ
たのが、2001 年では 10％を超えた。 
 














































・ 日本における論文のセクター別内訳を図 3-39 に示す。 
・ 「大学」セクターが 70％以上を占め最も高く、次いで「企業」セクターが高い。 
・ 「企業」セクターのシェアは 1991 年をピークに減少し、「国研」「特殊法人」セク
ターのシェアが増加している。 
 


































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 
 78
（3） 18 分野別の分析 
・ 日本における「大学」「国研」「特殊法人」「企業」セクターにおける論文の分野別

































データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 




























データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 日本における分野ごとのセクター別内訳を 18 分野区分について、図 3-44、図 





図 3-44 分野ごとのセクター別内訳（18 分野区分・1986 年） 



















大学 国研 特殊 公研 病院 非営利
企業 その他 不明 外国
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 82
図 3-45 分野ごとのセクター別内訳（18 分野区分・1991 年） 



















大学 国研 特殊 公研 病院 非営利
企業 その他 不明 外国
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-46 分野ごとのセクター別内訳（18 分野区分・1996 年） 



















大学 国研 特殊 公研 病院 非営利
企業 その他 不明 外国
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-47 分野ごとのセクター別内訳（18 分野区分・2001 年） 



















大学 国研 特殊 公研 病院 非営利
企業 その他 不明 外国
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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（4） 8 分野別の分析 






図 3-48 分野ごとのセクター別内訳（8 分野区分・1986 年） 









大学 国研 特殊 公研 病院 非営利
企業 その他 不明 外国  
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-49 分野ごとのセクター別内訳（8 分野区分・1991 年） 









大学 国研 特殊 公研 病院 非営利
企業 その他 不明 外国
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-50 分野ごとのセクター別内訳（8 分野区分・1996 年） 









大学 国研 特殊 公研 病院 非営利
企業 その他 不明 外国
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-51 分野ごとのセクター別内訳（8 分野区分・2001 年） 
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本項では、Science Citation Index Compact Disc Edition（SCI-CD）に基づき、主要国
の論文のセクター別の内訳を分析する。まず、Leydesdorff1による先行研究の中から日米英
仏独の 5 カ国（以下「主要 5 カ国」と呼ぶ）のセクター内訳に関わるデータを簡単に紹介
し、それを踏まえて、アジアの２国（中国、韓国）を加えた７カ国（以下「主要７カ国」









数上位 10％論文についての数値は、巻末の付 I.3 に示した。 
 















論文数はそれぞれ 20729.7 編、11000.8 編と主要 5 カ国で５位に当たるフランスの 31505.4
編とはまだ開きがあるが、以後急速に差を縮めるものと思われる。一方、米国とイギリス
は 2001 年にわずかではあるが 1996 年より減少している。 
                                                  
1 Leydesdorff, ”The mutual information of university-industry-government relations: An indicator of 











においても 1991 年の 5518.1 編から 1996 年に 6591.6 編に増加したものの、2001 年には
1991 年を下回る 5293.7 編まで減少している。 
被引用上位 10%論文数について見ると、大学セクターについては、日本、ドイツ、フラ
ンス、中国、韓国において増加傾向が見られる（図 3-54）。米国は 1991 年の 17641.7 編か
ら 1996 年に 18156.2 編に増加したが 2001 年には 17267.7 編と 1991 年よりも少なくなっ
ている。産業セクターの論文数は、中国、韓国において増加傾向が見られるが、米国、イ
ギリス、ドイツにおいては減少している。また、日本、フランスにおいては 1996 年には増
加したが 2001 年には減少しており、特に日本においては 2001 年の論文数（373.3 編）が
1991 年（467.2 編）を下回っている。 
全論文について各年のセクター別論文数割合を見ると、フランス以外のすべての国にお
いて大学セクターが過半を占めている（図 3-55）。特に韓国においては大学セクターの割
合が約 80%と大きい。産業セクターのシェアは、日本（2001 年に 9.1%）において大きく、
イギリス（同 2.8%）、ドイツ（同 2.5%）、フランス（同 1.9%）の欧州諸国と中国（同 0.0%）、
韓国（同 2.5%）においては相対的に小さい。政府セクターは、ドイツ（2001 年に 16.3%）、
フランス（同 17.6%）、中国（同 21.5%）において大きいシェアを占めている。 
時系列で見ると、米国、イギリス、フランス、中国において大学セクターの割合が一貫
して増加傾向に示しており、残る日本、ドイツ、韓国においても 1991 年より 2001 年の大
学セクターの割合が大きい（中国については年を遡るにつれてセクター不明の論文割合が
大幅に増大していることの影響を考慮する必要があるが、「不明」を除いた計算でも 1991
年の 63.0%から 2001 年の 74.7%まで増加している）。産業セクターについては、日本、米
国、イギリス、ドイツにおいて割合が減少する傾向にあり、特に日本においては、1991 年
の 13.7%から 2001 年の 9.1%まで 4.6 ポイント減少している。政府セクターについては、
米国（1991 年 9.1%、2001 年 8.5%）、イギリス（同 7.2%、5.5%）、ドイツ（同 15.7%、16.3%）、





と、いずれの国でも大学セクターの割合が最も大きいが、その中で韓国は 2001 年に 85.9%
と特に大きく、逆にフランスは 48.7%と過半に達していない（図 3-56）。 
日本では、大学セクターの割合は 70.5%（2001 年）で、1991 年の 72.1%から若干低下
しているが、ほぼ 70%程度で安定している。また、産業セクターの割合は 9.1%（2001 年）
と他国よりも突出して大きいが、1991 年の 14.9%から 5.1 ポイント減少しており、逆に政
府セクターの割合が 7.9%（1991 年）から 14.6%（2001 年）まで大幅に増加しており、10
年間で大きな構造変化が生じていることが伺われる。 
米国は、論文数が他の国と比べて突出して多いこともあり、時系列での変化は緩やかで
ある。大学セクターの割合は 71.5%とほぼ日本と同程度であり、日本とは逆に 1991 年の
69.6%からわずかに増加している。産業セクターの割合は 6.7%（2001 年）で日本に次いで
大きいが、日本と同様 1991 年（9.2%）以降減少している。また、民間非営利（1991 年 2.6%、









府（同 22.1%）、民間非営利（同 4.1%）、病院（同 10.5%）の割合が相対的に大きい。従っ




1996 年から 2001 年にかけて大学の割合が大幅に増加している。また、民間セクターの論
文数割合は極めて小さく、2001 年において産業が 0.2%、民間非営利が 0.1%に過ぎない。 
韓国は、1991 年の時点においても大学セクターの割合が他国と比較して非常に大きく、
また年々その比率が増す傾向にある。逆に政府セクターの割合は 1991年の 12.9%から 2001
年の 5.8%まで大幅に減少している。一方、1991 年には 1.8%に過ぎなかった産業セクター
















の 18.4 編（論文数割合 2.9%）が 2001 年には 14.5 編（論文数割合 1.8%）となっている。
病院セクターは、1991 年からほぼ 6%の割合で安定している。 
米国では、総合と同様に各年の各セクターの割合が安定している。各年における大学の
割合は 64～5%程度で、総合の 70～2％と比較してやや低い。政府セクターの割合は
8.4%(1991)から 7.2%（2001 年）まで減少しており、産業セクターの割合も 6.1%（1991
年）から 5.9%（2001 年）までわずかながら減少している。一方、民間非営利セクターは、
日本の場合とは逆に、3.2%（1991 年）から 3.9%（2001 年）まで増加している。病院は 15%
強と日本より大きい値で安定している。 
イギリスでは、臨床医学における大学の割合は総合におけるそれと比較して 10 ポイント
以上低いが（2001 年の臨床医学 59.8%、総合 70.6%）、総合における大学セクターの割合
の増加と連動して 1991 年から 2001 年までの 10 年間で 50.5%から 59.8%まで大幅に増加
している。逆に、産業、政府、病院の各セクターは、10 年間で割合が減少しており、特に
病院は 34.5%（1991 年）から 26.6%（2001 年）まで 7.9 ポイント減少している。上記より、
当該分野における先端研究機能が大学セクターに集中しつつあることが伺われる。 
ドイツでは、大学セクターの割合が 80％弱と主要５カ国中で最も高く、また 1991 年か
ら 2001 年までの間に 77.4%から 79.8%まで伸びている。産業、政府セクターの割合は減少
傾向にあり 6.0%（1991 年）から 3.6%（2001 年）、8.9%（1991 年）から 8.4%（2001 年）
に減少している。民間非営利と病院の割合は主要 5 か国中で最も小さく、それぞれ 0.1～
0.3%、4～5%に過ぎない。 
フランスでは、ドイツとは逆に大学セクターの割合が非常に小さく、病院の割合が極め
て大きく、被引用数上位 10％論文の 40％程度を産出している。しかしながら、1991 年か
ら 2001 年までの 10 年間で大学の割合は増加、病院の割合は減少しており、2001 年時点で
大学 33.9%に対して病院 37.7%と拮抗している。また、民間非営利セクターも主要 7 カ国
中で最も大きな割合を占めている。 
中国では、2001 年に大学セクターの論文数が急増し、結果的に大学の割合が大幅に増加
している。政府と病院は 2001 年に割合が減少しているが、いずれも論文数では 1996 年の
3 倍に増加している。民間セクターのアウトプットは極めて少なく、産業と民間非営利の論
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文はほとんどなく、2001 年に産業セクターの割合が 0.1%あるのみである。 
韓国では、論文数が少なかった 1991 年の時点においては大学と病院が中心的役割を果た














であったが、2001 年には 10 ポイント以上増加して 73.1%（総合 71.5%）と総合における
論文数割合を超えている。産業、政府の割合が総合と比べて相対的に大きいが、いずれも
減少傾向にある。特に、産業は 1991 年の 16.0％から 2001 年には 9.7%と 6 ポイント以上
減少している。 


















韓国では、2001 年の大学の割合が 86.2%と主要 7 カ国中ではイギリスに次いで大きい。
ただし同年の総合における割合 85.9%とほぼ同程度であるので、韓国内での比較ではこの
分野で特に大学の割合が高いことを意味しない。また、産業セクターの割合が 1996 年まで





を占めていたのに対して、分子生物では 75.1%を占めている。大学の割合は 1991 年から












年の論文数が 0.4 編（0.3%）に過ぎない。また、「その他」が突出して多いが、これは European 





で、論文数で 0.8 編（1.0%）に過ぎない。2001 年において、最大の被引用数上位 10％論文
産出セクターである大学でもシェアは 36.1%（2001 年）に過ぎず、全体として産業以外の
各セクターが拮抗している形となっている。 
中国と韓国については、論文数が増加しているものの、2001 年でもそれぞれ 7.3 編、5.6
編と非常に少ないため、本調査の数値から傾向を把握するにはやや難があるが、中国は大
学及び政府の論文数が 1996 年から 2001 年にかけて大幅に増加しており（ただし、大学は







日本では、大学と産業の割合が総合と比較して小さく、それぞれ 2001 年において 56.8%
（総合 70.5%）、6.0%（総合 9.1%）である。大学の割合は 10 年間減少し続けているが、他
の多くの分野と異なり産業の割合が増加している。一方、政府と民間非営利の割合が相対
的に大きく、それぞれ 2001 年において 27.2%（総合 14.6%）、6.6%（総合 3.2%）である。










は 1991 年においては 1.2%を占めるに過ぎなかったが、1996 年に急増し、主要７か国中で
最大のシェアを占めるようになっている。 






46.2%で、ほぼ総合の 48.7%と同程度である。産業セクターは 2001 年の総合における論文
数割合 3.1%に対して、環境分野では 4.6%となっている。ドイツと同様、民間非営利セクタ
ーの論文はいずれの年においても０編である。時系列で見ると、大学（1991 年の論文数割
合 40.8%、2001 年 46.2%）、産業（同 1.3%、4.6%）、政府（同 31.7%、36.3%）と３セク
ターとも割合が増加しているが、これは「不明」が減ったことによる見た目の増加であり、
「不明」を除いて計算すると大学及び政府はそれぞれ 53.4%から 51.1%、41.4%から 40.2%





アが 80.8%と総合の 74.6%よりやや高く、逆に政府が 16.8%で総合の 22.4%をやや下回る。
従って中国では環境分野の研究において大学が中心的役割を担っていると考えられる。一










米国では、1991 年には、大学が 75.8%、産業が 16.9%と相対的に大きな割合を占めてい
たが、以後大学は割合が減少、逆に産業は割合が増加している。産業セクターの割合が増
加している点は日本と対照的である。ただし、論文数自体は 60.0 編（1991 年）、59.6 編（2001
年）とほとんど変化しておらず、大学セクターの論文数の減少によって割合が増加したに
過ぎない。また、民間非営利セクターも 0.6%（1991 年）から 1.1%（2001 年）と総合と比
べて小さいが、増加傾向を示している。 
イギリスでは、大学の割合が 76.3%（2001 年）と総合の 70.6%を上回っている。また、
米国と同様、産業セクターの割合が増加する傾向にあり、1991 年には 4.0%であったが、
2001 年には 9.9%となっている。 
ドイツでは、1991年には大学の割合が58.3%と総合の64.4%よりやや小さかったが、2001
年には 70.7%まで増加し、総合の 64.8%を上回っており、より大学のアクティビティが高
まっている。産業セクターの割合は 5.4%（2001 年）と総合の 3.7%より大きいが、1991 年




国中では最も低い。政府セクターの割合は 28.9％で主要 5 カ国中では最も高く、また総合
における割合（22.1%）も上回っているが、1996 年から 15.3 ポイント減少している。 
中国では、2001 年の情報分野の被引用度上位 10%論文の殆ど全てが大学によるものであ
り、それ以外のセクターの寄与は少ない。1991 年には大学の論文数が少なかったこともあ
り、政府が 15.8%を占めていたが、大学の論文数の急増に伴い 2001 年には 3.4%まで割合
が減少し、代わって大学の割合が 73.7%から 95.0%まで増加している。中国においては、
産業セクターの被引用数上位 10%論文生産はいずれの分野でも低調であるが、情報分野で
も 2001 年に全体の 0.7%を生産するに留まっている。 
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韓国では、2001 年の論文数でも 7.5 編に過ぎずセクター別での割合を議論するにはやや











内訳を図 3-53～図 3-73 に示す。 
 





































データ：Science Citation Index on CD-ROM (2000)に基づき、下記論文の著者が集計 
出典：Leydesdorff, “The mutual information of university-industry-government relations: An indicator of the Triple Helix dynamics”, Scientometrics, 
Vol. 58, No.2 (2003) 445-467. 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-55 主要国セクター別論文シェアの変化（総合・全論文） 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-56 主要国セクター別論文シェアの変化（総合・被引用度上位 10％） 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-57 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（1・被引用度上位 10％）：臨床医学 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-58 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（2・被引用度上位 10％）：化学 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-59 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（3・被引用度上位 10％）：物理 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-60 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（4・被引用度上位 10％）：生物・生化学 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-61 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（5・被引用度上位 10％）：材料 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-62 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（6・被引用度上位 10％）：工学 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-63 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（7・被引用度上位 10％）：動植物 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-64 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（8・被引用度上位 10％）：分子生物 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-65 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（9・被引用度上位 10％）：神経・行動科
学 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-66 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（10・被引用度上位 10％）：地球 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-67 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（11・被引用度上位 10％）：微生物学 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-68 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（12・被引用度上位 10％）：数学 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-69 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（13・被引用度上位 10％）：農学 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-70 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（14・被引用度上位 10％）：環境 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-71 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（15・被引用度上位 10％）：天文 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-72 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（16・被引用度上位 10％）：情報 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-73 各分野における主要国セクター別論文シェアの変化（17・被引用度上位 10％）：心理 









































大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明
 

















人の著者による論文）は減少傾向にあり、3 人以上、特に 6 人以上のグループによって執筆
された論文が大幅に増加している（図 3-74）。 
日本の研究開発システムの構造を科学論文の生産という面から示した図 3-76 を見ると、


















・ 世界（SCI 収録論文）における著者別論文数の内訳の推移を、図 3-74 に示す。 
・ 単著論文は減少傾向にあるが、3 人以上、とくに 6 人以上による共著の件数が大幅
に増加している。 
 






















データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計。 
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・ 世界（SCI 収録論文）における共著形態別論文数の推移を、図 3-75 に示す。 
・ 国内機関間共著と国際共著の件数が増加している。 
 






























数の比率を、表 3-1 に示す。 
・ 国内のセクター間共著のなかでは「大学-企業」の共著が最も多く、日本の全論文
の 7.1％を占め、「大学-国研」（同 4.8％）、「大学-病院」（同 4.7％）、「大学-特殊法
人」（同 4.6％）と続いている。 
・ 1991 年と 2001 年のセクター間共著論文数の変化を見ると、大学と公的研究機関
（国研、特殊法人、公研の総称）の共著論文の増加が著しいことがわかる（図 3-76）。 
 
表 3-1 日本の論文におけるセクター間共著の主要な組み合わせ別の論文数の比率（2002 年） 
合計 大学 国研 特殊 公研 病院 非営利 企業 その他 不明 外国
合計 64,547 54,533 6,288 4,218 1,046 4,071 2,077 8,768 155 1,324 12,559
100.0 84.5 9.7 6.5 1.6 6.3 3.2 13.6 0.2 2.1 19.5
大学 84.5 4.8 4.6 1.1 4.7 1.9 7.1 0.1 1.4 15.7
国研 9.7 0.7 0.2 0.3 0.3 1.0 0.0 0.3 2.1
特殊 6.5 0.0 0.1 0.4 0.7 0.0 0.1 1.5
公研 1.6 0.1 0.1 0.2 0.0 0.1 0.2
病院 6.3 0.2 0.3 0.0 0.2 0.7
非営利 3.2 0.4 0.0 0.1 0.6
企業 13.6 0.0 0.3 1.9
その他 0.2 0.0 0.1
不明 2.1 0.4
外国 19.5  
注：セクター間共著論文は、各セクターに重複して計上しているため、各セクターの論文数の総和は、「合計」の値と一致しない。 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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図 3-76 日本の論文におけるセクター間共著の主要な組み合わせ別の論文数の推移 
























データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 大学論文の他セクターとの共著割合を図 3-77 に、国研論文の他セクターとの共著
割合を図 3-78 に、特殊法人論文の他セクターとの共著割合を図 3-79 に、企業論





























データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 






















データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 127




















データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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大学 国研 特殊 病院
非営利 公研 外国
 
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 





















































が 0 年、1 年、2 年、3 年の四つの場合のデータを示した（図中の「Lag＝0」はタイムラグ
が 0 年の場合を指す）。例えば、タイムラグが 2 年のデータとして、論文データが 2001 年
の場合、研究開発費として 1999 年度のデータを図 4-1 では「2001 年」と表示した。 
図 4-1 によると、長期的に日本の大学等の論文生産性は上昇傾向にあるものの、1980 年
代に比べ 1990 年代の上昇は緩やかになっている。研究開発費当たり論文数の値は、1990






































 【論文数】Thomson ISI, Science Citation Index (CD-ROM)より科学技術政策研究所が集計 
 
 
表 4-1 大学等の研究開発費（X）と論文数（Y）の回帰分析：自由度調整済決定係数（R2） 
 Lag=0 Lag=1 Lag=2 Lag=3 
全期間 0.972 0.975 0.970 0.963 
1981-1990 0.735 0.757 0.888 0.770 
1991-1995 0.756 0.790 0.839 0.729 













ほぼ一貫して上昇傾向にある。その値は、1990 年頃では 0.25 程度であったが、1990 年代
末には 0.3 を超え、その後、さらに上昇している。 
また、タイムラグ別に研究者数と論文数の相関分析を行ったところ、期間によっても異
なるが、概ね、タイムラグが 2～3 年程度の場合に比較的相関が強いと考えられる（表 4-2）。 
 


























 【論文数】Thomson ISI, Science Citation Index (CD-ROM)より科学技術政策研究所が集計 
 
 
表 4-2 大学等の研究者数（X）と論文数（Y）の回帰分析：自由度調整済決定係数（R2） 
 Lag=0 Lag=1 Lag=2 Lag=3 
全期間 0.950 0.970 0.983 0.983 
1981-1990 0.868 0.881 0.906 0.809 
1991-1995 0.872 0.894 0.834 0.956 













は 1991 年、1996 年、2001 年についてのみ行ったため、その 3 時点の値を示した。日米の






















用いて実質化した．大学等教員数・研究開発費と論文とのタイムラグは日米とも 2 年とした（グラフの「2001 年」は，2001 年の論文数と 1999
年の大学等教員数・研究開発費を示す）． 
データ：【日本・大学等教員数・研究開発費】総務省統計局「科学研究調査報告」，【同・人件費（推計値）】文部科学省「平成 15 年度予算における
科学技術関係経費」及び各年版， 【日本・研究開発費デフレーター】総務省統計局資料，【米国・研究開発費】 NSF, Academic R&D 






























































日本の論文生産性は、統計値よりも大きな値となり、1993 年から 1997 年頃までは米国と
ほぼ同等の値であり、1998 年以降については、米国の値が低下しているため、日本の値が
























なく、その 4 分の 1 を残した。4 分の 1 を残した理由は、米国の統計において、大学等の研













































注：大学等教員数と論文数とのタイムラグは日米とも 2 年とした（グラフの「2001 年」は，2001 年の論文数と 1999 年の大学等教員数を示す）． 
日本の大学等は、大学、大学附置研究所等、短期大学、高等専門学校。米国の大学等は、4年制および2年制の学位授与機関として、連邦
教育省が認可した認定機関により認定された機関、及び教育長官に直接、認定された機関。日本の大学等教員は、大学等に本務を持つ教
授、助教授、講師、助手。米国の大学等教員は、professor, associate professor, assistant professor, instructor, lecturer, assisting professor, 
adjunct professor, or interim professor あるいは、それらと同等の者。日米ともに、大学等教員の人数はヘッドカウウント値。 
データ：【日本・大学等教員数】総務省統計局「科学研究調査報告」， 【米国・大学等教員数】 U.S. Department of Education, Digest of Education 
Statistics，【同・自然科学系割合】 National Center for Educational Statistics, 1993 National Study of Postsecondary Faculty，【論文数】







































大学（論文数、研究者数、研究開発費のいずれについても上位 8 校となる国立大学）が 4
割近くの割合を占め、国立大学全体は 7 割以上を占めている（図 4-5）。これに比較的近い
配分となっているのは、博士課程在籍者数である。 
このような論文数やインプットの配分については、個別大学の値を大きい順に並べた分







次に、論文生産の変化を個別大学について見ることとする。図 4-8 では、X 軸に 1991 年
の論文数シェア、Y 軸に 2001 年の論文数シェアをとり、1991 年から 2001 年までの 10 年
間の変化を表している。論文数シェアが高い大学については大きな変化はあまりみられな


















図 4-5 各種データの大学の種類ごとの内訳 









八大学 八大学以外の国大 大学公立 大学私立  












































































































































































































































































・ 大学ごとの論文数の分布は、1991 年と 2001 年で大きく変化していないが、1991
年に論文数の少なかった大学の論文数の伸びが大きい。 
























図に示していない大学も、全体的に 1991 年より 2001 年の論文数シェアが多い。 
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表 4-3 国立大学の論文データと研究者・研究費との相関係数 










0.968 0.984 0.880 0.944 0.974 
上位 10％論文数 
 
0.916 0.957 0.921 0.958 0.986 
 
注：(1)論文，研究者・研究費のいずれについても自然科学系のみのデータを用いた． 
  (2)論文と研究者・研究費とのタイムラグを考慮し，論文データは 2001 年の値，研究者データ 
    は 2000 年度，研究費データは 1999 年度の値を用いた． 
データ：論文数－Thomson ISI, “Science Citation Index” (2001 CD-ROM version)に基づき科学技術政策研究所が集計. 
教員数・博士課程在籍者数・研究費－総務省統計局「科学技術研究調査（2000 年調査）」調査票（総務省告示第八百三十五号）に基づき科












表 4-4 全論文数が目的変数の場合の重回帰分析 
強制投入法による　　調整済み R2=0.98 F(4,71)=842.0　p<0.01
0.12 1.57 0.09 0.00 0.00 人件費を除く研究費
t
ベータ標準誤差B
0.00** -3.44 19.35 -66.47 (定数)
0.00**3.46 0.16 1.17 4.05 JSPSのポスドク
0.00** 3.99 0.40 0.09 0.36 博士課程学生数










0.01** -2.88 2.74 -7.90 (定数)
0.00** 3.630.300.000.00人件費を除く研究費
0.00**4.11 0.26 0.17 0.68 JSPSのポスドク
0.00**2.80 0.40 0.01 0.04 博士課程学生数






全論文数＝0.37×教員数 ＋ 0.40×博士課程学生数 ＋ 0.16×ポスドク 
＋ 0.09×人件費を除く研究費 － 66.47 
Top10%論文数＝0.04×教員数 ＋ 0.40×博士課程学生数 ＋ 0.26×ポスドク数 














SCI に収録された論文のうち、被引用度上位 10％論文を対象に、17 分野別の研究機関ラン
キングを作成した。その際、Whole カウントの論文数により順位付けを行った。ここでの
17 分野は、 
・化学 ・環境 ・工学 ・材料 ・情報 
・心理 ・神経・行動科学 ・数学 ・生物・生化学 ・地球 
・天文     
・動植物 ・農学 ・微生物学 ・物理  
・分子生物 ・臨床医学    
 
である。また、各分野とも、1991 年、1996 年、2001 年のデータを用いた。詳しい作業手
順は付録Ⅱ.3 に述べ、ここでは省略する。 
表 4-6 から表 4-8 に、17 分野ごとの研究機関ランキングの概要を示した（詳細について
は、付録Ⅰ.3 参照）。日本の研究機関が多い分野は、材料（2001 年で 6 機関）、化学（同 5
機関）である。逆に、2001 年で日本の機関が全くランキングされない分野は、神経行動科
学、微生物学、数学、農学、環境、情報、心理の 8 分野である。 
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表 4-6 上位 10％論文における論文数による研究機関ランキング（1991 年・17 分野） 
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 589 1 米国 University of Texas 126
2 米国 University of Texas 352 2 米国 Massachusetts Institute of Technology 101
3 米国 University of California, San Francisco 291 3 日本 京都大学 87
11 日本 東京大学 71
17 日本 東京工業大学 60
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 AT&T 255 1 米国 Harvard University 315
2 米国 International Business Machines Corporation 238 2 米国 University of Texas 178
3 米国 Massachusetts Institute of Technology 126 3 米国 University of California, San Francisco 177
4 日本 東京大学 124
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 日本 東北大学 51 1 米国 Stanford University 92
2 米国 University of California, Santa Barbara 42 2 米国 Massachusetts Institute of Technology 86
3 日本 京都大学 41 3 米国 AT&T 77
7 日本 大阪大学 29 18 日本 京都大学 36
18 日本 名古屋大学 21
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 USDA Agricultural Research Service 123 1 米国 Harvard University 53
2 米国 University of California, Davis 89 2 米国 University of Texas 35
3 米国 Cornell University 77 3 米国 University of California, Berkeley 33
3 米国 NIH (National Cancer Institute) 33
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 64 1 米国 US Geological Survey 76
2 米国 University of California, San Diego 53 2 米国 National Aeronautics and Space Administration 67
3 米国 Johns Hopkins University 52 3 米国 University of California, San Diego 49
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 47 1 米国 University of California, Berkeley 26
2 米国 NIH (National Institute of Allergy and Infectious Diseases) 45 2 米国 University of California, Los Angeles 25
3 フランス Institut Pasteur 43 3 米国 Stanford University 22
3 米国 Cornell University 22
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 USDA Agricultural Research Service 124 1 米国 US Environmental Protection Agency 51
2 フランス INRA 44 2 米国 University of California, Berkeley 26
3 オーストラリア Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 43 3 米国 University of Arizona 25
3 カナダ Agriculture and Agri-Food Canada 43
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 California Institute of Technology 60 1 米国 Massachusetts Institute of Technology 34
2 米国 National Aeronautics and Space Administration 49 2 米国 Stanford University 32
3 米国 Harvard-Smithsonian Center for Astrophysics 46 3 米国 International Business Machines Corporation 24
3 米国 University of Michigan 24
12 日本 日本電信電話（株） 13
順位 国 機関名 論文数
1 米国 NIH (National Institute of Mental Health) 29
1 米国 Veterans Administration Medical Center 29
3 米国 Yale University 27















表 4-7 上位 10％論文における論文数による研究機関ランキング（1996 年・17 分野） 
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 737 1 米国 Massachusetts Institute of Technology 114
2 米国 University of Texas 460 2 フランス CNRS 107
3 米国 University of California, San Francisco 348 3 米国 University of California, Berkeley 105
6 日本 京都大学 84
6 日本 東京大学 84
11 日本 大阪大学 71
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 ロシア Russian Academy of Sciences 231 1 米国 Harvard University 419
2 イギリス University of Cambridge 174 2 米国 University of Texas 209
3 日本 東京大学 171 3 米国 University of California, San Francisco 157
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 日本 東北大学 49 1 米国 Massachusetts Institute of Technology 86
2 イギリス University of Cambridge 42 2 米国 University of Illinois 82
3 フランス CNRS 41 3 米国 Stanford University 80
6 日本 京都大学 35 3 米国 University of California, Berkeley 80
17 日本 東京工業大学 21 20 日本 日本電信電話（株） 40
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 USDA Agricultural Research Service 112 1 米国 Harvard University 205
2 米国 University of California, Davis 95 2 米国 University of California, San Francisco 90
3 米国 Cornell University 89 3 米国 Johns Hopkins University 72
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 101 1 米国 National Aeronautics and Space Administration 148
2 米国 University of California, San Francisco 54 2 米国 National Oceanic and Atmospheric Administration 100
3 イギリス University College London 53 3 米国 California Institute of Technology 80
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 41 1 米国 University of Minnesota 23
2 フランス Institut Pasteur 33 1 米国 Harvard University 23
3 米国 Centers for Disease Control and Prevention 30 1 米国 New York University 23
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 USDA Agricultural Research Service 101 1 米国 US Environmental Protection Agency 64
2 フランス INRA 69 2 米国 US Geological Survey 33
3 オーストラリア Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 39 2 米国 University of California, Berkeley 33
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 National Aeronautics and Space Administration 112 1 米国 International Business Machines Corporation 31
2 米国 California Institute of Technology 81 2 米国 AT&T 25
3 米国 Space Telescope Science Institute 77 3 米国 Massachusetts Institute of Technology 24
20 日本 東京大学 28
順位 国 機関名 論文数
1 米国 NIH (National Institute of Mental Health) 31
2 米国 Harvard University 29















表 4-8 上位 10％論文における論文数による研究機関ランキング（2001 年・17 分野） 
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 808 1 中国 中国科学院 133
2 米国 University of Texas 574 2 日本 東京大学 119
3 米国 Johns Hopkins University 406 3 米国 University of California, Berkeley 116
6 日本 京都大学 98
9 日本 東北大学 82
11 日本 大阪大学 72
17 日本 科学技術振興事業団 63
20 日本 （独）産業技術総合研究所 62
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 ロシア Russian Academy of Sciences 220 1 米国 Harvard University 399
2 日本 東京大学 209 2 米国 University of Texas 259
3 米国 Massachusetts Institute of Technology 181 3 米国 Stanford University 164
13 日本 東北大学 113 5 日本 東京大学 145
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 日本 東北大学 86 1 米国 University of California, Berkeley 119
2 日本 （独）産業技術総合研究所 60 2 米国 University of Illinois 102
3 中国 中国科学院 57 3 米国 Massachusetts Institute of Technology 96
3 フランス CNRS 57 3 米国 Stanford University 96
5 日本 （独）物質・材料研究機構 48 17 日本 京都大学 57
6 日本 東京大学 47 19 日本 東北大学 55
8 日本 京都大学 43 19 日本 日本原子力研究所 55
13 日本 科学技術振興事業団 34
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 USDA Agricultural Research Service 99 1 米国 Harvard University 211
2 米国 University of California, Davis 79 2 米国 University of Texas 95
3 フランス INRA 74 3 米国 Stanford University 91
8 日本 東京大学 49 13 日本 東京大学 55
20 日本 理化学研究所 33
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 133 1 米国 National Aeronautics and Space Administration 150
2 イギリス University College London 73 2 米国 National Oceanic and Atmospheric Administration 86
3 米国 Columbia University 56 3 米国 National Center for Atmospheric Research 77
20 日本 東京大学 33
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 58 1 米国 University of California, Berkeley 44
2 フランス Institut Pasteur 47 2 フランス Pierre & Marie Curie University 33
3 米国 Centers for Disease Control and Prevention 44 3 フランス Paris-Sud University 30
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 USDA Agricultural Research Service 113 1 米国 US Geological Survey 47
2 フランス INRA 64 2 米国 University of California, Berkeley 44
3 オーストラリア Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 37 3 米国 US Environmental Protection Agency 36
順位 国 機関名 論文数 順位 国 機関名 論文数
1 米国 California Institute of Technology 119 1 米国 Massachusetts Institute of Technology 32
2 米国 National Aeronautics and Space Administration 101 2 米国 University of Minnesota 29
3 米国 Harvard-Smithsonian Center for Astrophysics 99 3 米国 International Business Machines Corporation 27
順位 国 機関名 論文数
1 米国 Harvard University 38
2 米国 Yale University 26













































調査対象とした被引用度上位 10％論文の投稿時点（概ね 2000 年～2001 年）での回答者
の所属セクターを見ると、国立大学が 57.6％で最も多く、公立・私立大学の 16.7％と合わ
せて 74.3％を大学が占め、次いで、企業（9.8％）、政府系・公的研究機関（9.5％）が続い
ている（図 5-1）。また、調査対象のうち、被引用度上位 1％論文に限ると、上位 10％論文








であり、35 歳～44 歳が最も多く、次いで 25 歳～34 歳が多い。また、図には示していない






一方、被引用数上位 1％論文の回答者の年齢は、図 5-4 に示す通りで、回答者全体に比
較すると、年齢構成は高くなる。年齢の平均値は 42.7 歳、最頻値は 40 歳である。図 5-4
についても筆頭著者等かどうか区別しているが、全般的に、筆頭著者等以外の研究指導者









なお、図 5-5 のデータは、論文の投稿時（概ね 2000 年～2001 年）の職位と所属セクタ






問した。この質問によって職位が判明した著者は 616 論文の著者 3683 人である5。その集
計結果を見ると、大学院生には、博士課程在籍者だけでなく修士課程在籍者も一定数、含
                                                  
4 筆頭著者等とは次の総称である。(1)論文の著者名が貢献度順に標記されている場合の筆頭著者、(2)
標記上は筆頭著者でないが筆頭著者としての扱いを受ける者が複数おりそのなかに含まれる者、(3)
調査対象論文の著者名が貢献度順に標記されていない場合の研究代表者、の 3 種類である。 
5 この質問では、トップリサーチャーに対し、自分以外の共著者も含めた全著者の職位について回答
を求めた。その回答結果を、調査対象論文を選択する際に用いた SCI データベースの書誌情報と照























・ 回答者の年齢の平均値は 39.9 歳、最頻値は 40 歳。（40 歳未満が半数以上） 
・ “トップクラス論文”の著者は、若手が比較的多いことがわかる。 













データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
 













データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
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データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
 
 


















データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
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データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
 
図 5-6 調査対象論文の全著者の職位等別構成（論文投稿時） 


























































































図 5-8 調査対象論文が高い被引用度を得た理由 































て特許を出願したとの回答は 198 件（全回答の 23.4％）であった。 






























基本計画の実施前の 5 年間（1991 年～1995 年）について、トップリサーチャーの研究






テーマ設定の自由度」と「研究時間」の 2 項目のみである。 
次に、調査を実施した 2004 年時点（10 月現在）についても、同じ 22 項目について、5























与えた項目（図 5-15）、および「障害や制約」となった項目（図 5-16）について質問した。 
















ついては、現在の充実度の高さでは 22 項目中 13 番目であり、大幅に改善したとはいえ、
トップリサーチャーは特に現在の充実度が高いと考えているわけではない。しかも、被引












































































図 5-10 回答者の研究環境 について（１）：基本計画以前（1991～1995 年）の状況 































データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
 
図 5-11 回答者の研究環境 について（１）：基本計画以前（1991～1995 年）の状況（平均値） 























22) 研究テーマ設定の自由度  
 
注：平均値は「不備」を-2、「やや不備」を-1、「普通」を 0、「やや充実」を+1、「充実」+2 として求めた。 







図 5-12 回答者の研究環境 について（２）：現在（2004 年）の状況 






























データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
 
図 5-13 回答者の研究環境 について（２）：現在（2004 年）の状況（平均値） 























22) 研究テーマ設定の自由度  
注：平均値は「不備」を-2、「やや不備」を-1、「普通」を 0、「やや充実」を+1、「充実」+2 として求めた。 





































データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
 














































































データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
 














データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 


























































・ 著者（共著者も含む）の構成についての有効回答は 616 件、著者数は延べ 3683 人。 
・ 学生（学部、修士、博士）は 17.9％（658 人）、ポスドクは 4.9％（179 人）。 
・ 学生は、トップクラス論文を産んだ研究に対して、一定の貢献をしている。 
・ 大学院生・ポスドクの資金的援助の有無についての有効回答は 486 件、延べ 935
人。 
・ 日本学術振興会やその他のフェローシップを受けていた大学院生・ポスドクは










































注：「トップリサーチャー調査」（下記）は，Science Citation Index(2001 年版)の被引用度上位 10％論文の著者を対象（回答者 846 名）． 
データ：科学技術政策研究所, 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004 年 10 月～12 月実施） 
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調査対象誌としては、全ての著者について略歴を掲載している Institute of Electric and 
Electornic Engineers 発行の工学系主要学術誌 IEEE Transactions on Semiconductor 
Manufacturing (quarterly)の 2001 年の全論文（略歴を掲載していない correspondence な
どは除く）、研究経験年数分析には時系列での変化を見るために1991年のものも使用した。
対象誌は、Impact factor=1.031（JCR2002 年版）で Engineering, Manufacturing 分野に
おいて 2 位で、IEEE の半導体デバイス関係雑誌としては最上位にランキングされる。2001





















ると、10 年間で平均では 16.2 年（1991）から 15.0 年（2001）と若干ではあるが短くなっ








の 3 カ国で全体の 85.7%を占める。 






































注：IEEE (Institute of Electrical and Electronics Engineers) 





・ 日本人著者の学士号取得後の平均経過年は 1991 年の 16.2 年から 2001 年の 15.0
年と若干短くなった。 
・ 学士号取得後の経過年数構成を見ると、10 年以上 20 年未満の層（32～42 歳程度）
が 10 年間で倍増（38.9%→70.0%）している。 
 
図 5-20  IEEE Transactions on Semiconductor Manufacturing の日本人著者の学部卒業後
経過年 
















注：IEEE は Institute of Electrical and Electronics Engineers の略称 
データ：IEEE Transactions on Semiconductor Manufacturing（2001 年）に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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5.4 産学官連携への影響 
・ 図 5-19 に、企業の論文全体に占める他セクターとの共著論文の割合を示した。大
学セクターとの共著論文の割合が最も大きく、しかも年々、増加し、2001 年では、
企業の論文の半分以上が、大学セクターとの共著である。科学研究に関しては、企
業は、過去 10 年ほどの間に大学への依存を強めてきたと考えられる。 
・ 図 5-20 に、大学等と他セクターとの共著論文割合を示した。最も割合が大きいの
は外国であるが、それを除いた国内では、企業の割合が最も大きくなっている。た
だし、この 10 年間で、その割合は、ほとんど変化していない。 
・ 図 5-19、図 5-20 ともに、特殊法人の割合が増大している。 



















































































































・ 回答者は自分の研究分野において、日本の論文は 10 年前、５年前と比較して、量
的にも質的にも向上していると見ている。 
















































































































































しかし、WIPO 加盟国全体における特許出願数のシェアの推移を見ると、1994 年には 20％




















数シェアは 90.9％（1991 年）から 80.0％（2000 年）へと減少している。 
 































データ：WIPO, “Industrial Property Statistics”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 


































・ 世界における米国の特許出願件数シェアは、25.5％（1991 年）から 37.5％（2001
年）へと、12.0 ポイント増加した（図 6-3）。 
・ 米国の特許出願件数シェアについて、主要な出願先別の内訳を見ると、米国のシェ
アのうち、「対その他」（＝主要 5 カ国以外）への出願分が 1991 年の 14.6％から
2000 年の 33.7%へと 19.1 ポイント増加しており、この増加が、米国のシェアの増
加の主要な要因となっている（図 6-4）。 
 































データ：WIPO, “Industrial Property Statistics”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 


































・ 2000 年における日本と米国からの出願先国別対外国出願件数を図 6-5 に示す。 





















































































































































































































































・ 1991 年における日本と米国からの出願先国別対外国出願件数を図 6-6 に示す。 
・ 日本は、上位 3 カ国（出願先）の累積度数が 50％を超えており、2000 年に比べて特定
の国への集中度が高かった。 





















































































































































































































































国と中国に次ぎ世界第 7 位（購買力平価換算）、総研究開発費の対 GDP 比率ではアメリカ








・ 1970 年から 2002 年における主要国、中国、韓国の総研究開発費の推移、および
2001 年における総研究開発費の世界ランキングを示す。 
・ 中国は 1998 年以降に急激に増加し、世界ランキングにおいて 1991 年の世界第 7
位から 2001 年の第 3 位まで上昇している。 
・ 韓国は 1991 年の世界第 10 位から 2001 年の第 7 位に上昇している。 
 
































注 1：研究開発費は人文・社会科学を含む(韓国は除く)。日本の 1996 年度からはソフトウェア業も含む。 
注 2：ドイツの 1990 年までは旧連邦地域、1991 年以降はドイツ。  
出所：科学技術政策研究所「科学技術指標」2004 年 4 月 
 
表 6-1 総研究開発費の世界ランキング（2001 年） 
世界順位 国名 
1  （1） 米国 
2  （2） 日本 
3  （7） 中国 
4  （3） ドイツ 
5  （4） フランス 
6  （5） イギリス 
7  （10） 韓国 
   8  （9） カナダ 
9  （6） ロシア連邦 
10 （－） 台湾 
注：世界順位の（ ）内の数字は 1991 年の世界順位 
出所： OECD, Main Science and Technology Indicators 2004‐1 より作成 
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（2） 総研究開発費の GDP 比率 
・ 1972 年から 2002 年における主要国、中国、韓国の総研究開発費の GDP 比率、お
よび 2001 年における総研究開発費の GDP 比率の世界ランキングを示す。 
・ 中国は総研究開発費の GDP 比率ではまだ主要国との格差が大きいが、1999 年頃よ
り急激に上昇している。 
・ 韓国は 1991 年から 1997 年まで総研究開発費の GDP 比率が著しく上昇するが、
1998 年、1999 年と低下する。その後、急激に回復し 1991 年の世界第 12 位から
2001 年には米国を抜き世界第 6 位（主要国との比較においては第 2 位）となって
いる。 
 

























注 1：研究開発費は人文・社会科学を含む(韓国は除く)。日本の 1996 年度からはソフトウェア業も含む。 
注 2：ドイツの 1990 年までは旧連邦地域、1991 年以降はドイツ。  
出所：科学技術政策研究所「科学技術指標」2004 年 4 月 
 










注：世界順位の（ ）内の数字は 1991 年の世界順位 




・ 1970 年から 2003 年における主要国、中国、韓国の研究者数の推移を示す。 














































注 1： 各国とも自然科学と文人文・社会科学の合計である（韓国は除く）。 
 ＜日本＞ 
  ①統計調査の内容や調査時点が変更されたため、2000 年までは 4 月 1 日現在の研究本務者数、2001 年以降は 3 月 31 日現在の研究者数を
用いた。 
  ②日本の大学の研究者(FTE 値)は、2002 年に実施された「大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」の結果を用いて計算した。ただ
し、「医務局等」については教員のフルタイム換算係数で代替した。  
 ＜ドイツ＞ドイツの 1990 年までは旧連邦地域、1991 年以降はドイツ。 
注 2： HC はヘッドカウント値。FTE はフルタイム換算値。 




・ 1981 年から 2002 年における主要国、中国、韓国の人口あたり研究者数の推移を示
す。 
・ 中国は人口が多いため、人口あたり研究者数では主要国と格差が大きい。 







































  ①統計調査の内容や調査時点が変更されたため、2000 年までは 4 月 1 日現在の研究本務者数、2001 年以降は 3 月 31 日現在の研究者数を
用いた。 
  ②日本の大学の研究者(FTE 値)は、2002 年に実施された「大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」の結果を用いて計算した。ただ
し、「医務局等」については教員のフルタイム換算係数で代替した。  
 ＜ドイツ＞ドイツの 1990 年までは旧連邦地域、1991 年以降はドイツ。 
注 2：HC はヘッドカウント値。FTE はフルタイム換算値。  




・ 1991 年から 2001 年における中国のセクター別の総研究開発費の使用割合の推移
を示す。 
・ 1991 年では政府研究機関が総研究開発費の 49.6%と約半数をを使用していたが、
1990 年代を通じて産業の使用割合が上昇し政府研究機関と逆転し、2001 年には産
業が 6 割を占めるようになった。 
 





































使用率ともに 7 割を超え、日本よりやや高い割合である。 
 




























































































出典： 科学技術政策研究所「科学技術指標」2004 年 4 月 
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中国は論文数シェアでは世界第 8 位（2001 年）、論文数増加率では世界第 6 位（2001 年
対 1991 年、3.5 倍）である。主要国は論文の絶対数が多いため、増加率では世界ランキン
グで上位にランクしない傾向がある。しかし、中国の論文数（絶対数）は同期間の論文数





（2001 年）。論文の質の面を表す論文被引用数おいても、2002 年において世界第 2 位とな
っている。 
韓国は論文数シェアでは世界第 15 位（2001 年）、論文数増加率で世界第 1 位（2001 年






国出願では、出願する際、PCT 制度を通じて 1 件の特許について複数国を出願先として指
定することができる。PCT 制度による出願について、1 件の PCT 特許出願についてどのく
らいの国を指定しているかを比較すると、2000 年において、中国は 100.1 カ国、韓国は 74.9
カ国である。主要国ではイギリス（94.1 カ国）が最も多く、米国（86.3 カ国）が次いでい
る。日本は 40.2 カ国であり最も少ない。PCT 出願は指定した国全てにおいて権利化される
わけではないが、平均出願国数は各国の特許についての世界戦略の一端を示すと考えられ





・ 1991 年、1996 年、2001 年について、世界における論文数シェアのランキング、
および 1991 年に対する 2001 年の論文数増加率のランキングを示す。 
・ 中国は論文数シェアでは 1991 年の世界第 15 位から 2001 年の第 8 位まで上昇し、
論文数増加率では第 6 位となっている。 
・ 韓国は論文数シェアでは 1991 年では 30 位以内に入っていなかったが、2001 年で
は第 15 位となり、論文数増加率では第 1 位となっている。 
 




















注： 2001 年の論文数が 1000 未満の国に
ついては対象から外した。 
 
データ： Thomson ISI, “National Science Indicators, 1981-2002, Deluxe Version”に基づき、科学技術政策研究所が集計。 









1 米国 39.77      1 米国 31.10      1 米国 33.70      
2 イギリス 8.64        2 イギリス 6.76        2 日本 8.77        
3 日本 7.86        3 日本 6.14        3 イギリス 8.18        
4 ドイツ 7.69        4 ドイツ 6.01        4 ドイツ 7.52        
5 フランス 5.50        5 フランス 4.30        5 フランス 5.68        
6 旧ソ連 5.47        6 カナダ 4.27        6 カナダ 4.58        
7 カナダ 5.19        7 イタリア 4.05        7 イタリア 3.54        
8 イタリア 3.10        8 ロシア 2.42        8 中国 3.30        
9 インド 2.48        9 オーストラリア 1.94        9 ロシア 2.53        
10 オーストラリア 2.39        10 オランダ 1.87        10 スペイン 2.32        
11 オランダ 2.22        11 スペイン 1.73        11 オーストラリア 2.29        
12 スペイン 1.75        12 中国 1.37        12 オランダ 2.04        
13 スウェーデン 1.75        13 インド 1.37        13 インド 1.93        
14 スイス 1.53        14 スウェーデン 1.19        14 スウェーデン 1.81        
15 中国 1.42        15 スイス 1.11        15 韓国 1.58        
16 イスラエル 1.15        16 ベルギー 0.90        16 スイス 1.15        
17 ベルギー 1.04        17 イスラエル 0.81        17 台湾 1.14        
18 ポーランド 0.96        18 台湾 0.75        18 ブラジル 1.00        
19 デンマーク 0.84        19 ポーランド 0.66        19 ベルギー 1.00        
20 チェコスロバキア 0.73        20 デンマーク 0.57        20 ポーランド 0.89        
21 フィンランド 0.72        21 韓国 0.56        21 イスラエル 0.86        
22 ブラジル 0.68        22 フィンランド 0.53        22 デンマーク 0.82        
23 オーストリア 0.65        23 ブラジル 0.51        23 フィンランド 0.81        
24 南アフリカ 0.59        24 オーストリア 0.46        24 オーストリア 0.73        
25 台湾 0.55        25 ノルウェー 0.43        25 トルコ 0.58        
26 ノルウェー 0.54        26 ニュージーランド 0.42        26 ギリシャ 0.52        
27 ニュージーランド 0.48        27 ウクライナ 0.38        27 ノルウェー 0.50        
28 ハンガリー 0.47        28 チェコ共和国 0.37        28 メキシコ 0.49        
29 ギリシャ 0.39        29 ギリシャ 0.30        29 ニュージーランド 0.48        
30 ユーゴスラビア 0.34        30 南アフリカ 0.27        30 アルゼンチン 0.46        
1991 20011996
順位 国・地域 1991 2001 伸び率
年平均
伸び率
1 韓国 1,961      14,733    7.51 1.22
2 イラン 207        1,367      6.60 1.21
3 トルコ 1,155      6,022      5.21 1.18
4 シンガポール 835        3,896      4.67 1.17
5 ポルトガル 944        3,396      3.60 1.14
6 中国 8,349      29,453    3.53 1.13
7 モロッコ 315        1,065      3.38 1.13
8 台湾 3,245      10,659    3.28 1.13
9 メキシコ 1,666      4,998      3.00 1.12
10 ルーマニア 628        1,771      2.82 1.11
11 タイ 481        1,331      2.77 1.11
12 ブラジル 3,970      10,621    2.68 1.10
13 ギリシャ 2,290      5,292      2.31 1.09
14 スペイン 10,266    22,691    2.21 1.08
15 アルゼンチン 1,990      4,341      2.18 1.08
16 オーストリア 3,799      7,435      1.96 1.07
17 アイルランド 1,448      2,742      1.89 1.07
18 チリ 1,154      2,051      1.78 1.06
19 フィンランド 4,241      7,469      1.76 1.06
20 ポーランド 5,612      9,806      1.75 1.06
21 イタリア 18,183    31,678    1.74 1.06
22 ベルギー 6,109      10,113    1.66 1.05
23 ノルウェー 3,159      5,036      1.59 1.05
24 デンマーク 4,936      7,827      1.59 1.05
25 ニュージーランド 2,820      4,365      1.55 1.04
26 オーストラリア 14,038    21,526    1.53 1.04
27 日本 46,132    70,711    1.53 1.04
28 スイス 8,968      13,565    1.51 1.04
29 スウェーデン 10,259    15,413    1.50 1.04
30 フランス 32,265    47,614    1.48 1.04
・
32 ドイツ 45,148    66,077    1.46 1.04
・
・




39 米国 233,498   257,668   1.10 1.01
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（2） 世界における論文被引用数シェアおよび論文被引用数増加率 
・ 1987－1991 年、1992－1996 年、1997－2001 年について、世界における論文被引
用数シェアのランキング、および 1991 年に対する 2001 年の論文被引用数増加率
のランキングを示す。 
・ 中国は論文被引用数シェアでは 1987－1991 年の世界第 20 位から 1997－2001 年
の第 15 位まで上昇し、論文被引用数増加率では 2001 年に第 13 位となっている。 
・ 韓国は論文被引用数シェアでは 1987－1991 年の世界第 35 位から 1997－2001 年
の第 21 位まで上昇し、論文被引用数増加率では 2001 年に第 2 位となっている。 
 


















注： 01 年の論文数が 1000 未満の国につい
ては対象から外した。 
 
データ： 被引用数の世界シェア、論文被引用数増加率ともに Thomson ISI, “National Science Indicators, 1981-2002, Deluxe Version”に基づき、
科学技術政策研究所が集計。 












1 米国 55.02             1 米国 53.46             1 米国 49.68             
2 イギリス 9.90              2 イギリス 10.78             2 イギリス 11.42             
3 ドイツ 7.39              3 ドイツ 8.40              3 ドイツ 10.06             
4 日本 6.99              4 日本 7.65              4 日本 8.44              
5 フランス 5.35              5 フランス 6.20              5 フランス 6.91              
6 カナダ 4.92              6 カナダ 5.50              6 カナダ 5.32              
7 オランダ 2.59              7 イタリア 3.41              7 イタリア 4.36              
8 イタリア 2.47              8 オランダ 3.05              8 オランダ 3.45              
9 スイス 2.37              9 スイス 2.68              9 スイス 2.98              
10 オーストラリア 2.24              10 オーストラリア 2.36              10 オーストラリア 2.80              
11 スウェーデン 2.18              11 スウェーデン 2.30              11 スペイン 2.50              
12 ソ連 1.23              12 スペイン 1.71              12 スウェーデン 2.49              
13 イスラエル 1.11              13 ベルギー 1.29              13 ベルギー 1.55              
14 ベルギー 1.06              14 イスラエル 1.18              14 ロシア 1.46              
15 デンマーク 0.97              15 デンマーク 1.15              15 中国 1.44              
16 スペイン 0.92              16 フィンランド 0.91              16 デンマーク 1.34              
17 インド 0.69              17 ロシア 0.81              17 イスラエル 1.32              
18 フィンランド 0.68              18 中国 0.75              18 フィンランド 1.13              
19 オーストリア 0.54              19 インド 0.74              19 オーストリア 0.99              
20 中国 0.49              20 オーストリア 0.74              20 インディア 0.83              
21 ノルウェー 0.48              21 ポーランド 0.56              21 韓国 0.81              
22 ポーランド 0.48              22 ノルウェー 0.56              
23 ニュージーランド 0.40              23 ソ連 0.55              
24 南アフリカ 0.33              24 ニュージーランド 0.43              
25 チェコスロバキア 0.26              25 ブラジル 0.42              
26 ハンガリー 0.26              26 台湾 0.42              
27 ブラジル 0.24              27 ハンガリー 0.32              
28 ギリシャ 0.19              28 南アフリカ 0.29              
29 台湾 0.18              29 韓国 0.29              
30 アルゼンチン 0.17              
31 ユーゴスラビア 0.16              
32 アイルランド 0.16              
33 メキシコ 0.14              
34 チリ 0.11              
35 韓国 0.10              
1987-1991 1992-1996 1997-2001
順位 国・地域 1991 2001 伸び率
年平均
伸び率
1 U.A.E 126          1,991        15.80 1.32
2 韓国 8,732        119,135    13.64 1.30
3 イラン 660          7,341        11.12 1.27
4 ウルグアイ 445          4,886        10.98 1.27
5 シンガポール 3,955        35,735      9.04 1.25
6 トルコ 4,090        34,346      8.40 1.24
7 レバノン 313          2,419        7.73 1.23
8 ベトナム 368          2,831        7.69 1.23
9 ポルトガル 6,186        39,862      6.44 1.20
10 モロッコ 957          6,140        6.42 1.20
11 台湾 15,139      96,566      6.38 1.20
12 キューバ 703          4,275        6.08 1.20
13 中国 41,227      211,636    5.13 1.18
14 ルーマニア 2,678        13,452      5.02 1.18
15 ブラジル 20,198      98,774      4.89 1.17
16 スペイン 77,046      366,796    4.76 1.17
17 コロンビア 1,468        6,649        4.53 1.16
18 メキシコ 11,934      50,864      4.26 1.16
19 インドネシア 1,102        4,597        4.17 1.15
20 チュニジア 861          3,530        4.10 1.15
21 アイスランド 1,944        7,725        3.97 1.15
22 アイルランド 13,065      50,110      3.84 1.14
23 ギリシャ 15,980      58,195      3.64 1.14
24 コスタリカ 916          3,271        3.57 1.14
25 アルゼンチン 14,307      50,864      3.56 1.14
26 マレーシア 1,799        5,980        3.32 1.13
27 タイ 3,689        12,237      3.32 1.13
28 オーストリア 45,178      145,117    3.21 1.12
29 イタリア 207,511    640,704    3.09 1.12
30 エチオピア 655          1,923        2.94 1.11
・
・
41 ドイツ 620,857    1,477,580  2.38 1.09
・
46 フランス 449,732    1,015,305  2.26 1.08
・
・
56 日本 587,504    1,239,892  2.11 1.08
・
58 イギリス 831,743    1,677,324  2.02 1.07
・
63 アメリカ 4,621,878  7,296,361  1.58 1.05
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（3） 世界における特許出願数 
・ 2000 年の世界における各国の特許出願数、および 1994 年対する 2000 年の特許出
願数の増加率を示す。 
・ 中国は特許出願数では世界第 14 位（8 万 6,133 件）、増加率では米国に次いで第 5
位となっている。 
・ 韓国は特許出願件数では世界第 8 位（21 万 742 件）、増加率では米国を抜いて第 3
位となっている。 
 
    図 6-13 世界における各国の特許出願数   図 6-14 世界における各国の特許出願数の増加率 
      （2000 年の出願件数によるランキング）     （2000 年対 1994 年、増加率によるランキング） 






























































・ 1991 年から 2001 年について、世界における特許出願数シェアの推移を示す。 
・ 中国、韓国は特許出願数の世界シェアでは主要国との格差が大きい。 































注： 中国は、91、92、93 年はその他に含まれる。 
 
表 6-7 日中韓における特許出願数の世界シェアの推移 
 日本 中国 韓国 
1991 年 29.3% ‐ 1.1% 
1992 年 25.8% ‐ 1.2% 
1993 年 23.2% ‐ 1.5% 
1994 年 19.8% 0.7% 1.7% 
1995 年 17.4% 0.6% 2.6% 
1996 年 15.4% 0.6% 2.6% 
1997 年 14.8% 0.6% 0.6% 
1998 年 13.4% 0.7% 1.5% 
1999 年 12.8% 0.5% 1.7% 
2000 年 11.8% 0.9% 2.2% 
2001 年 11.9% 1.9% 2.8% 
注： 中国は、91、92、93 年はその他に含まれる。 
出典： WIPO,  Industrial Property Statistics 
 194
（5） 中国と韓国における特許・実用新案の出願・登録 





表 6-8 中国と韓国の特許、実用新案の件数の推移（1994～2001） 
特許出願件数 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 
対自国 11,241 10,066 11,698 12,786 14,004 15,742 25,592 30,324
対他国 5,432 6,579 8,025 12,240 28,376 21,765 60,541 188,396
中国 
計 16,673 16,645 19,723 25,026 42,380 37,507 86,133 218,720
対自国 28,576 59,249 68,446 67,410 50,714 56,214 73,378 74,001
対他国 11,693 13,643 20,454 28,831 37,825 61,655 137,364 250,301
韓国 
計 40,269 72,892 88,900 96,241 88,539 117,869 210,742 324,302
          
特許登録件数 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 
対自国 1,659 1,530 1,383 1,532 1,653 3,097 6,475 5,395
対他国 184 213 187 142 184 235 308 363
中国 
計 1,843 1,743 1,570 1,674 1,837 3,332 6,783 5,758
対自国 5,774 6,575 8,321 14,497 35,900 43,314 22,943 21,833
対他国 1,962 2,434 3,391 4,334 6,501 7,764 7,032 7,157
韓国 
計 7,736 9,009 11,712 18,831 42,401 51,078 29,975 28,990
          
実用新案出願件数 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 
対自国 45,188 43,429 49,341 49,902 51,220 57,214 68,461 79,275
対他国 20 21 19 52 26 55 108 74
中国 
計 45,208 43,450 49,360 49,954 51,246 57,269 68,569 79,349
対自国 39,232 59,362 68,462 - 28,604 30,344 36,817 40,389
対他国 238 179 221 219 161 164 211 224
韓国 
計 39,470 59,541 68,683 - 28,765 30,508 37,028 40,613
          
実用新案登録件数 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 
対自国 32,611 30,195 26,961 27,185 33,714 56,094 55,744 54,018
対他国 10 16 24 31 30 53 42 62
中国 
計 32,621 30,211 26,985 27,216 33,744 56,147 55,786 54,080
対自国 7,279 7,712 8,749 13,255 25,164 32,494 41,350 43,372
対他国 191 259 374 258 238 186 210 174
韓国 
計 7,470 7,971 9,123 13,513 25,402 32,680 41,560 43,546
 


























データ：WIPO, “Industrial Property Statistics”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 






















データ：WIPO, “Industrial Property Statistics”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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（6） SCI(Web of Science)に収録されたｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ論文数および被引用数 
・ 1992 年から 2003 年における SCI に収録されたカーボンナノチューブ論文数、お
よび論文被引用数の推移を示す。 
・ 中国は論文数では、2001 年に日本を抜いて世界第 2 位となっている。論文被引用
数では 2002 年に日本を抜いて世界第 2 位となっている。 
・ 韓国は論文数では、2003 年に世界第 4 位となっている。 
 








































































































































注 1： タイトル、キーワード、アブストラクト項目を対象とし”carbon nanotube*”を含む論文を検索。 
注 2： データは 2004 年 5 月 26 日現在。 
注 3： 国際共著論文については機関数により被引用数を案分。 
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（7） OECD 諸国におけるハイテク産業の輸出シェア 
・ 1990 年から 2001 年について、OECD 諸国におけるハイテク産業の輸出シェアの
推移を示す。 
・ 韓国はハイテク産業の輸出シェアでは主要国とまだ格差が大きい。 




図 6-18 ハイテク産業（5 分野合計）の輸出シェアの推移 
20.3% 20.8% 20.6% 21.7% 20.8% 19.7% 17.1% 15.8% 13.1% 13.2% 13.9% 11.4%
24.7% 25.3% 24.6% 24.3% 22.9%
20.9% 22.6% 23.9% 25.9% 25.5% 25.0%
24.2%
12.7% 12.6% 12.3% 10.9%
10.6%
10.6% 10.0% 9.8% 10.1% 10.0% 9.6%
10.8%
7.4% 7.9% 8.0% 7.5%
7.0%
7.3% 7.4% 7.2% 7.5% 7.1% 6.5% 7.0%
9.9% 9.4% 8.7% 8.6%
8.6%
9.1% 9.5% 9.4% 9.3% 8.7% 8.6% 9.8%
4.6%
5.3% 4.1% 4.8% 4.2% 5.1% 5.8% 4.7%





















注： ハイテク産業は航空・宇宙、電子機器、オフィス機器・コンピュータ、医薬品、医用･精密･光学機器の 5 分野で構成され、ここでは各国の輸出
額合計についての世界シェアのことである。 
 














1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
年
%
フランス ドイツ 日本 韓国 イギリス 米国
 
 




・ 2000 年における主要国、中国、韓国の外国出願比率、および PCT 平均出願国数を
示す。 
・ 中国の外国出願比率は日本より高く 2.4 倍となっているが、日本以外の主要国とは
大きな較差がある。PCT 平均出願国数では主要国を上回り 100.1 カ国となってい
る。 
・ 韓国の外国出願比率は日本と同じく 1.9 倍となっている。平均出願国数では日本、
フランス、ドイツを上回り 74.9 カ国となっている。 
 










注：外国出願比率 ＝ 当該国からの対外国出願／当該国からの対自国出願 
 

































出典： WIPO,  Industrial Property Statistics、特許庁「特許行政年次報告書 2003 年版」2004 年 1 月 
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強まっていることを示すと考えられる。分野別に見ると、2002 年において 1.0 を越える分









・ 200 年の米国特許における IPC メインクラス別の科学技術論文引用数の上位 20 ク
ラスを図 7-1 に示す。 
・ 「医学または獣医学；衛生学」では 1991 年に比べ、2003 年が 9 倍を超える伸びで
あった。 
・ 2003 年では、上位 3 クラスの「医学または獣医学；衛生学」「生化学；ビール；突
然変異または遺伝子工学」「有機化学」で、全体の 58％を占めた。 
 
図 7-1 米国特許における IPC メインクラス別の科学技術論文引用数（2003 年の上位 20 クラス） 































・ 2003 年の米国特許における IPC メインクラス別のサイエンスリンケージから、日





















































データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 全分野および 8 分野別に日本・米国・EU-15 のサイエンスリンケージの推移を図 
7-3 から図 7-11 に示す。 































データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 




























データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 























データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 




























データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
 























データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 2003 年における特許数シェア上位 7 クラスのサイエンスリンケージの推移を図 
7-12 に示す。 













































本人が発明した特許の被引用度上位 500 件を選び、その 500 件の特許に引用された科学論
文のデータセットを作成した。 
以下では、米国登録特許全体から選んだ 500 件を、世界の様々な発明者による特許であ













図 7-13 有力特許に引用された科学論文の分析：データの概要 
 














































図 7-14 に示した。これは各特許に付与された IPC（国際特許分類）を４分野に対応させた
ものであるが、基本計画に示された分野分類と IPC は全く異なる考え方で作られているた
め、この対応関係は厳密なものではなく、あくまで、分野配分の傾向を示す参考資料であ
る（付Ⅱ.2 の「表 付 61」を参照）。図 7-14 によれば、ライフサイエンスが４割以上を占
めており、情報通信とナノテクノロジー・材料が続いている。 
 
図 7-14 世界特許トップ 500 の分野別の内訳 
44.2% 15.9% 11.5% 26.0%
2.4%
ライフサイエンス 情報通信 ナノテクノロジー・材料 環境 その他  
注：複数の分野に分類される特許については、対等の重みで案分して集計した。 
データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
一方、日本人発明特許トップ 500 についても基本計画の重点４分野別の内訳を見ると、
ナノテクノロジ ・ー材料が 30.5％と最も多く、情報通信（22.8％）が続いている（図 7-15）。
世界特許トップ 500 では最も多かったライフサイエンスは、ここでは 7.2％に過ぎない。な





図 7-15 日本人発明特許トップ 500 の分野別の内訳 
7.2% 22.8% 30.5% 8.5% 31.0%
ライフサイエンス 情報通信 ナノテクノロジー・材料 環境 その他  
注：複数の分野に分類される特許については、対等の重みで案分して集計した。 









図 7-16 世界特許トップ 500 の発明者の国籍別内訳 
5.1%



























いては、(1)の引用が 12,938 回、(2)が 8,096 回、(3)が 1,949 回となっている（前出の図 7-13 
(a)にも提示）。 
図 7-17 は、このような各種資料の引用の状況を４分野別に図示したものである。先行特
許の引用回数は、特許１件当たり 10 数回から 20 数回であり、分野による違いは比較的少
ないが、科学論文の引用に関しては、最も多いライフサイエンス特許で 25.6 回、最も少な
いナノテクノロジー・材料特許では 4.6 回と、分野による違いが大きい。なお、ここで示し
た特許 1 件当たりの科学論文引用回数が、7.1 節で示した「サイエンス･リンケージ」であ
る。世界特許トップ 500 全体（全分野）のサイエンスリンケージは 16.2 であり、米国特許
全体の値（1996－2000 年の平均が 1.9）に比較して、サイエンスリンケージの値が高い。 




文の引用回数が多い点が、日本人発明特許トップ 500 における引用の特徴である。 
 















データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 















データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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ここからは、本来の分析対象である「有力特許に引用された科学論文」に焦点を絞って
検討する。世界特許トップ 500 において、科学論文は延べ 8096 回引用されているが、同一
の論文が複数回引用されている場合もあり、実際の論文数は 3000～3500 編程度と考えられ
る7。そのうち SCI 収録論文であることが確認でき、詳細な書誌情報を付与することのでき
た論文は 2453 編であり、これが分析対象である。 
図 7-19 には、世界特許トップ 500 に引用された 2453 編の科学論文の被引用回数の分布
を示した。被引用回数の最大値は 19 回（1 編）であり、15 回以上の論文が 10 編、10 回以
上の論文は 27 編であった。一方、１回のみ引用された論文は 1697 編で全体の 69.2％を占
め、２回引用された 265 編と合わせた 1962 編が全体の 80.0％を占めている。 
 






















データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
図 7-20 には、世界特許トップ 500 に引用された科学論文の出版年別内訳を示した。これ
によると、1980 年代後半から 1990 年代前半にかけて出版された論文が多いことが見てと
れる。実際、1985－1994 年に出版された論文は 1905 編であり、全体の 77.7％を占めてい
る。論文出版年の最頻値は 1993 年（257 編）、平均値は 1990 年である。引用元の世界特許
トップ 500 は 1996－2000 年に登録された特許であるので、科学論文の出版年と、それを
引用する特許の登録年のタイムラグは、概ね 7,8 年、あるいはそれ以上であると考えられる。 



















注：図は 1980－2003 年の SCI に収録されている科学論文の内訳であり、実際には、1980 年以前の科学論文や SCI に収録されていない科学論文
も世界特許トップ 500 によって引用されている。 
データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
次に、有力特許に引用された科学論文の国別内訳について分析する。図 7-21 に、世界特
許トップ 500 に引用された 2453 編の科学論文の国別論文数シェアを示した。米国の論文が
60.1％を占め、イギリスが 6.9％、日本が 6.2％と続いている。 
日本のシェアの 6.2％という値の持つ意味について考察してみよう。引用された論文の多






図 7-22 には、日本人発明特許トップ 500 に引用された科学論文 360 編についても、国
別論文数シェアを示した。米国の論文数シェアが 34.9％と最も大きいが、日本の論文のシ




                                                  


























データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 






















データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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次に、有力特許に引用された科学論文について、被引用回数の国別内訳を見ることにす





図 7-23 を見ると、米国の論文の被引用回数は 2861 回で最も多く、イギリス（336 回）、
日本（301 回）が続くなど、図 7-21 の場合の各国の位置づけとほぼ同様の傾向となってい
る。ただし、日本の論文の被引用回数シェアを計算すると 6.4％となり（図には示していな








の国別内訳を見ることとする（図 7-24）。これについては、図 7-23 のように引用元の特許
の国別内訳を示していないが、定義上、全てが日本人発明特許による引用である。 
米国の論文が 102 回と最も多く引用されており、ドイツ 42 回、日本 41 回と続いている。
図 7-22 に示した論文数シュアと比較すると、論文数シェアでは米国に次いで 2 位であった
日本が、被引用回数では 3 位に下がっており、しかも、米国との差が広がっている。また、











































データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 






































する（図 7-25～図 7-27）。 
図 7-25 に示すライフサイエンスの場合、世界特許トップ 500 においては、米国の論文の
被引用回数シェアが 62.5％、その次がイギリス、さらに日本、ドイツとなっており、これ
は全分野における傾向と類似している。 
日本人発明特許トップ 500 においては、米国の論文の被引用回数シェアが 44.8％と多い












図 7-27 に示す情報通信関連分野の場合、世界特許トップ 500 においては、米国の論文の

















・ 世界特許トップ 500 のうち、ナノテク・材料関連特許、および情報通信関連特許で
は、日本の論文が比較的よく引用されている。 
・ 日本人発明特許トップ 500 では、いずれの分野でも、米国の論文が最もよく引用さ
れている。 
 
図 7-25 ライフサイエンス関連特許に引用された論文 
































データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
図 7-26 ナノテク・材料関連特許に引用された論文 
































データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
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図 7-27 情報通信関連特許に引用された論文 
































データ：CHI, “Top Cited Patent Data File for NISTEP”に基づき科学技術政策研究所が集計 
 
最後に、世界特許トップ 500 に引用された科学論文 2453 編のうち、被引用回数のトップ
10 論文を見ることとする。表 7-1 に示したのは、世界特許トップ 500 によって 15 回以上
引用された 10 編の論文である。 
注目すべきことに、このトップ 10 論文には、日本の大学（東京大学）の研究者が筆頭著
者となっている論文が 3 編含まれている。また、筆頭著者でないものの日本の大学の研究
者が共著者となっている論文も 1 編含まれている。なお、被引用回数が第 1 位の論文はオ
ックスフォード大学（イギリス）の研究者による 1990 年の論文であり、19 回引用されて
いる。また、米国の研究者が筆頭著者になっている論文は 4 編である（うち 1 編は日本の
大学の研究者との共著）。 
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論文については、JOIS 及び Science Citation Index(CD Edition 1980-2003 年の各年版)
を使用し、氏名（英語は氏とイニシャル）で検索を実施した。SCI データベースについて
は、検索結果を目視により取捨選択した。JOIS において同名の研究者と混同する恐れがあ
るものについては、所属機関と氏名の and 検索を実施した。JOIS 件数が SCI より著しい
少ない場合には、JOIS において氏＋イニシャルで英語論文を検索、ダウンロードした上で
取捨選択した。SCI については article, letter, note, review の４種、JOIS については論文、






特許の登録数がそれぞれ 33、15、9 件と多く、一方、白川氏は日本特許の登録数が 23 件と
多い（表 7-2）。野依氏は日米両方の特許を非常に数多く登録している（日本 109、米国 42）。 
江崎氏は 1980 年に多数の米国特許を取得、１年ずれて発表論文数の鋭いピークが見られ
る（図 7-28）。福井氏は 40 歳代に多くの米国特許を登録しているが、論文データベースの
収録期間外であるためこの時期の論文発表状況は不明である（図 7-29）。利根川進氏はノ
ーベル賞受賞年頃～1999 年の間断続的に米国特許を取得しており、登録数のピークは論文
生産がもっとも多い 1990 年代半ばをはさむ形（1989 年、1999 年）になっている（図 7-30）。
白川氏は論文生産数はほぼ一定であるが、特許登録数については 1987 年に鋭いピークがあ
る（図 7-31）。野依氏は 1970 年代からコンスタントに年 1～2 件の特許を登録続けてきた
が、1980 年代後半より急増し、1990 年（52 歳）と 1995 年（57 歳）、1999 年（61 歳）に
日本特許登録のピークが、米国特許についても 1990 年と 2002 年に小さいピークが見られ
る（図 7-32）。小柴氏は分野がら日本・米国とも登録特許はない（図 7-33）。田中氏はノ
ーベル賞受賞年（2002）に米国特許を取得し、論文数も以後大幅に増加している（図 7-34）。 







・ 江崎玲於奈・福井謙一・利根川進の 3 氏は米国特許、白川英樹氏は日本特許の登録
数が多い。 
・ 福井謙一氏は 40 歳代に多数の米国特許を登録している。 
・ 利根川進氏はノーベル賞受賞年頃～1999 年の間断続的に米国特許を取得。日本で
の登録特許はない。 
・ 白川英樹氏は 1987 年（51 歳）に特許登録の顕著なピークが見られる。 
・ 野依良治氏は、論文・登録特許とも多作。1990 年（52 歳）と 1995 年（57 歳）、
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表 付 1 論文生産上位国の論文数 
国・地域 1991 1996 2001 2003
米国 235,421 254,135 261,953 274,159
イギリス 50,367 65,144 70,833 71,088
日本 46,403 61,684 71,502 75,139
ドイツ 44,916 56,065 66,929 68,187
フランス 32,861 43,134 48,317 49,555
旧ソ連 32,528 - - -
カナダ 30,137 34,113 33,663 36,451
イタリア 18,440 26,668 31,995 35,538
インド 14,652 14,675 16,988 19,795
オーストラリア 13,747 18,576 21,770 23,223
オランダ 12,937 17,302 19,251 20,630
スペイン 10,282 17,145 22,879 24,862
スウェーデン 10,249 13,653 15,652 15,681
スイス 8,819 11,682 13,802 14,801
中国 8,284 15,200 29,670 40,598
イスラエル 6,762 8,541 9,672 10,525
ベルギー 6,103 8,664 10,203 11,380
ポーランド 5,644 7,611 10,062 11,629
デンマーク 4,936 6,581 7,908 8,281
フィンランド 4,223 6,143 7,598 7,772
旧チェコスロバキア 4,055 - - -
ブラジル 3,935 6,008 10,686 12,627
オーストリア 3,789 5,557 7,558 8,073
南アフリカ 3,469 3,459 3,783 3,852
台湾 3,194 7,494 10,731 12,357
ノルウェー 3,142 4,346 5,091 5,355
ハンガリー 2,776 3,126 4,172 4,336
ニュージーランド 2,763 3,739 4,414 4,540
ギリシャ 2,242 3,569 5,374 6,102
アルゼンチン 1,977 3,067 4,388 4,650
ロシア - 25,894 24,085 24,449
チェコ - 3,705 4,415 4,913
韓国 1,880 6,415 14,876 18,635
メキシコ 1,636 3,263 5,049 5,829
ウクライナ 199 3,822 3,573 3,521
シンガポール 831 1,899 3,938 4,748
トルコ 1,169 3,232 6,182 9,940
World 594,696 698,193 759,834 813,233  
 
.注：1991 年、1996 年、2001 年のいずれかに上位 30 か国・地域になった国の論文数を収録 
データ：Thomson ISI, "National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version"に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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（2） 論文数・被引用回数シェア、相対被引用度の日・米・EU-15 比較（8 分野別詳細） 




















データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2003, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 日本の重点分野別論文数・被引用回数シェアについて、1989 年から 2003 年まで（5
年重複データを用いているため、最初の時点は 1989～93 年、最後の時点は 1999
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（4） 米国・EU における重点分野別論文数・被引用回数シェアの推移 
・ 米国及び EU-15 の重点分野別論文数シェアの 1981 年から 2003 年までの推移を図 
付 27、図 付 28 に、論文被引用回数シェアの 1981 年から 2003 年まで（5 年重複
データを用いているため、最初の時点は 1981～85 年、最後の時点は 1999～2003
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（5） 米国特許登録件数・被引用回数シェア、相対被引用度の日・米・EU-15 比較（8 分
野別詳細） 
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（6） 米国・EU における重点分野別米国特許登録件数・被引用回数シェアの推移 
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・ NSIデータ Standard版に収録されている 24分野から人文社会分野を除いた 20分
野について、1981 年から 2002 年にかけての推移を図 付 61、図 付 62 に示す。 
・ 全ての分野において 1981 年に比べ、2002 年の論文数が伸びている。 
・ 臨床医学分野は論文数も多く、伸び率も高い。 
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（3） 日本の論文分野別相対被引用度（1.0 未満） 
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（4） 特許数の変化（IPC メインクラス） 
・ IPC メインクラス（120 分野）別にみた米国特許件数の推移を図 付 94 から図 付 
107 に示す。 
・ 2002 年における特許数が 1 万件を超えるのは 3 分野であり、「基礎的電気素子」「医
学または獣医学；衛生学」「計算；計数」であった。 
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・ 日本における、1991 年、1996 年、2001 年と 3 時点で取った IPC メインクラス（120
分野）別にみた米国特許件数シェアの推移を、1981 年から 2002 年までの合計特許







の 21 メインクラスであった。 
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・ 日本の、1991 年、1996 年、2001 年の 3 時点における IPC メインクラス（120 分
野）別にみた米国特許被引用回数のシェアの推移を、1981 年から 2002 年までの合




石類」「プレス」の 10 メインクラスであった。 
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・ 1990 年、1995 年、2000 年の 3 時点における日本の米国特許登録件数及び被引用
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（6） 日本の米国特許分野別相対被引用度（1.2 未満） 
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付Ⅰ.3 高被引用度論文の生産に関する上位国 
表 付 2 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（総合） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 56814.71 100.0% 総計 55299.24 100.0% 総計 49585.25 100.0%
1 米国 24141.93 42.5% 1 米国 25459.22 46.0% 1 米国 25331.01 51.1%
2 イギリス 4599.30 8.1% 2 イギリス 4781.47 8.6% 2 イギリス 4252.43 8.6%
3 ドイツ 4300.82 7.6% 3 ドイツ 3874.39 7.0% 3 日本 3141.37 6.3%
4 日本 4098.02 7.2% 4 日本 3598.13 6.5% 4 ドイツ 2888.23 5.8%
5 フランス 2654.15 4.7% 5 フランス 2733.26 4.9% 5 フランス 2330.55 4.7%
6 カナダ 1875.58 3.3% 6 カナダ 2223.15 4.0% 6 カナダ 2108.30 4.3%
7 イタリア 1641.10 2.9% 7 イタリア 1533.49 2.8% 7 オランダ 1196.06 2.4%
8 オランダ 1282.14 2.3% 8 オランダ 1384.70 2.5% 8 イタリア 1089.91 2.2%
9 オーストラリア 1154.62 2.0% 9 オーストラリア 1058.23 1.9% 9 オーストラリア 949.17 1.9%
10 スイス 1081.63 1.9% 10 スイス 1026.44 1.9% 10 スウェーデン 874.93 1.8%
12 中国 1027.94 1.8% 19 中国 262.53 0.5% 21 中国 160.76 0.3%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 3 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（臨床医学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 15594.71 100.0% 総計 15423.82 100.0% 総計 13804.90 100.0%
1 米国 7357.67 47.2% 1 米国 7456.87 48.3% 1 米国 7197.01 52.1%
2 イギリス 1454.37 9.3% 2 イギリス 1523.04 9.9% 2 イギリス 1559.01 11.3%
3 ドイツ 1036.90 6.6% 3 ドイツ 841.56 5.5% 3 日本 630.63 4.6%
4 日本 822.92 5.3% 4 日本 809.06 5.2% 4 フランス 587.42 4.3%
5 フランス 604.46 3.9% 5 フランス 684.92 4.4% 5 ドイツ 556.69 4.0%
6 カナダ 547.40 3.5% 6 カナダ 593.63 3.8% 6 カナダ 495.94 3.6%
7 イタリア 532.75 3.4% 7 イタリア 554.93 3.6% 7 オランダ 398.93 2.9%
8 オランダ 448.50 2.9% 8 オランダ 501.10 3.2% 8 イタリア 387.17 2.8%
9 オーストラリア 347.95 2.2% 9 スウェーデン 340.17 2.2% 9 スウェーデン 321.71 2.3%
10 スウェーデン 286.23 1.8% 10 オーストラリア 291.98 1.9% 10 オーストラリア 238.63 1.7%
18 中国 102.78 0.7% 26 韓国 27.04 0.2% 28 中国 13.18 0.1%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 4 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（化学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 7653.86 100.0% 総計 7649.26 100.0% 総計 6832.52 100.0%
1 米国 2642.94 34.5% 1 米国 2923.59 38.2% 1 米国 3065.31 44.9%
2 日本 774.20 10.1% 2 日本 769.20 10.1% 2 日本 738.80 10.8%
3 ドイツ 662.96 8.7% 3 ドイツ 681.04 8.9% 3 ドイツ 537.69 7.9%
4 イギリス 506.47 6.6% 4 イギリス 547.83 7.2% 4 イギリス 423.57 6.2%
5 フランス 350.36 4.6% 5 フランス 392.12 5.1% 5 フランス 393.22 5.8%
6 中国 326.18 4.3% 6 カナダ 314.37 4.1% 6 カナダ 260.47 3.8%
7 カナダ 235.64 3.1% 7 イタリア 231.91 3.0% 7 イタリア 193.18 2.8%
8 イタリア 216.37 2.8% 8 スペイン 209.31 2.7% 8 オランダ 173.21 2.5%
9 スペイン 203.47 2.7% 9 オランダ 195.30 2.6% 9 スイス 154.33 2.3%
10 オランダ 192.37 2.5% 10 スイス 166.37 2.2% 10 スペイン 116.18 1.7%
13 韓国 144.60 1.9% 15 中国 78.36 1.0% 19 中国 30.25 0.4%








表 付 5 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（物理） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 6767.82 100.0% 総計 7119.69 100.0% 総計 6147.96 100.0%
1 米国 2282.58 33.7% 1 米国 2806.14 39.4% 1 米国 2954.38 48.1%
2 日本 766.29 11.3% 2 ドイツ 799.19 11.2% 2 ドイツ 577.83 9.4%
3 ドイツ 718.84 10.6% 3 日本 691.92 9.7% 3 日本 553.13 9.0%
4 イギリス 413.10 6.1% 4 イギリス 474.26 6.7% 4 フランス 357.15 5.8%
5 フランス 391.50 5.8% 5 フランス 435.24 6.1% 5 イギリス 330.66 5.4%
6 イタリア 261.09 3.9% 6 イタリア 223.42 3.1% 6 カナダ 178.14 2.9%
7 中国 170.83 2.5% 7 スイス 175.01 2.5% 7 イタリア 144.03 2.3%
8 スイス 158.31 2.3% 8 ロシア 163.94 2.3% 8 スイス 143.62 2.3%
9 ロシア 147.99 2.2% 9 カナダ 142.95 2.0% 9 旧ソ連 140.71 2.3%
10 韓国 131.87 1.9% 10 オランダ 136.91 1.9% 10 オランダ 123.54 2.0%
15 中国 60.13 0.8% 19 中国 30.42 0.5%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 6 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（生物・生化学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 6240.37 100.0% 総計 6323.07 100.0% 総計 5918.32 100.0%
1 米国 3219.98 51.6% 1 米国 3385.22 53.5% 1 米国 3504.91 59.2%
2 イギリス 541.44 8.7% 2 イギリス 604.68 9.6% 2 イギリス 443.80 7.5%
3 ドイツ 412.49 6.6% 3 ドイツ 396.49 6.3% 3 日本 349.76 5.9%
4 日本 405.95 6.5% 4 日本 362.28 5.7% 4 ドイツ 318.33 5.4%
5 フランス 244.49 3.9% 5 フランス 254.39 4.0% 5 フランス 229.76 3.9%
6 カナダ 222.19 3.6% 6 カナダ 250.33 4.0% 6 カナダ 216.54 3.7%
7 スイス 122.48 2.0% 7 スイス 144.76 2.3% 7 スイス 126.53 2.1%
8 イタリア 121.76 2.0% 8 オランダ 128.51 2.0% 8 スウェーデン 106.36 1.8%
9 オーストラリア 120.35 1.9% 9 スウェーデン 114.96 1.8% 9 オランダ 105.07 1.8%
10 オランダ 116.44 1.9% 10 イタリア 110.68 1.8% 10 オーストラリア 84.35 1.4%
18 韓国 31.97 0.5% 20 韓国 14.33 0.2% 33 中国 2.03 0.0%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 7 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（材料） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 2181.86 100.0% 総計 1556.30 100.0% 総計 1489.46 100.0%
1 米国 541.61 24.8% 1 米国 518.72 33.3% 1 米国 600.95 40.3%
2 日本 380.00 17.4% 2 日本 220.98 14.2% 2 日本 214.59 14.4%
3 ドイツ 209.46 9.6% 3 ドイツ 141.64 9.1% 3 ドイツ 128.34 8.6%
4 フランス 135.35 6.2% 4 イギリス 120.09 7.7% 4 イギリス 118.45 8.0%
5 イギリス 125.36 5.7% 5 フランス 91.65 5.9% 5 フランス 76.96 5.2%
6 中国 110.51 5.1% 6 カナダ 58.74 3.8% 6 カナダ 75.84 5.1%
7 韓国 101.32 4.6% 7 スウェーデン 34.78 2.2% 7 オーストラリア 23.78 1.6%
8 スウェーデン 48.98 2.2% 8 スイス 31.96 2.1% 8 イタリア 22.81 1.5%
9 イタリア 46.70 2.1% 9 イタリア 31.09 2.0% 9 オランダ 21.32 1.4%
10 カナダ 45.78 2.1% 10 中国 29.88 1.9% 10 スイス 19.74 1.3%
11 韓国 28.07 1.8% 13 中国 18.58 1.2%








表 付 8 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（工学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 3585.49 100.0% 総計 3206.45 100.0% 総計 2789.31 100.0%
1 米国 1383.40 38.6% 1 米国 1402.44 43.7% 1 米国 1386.60 49.7%
2 日本 316.84 8.8% 2 ドイツ 230.93 7.2% 2 イギリス 215.20 7.7%
3 ドイツ 266.90 7.4% 3 日本 224.02 7.0% 3 日本 193.32 6.9%
4 イギリス 208.91 5.8% 4 イギリス 216.39 6.7% 4 ドイツ 174.71 6.3%
5 フランス 173.22 4.8% 5 フランス 180.67 5.6% 5 カナダ 136.88 4.9%
6 イタリア 116.53 3.2% 6 カナダ 121.07 3.8% 6 フランス 130.54 4.7%
7 カナダ 109.65 3.1% 7 イタリア 106.46 3.3% 7 オランダ 64.95 2.3%
8 中国 97.84 2.7% 8 オランダ 73.69 2.3% 8 イタリア 63.86 2.3%
9 韓国 72.65 2.0% 9 スウェーデン 61.30 1.9% 9 オーストラリア 48.59 1.7%
10 スイス 70.10 2.0% 10 オーストラリア 47.92 1.5% 10 スウェーデン 38.20 1.4%
16 中国 32.93 1.0% 15 中国 21.81 0.8%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 9 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（動植物） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 2534.30 100.0% 総計 2788.45 100.0% 総計 2741.96 100.0%
1 米国 933.39 36.8% 1 米国 1100.95 39.5% 1 米国 1246.58 45.5%
2 イギリス 270.61 10.7% 2 イギリス 326.75 11.7% 2 イギリス 356.44 13.0%
3 ドイツ 153.44 6.1% 3 カナダ 211.66 7.6% 3 カナダ 216.02 7.9%
4 日本 144.51 5.7% 4 日本 146.72 5.3% 4 ドイツ 120.24 4.4%
5 カナダ 138.80 5.5% 5 ドイツ 137.12 4.9% 5 オーストラリア 117.89 4.3%
6 オーストラリア 121.54 4.8% 6 フランス 135.84 4.9% 6 日本 110.26 4.0%
7 フランス 116.64 4.6% 7 オーストラリア 111.99 4.0% 7 フランス 76.69 2.8%
8 スペイン 60.84 2.4% 8 オランダ 75.17 2.7% 8 オランダ 73.85 2.7%
9 オランダ 59.46 2.3% 9 スウェーデン 68.57 2.5% 9 スウェーデン 69.03 2.5%
10 スウェーデン 56.73 2.2% 10 スペイン 50.00 1.8% 10 ノルウェー 36.02 1.3%
20 韓国 16.78 0.7% 25 韓国 6.33 0.2% 26 中国 5.07 0.2%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 10 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（分子生物） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 1957.87 100.0% 総計 1768.12 100.0% 総計 789.78 100.0%
1 米国 1082.15 55.3% 1 米国 1060.01 60.0% 1 米国 457.76 58.0%
2 イギリス 186.44 9.5% 2 イギリス 151.47 8.6% 2 イギリス 86.31 10.9%
3 ドイツ 128.37 6.6% 3 ドイツ 102.35 5.8% 3 ドイツ 41.68 5.3%
4 日本 126.63 6.5% 4 フランス 82.65 4.7% 4 日本 35.33 4.5%
5 フランス 81.89 4.2% 5 日本 67.24 3.8% 5 フランス 33.75 4.3%
6 カナダ 61.93 3.2% 6 カナダ 59.63 3.4% 6 カナダ 24.97 3.2%
7 オランダ 35.21 1.8% 7 オランダ 39.46 2.2% 7 オーストラリア 17.46 2.2%
8 スイス 31.86 1.6% 8 スイス 32.11 1.8% 8 オランダ 14.36 1.8%
9 オーストラリア 27.09 1.4% 9 イタリア 29.24 1.7% 9 イタリア 12.81 1.6%
10 イタリア 26.97 1.4% 10 オーストラリア 22.88 1.3% 10 スウェーデン 10.09 1.3%
18 中国 7.27 0.4% 29 中国 1.09 0.1% 33 中国 0.39 0.0%








表 付 11 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（神経・行動科学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 1569.63 100.0% 総計 1581.19 100.0% 総計 1660.44 100.0%
1 米国 910.62 58.0% 1 米国 938.46 59.4% 1 米国 957.47 57.7%
2 イギリス 137.87 8.8% 2 イギリス 139.56 8.8% 2 イギリス 137.98 8.3%
3 ドイツ 107.47 6.8% 3 カナダ 89.84 5.7% 3 カナダ 95.96 5.8%
4 日本 73.46 4.7% 4 ドイツ 82.43 5.2% 4 ドイツ 80.97 4.9%
5 カナダ 63.10 4.0% 5 日本 70.76 4.5% 5 日本 70.42 4.2%
6 フランス 55.93 3.6% 6 フランス 56.21 3.6% 6 フランス 66.81 4.0%
7 スイス 35.03 2.2% 7 スイス 34.37 2.2% 7 スウェーデン 42.98 2.6%
8 イタリア 32.49 2.1% 8 イタリア 32.48 2.1% 8 イタリア 41.17 2.5%
9 イスラエル 21.02 1.3% 9 スウェーデン 25.58 1.6% 9 オーストラリア 33.08 2.0%
10 スウェーデン 19.63 1.3% 10 オランダ 17.95 1.1% 10 オランダ 24.22 1.5%
20 韓国 3.39 0.2% 28 中国 0.54 0.0% 27 中国 1.25 0.1%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 12 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（地球） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 1772.23 100.0% 総計 1667.25 100.0% 総計 1346.13 100.0%
1 米国 815.10 46.0% 1 米国 885.87 53.1% 1 米国 764.22 56.8%
2 イギリス 167.71 9.5% 2 イギリス 133.23 8.0% 2 イギリス 105.24 7.8%
3 ドイツ 139.56 7.9% 3 ドイツ 108.89 6.5% 3 フランス 88.38 6.6%
4 フランス 111.54 6.3% 4 フランス 105.33 6.3% 4 カナダ 80.84 6.0%
5 カナダ 77.02 4.3% 5 カナダ 82.48 4.9% 5 ドイツ 70.70 5.3%
6 日本 67.04 3.8% 6 オーストラリア 54.84 3.3% 6 オーストラリア 56.57 4.2%
7 オーストラリア 61.27 3.5% 7 日本 44.57 2.7% 7 オランダ 25.34 1.9%
8 スイス 34.08 1.9% 8 イタリア 28.90 1.7% 8 日本 24.27 1.8%
9 オランダ 32.88 1.9% 9 ノルウェー 24.33 1.5% 9 スイス 18.90 1.4%
10 イタリア 32.22 1.8% 10 スイス 22.53 1.4% 10 スウェーデン 12.85 1.0%
12 中国 24.08 1.4% 18 中国 8.38 0.5% 16 中国 6.27 0.5%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 13 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（微生物学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 1228.83 100.0% 総計 1102.00 100.0% 総計 1149.65 100.0%
1 米国 563.21 45.8% 1 米国 533.67 48.4% 1 米国 583.06 50.7%
2 イギリス 106.88 8.7% 2 イギリス 99.96 9.1% 2 イギリス 99.40 8.6%
3 ドイツ 98.01 8.0% 3 ドイツ 87.78 8.0% 3 ドイツ 80.63 7.0%
4 フランス 87.13 7.1% 4 フランス 65.97 6.0% 4 フランス 70.76 6.2%
5 日本 51.47 4.2% 5 オーストラリア 38.73 3.5% 5 日本 51.90 4.5%
6 オーストラリア 36.54 3.0% 6 オランダ 38.61 3.5% 6 カナダ 47.89 4.2%
7 カナダ 35.59 2.9% 7 日本 32.33 2.9% 7 オランダ 45.10 3.9%
8 オランダ 28.36 2.3% 8 カナダ 30.41 2.8% 8 オーストラリア 25.27 2.2%
9 スペイン 28.11 2.3% 9 スイス 23.72 2.2% 9 スウェーデン 17.21 1.5%
10 スイス 25.95 2.1% 10 スウェーデン 18.50 1.7% 10 スイス 17.16 1.5%
15 中国 11.73 1.0% 24 韓国 2.58 0.2% 20 中国 3.64 0.3%








表 付 14 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（数学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 1367.26 100.0% 総計 964.84 100.0% 総計 903.58 100.0%
1 米国 467.10 34.2% 1 米国 440.96 45.7% 1 米国 451.31 49.9%
2 フランス 141.86 10.4% 2 フランス 71.20 7.4% 2 イギリス 66.87 7.4%
3 ドイツ 107.79 7.9% 3 イギリス 70.88 7.3% 3 ドイツ 58.49 6.5%
4 イギリス 95.22 7.0% 4 ドイツ 64.39 6.7% 4 フランス 56.12 6.2%
5 中国 74.72 5.5% 5 カナダ 40.20 4.2% 5 日本 32.92 3.6%
6 イタリア 54.46 4.0% 6 イタリア 34.17 3.5% 6 カナダ 32.67 3.6%
7 スペイン 48.00 3.5% 7 日本 29.79 3.1% 7 イタリア 28.53 3.2%
8 日本 43.02 3.1% 8 スペイン 27.25 2.8% 8 オランダ 20.83 2.3%
9 カナダ 37.14 2.7% 9 オーストラリア 20.08 2.1% 9 オーストラリア 17.79 2.0%
10 オーストラリア 24.97 1.8% 10 オランダ 16.62 1.7% 10 中国 16.50 1.8%
22 韓国 9.08 0.7% 14 中国 10.74 1.1% 38 韓国 1.00 0.1%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 15 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（農学） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 1025.64 100.0% 総計 1003.75 100.0% 総計 1057.87 100.0%
1 米国 317.58 31.0% 1 米国 359.87 35.9% 1 米国 486.62 46.0%
2 イギリス 81.07 7.9% 2 イギリス 103.04 10.3% 2 カナダ 84.11 8.0%
3 ドイツ 62.46 6.1% 3 カナダ 70.80 7.1% 3 イギリス 72.29 6.8%
4 フランス 54.27 5.3% 4 フランス 65.88 6.6% 4 日本 71.87 6.8%
5 オーストラリア 51.82 5.1% 5 オーストラリア 55.17 5.5% 5 オーストラリア 71.85 6.8%
6 スペイン 48.53 4.7% 6 日本 40.42 4.0% 6 フランス 50.73 4.8%
7 オランダ 42.30 4.1% 7 ドイツ 39.92 4.0% 7 オランダ 43.36 4.1%
8 カナダ 42.10 4.1% 8 スペイン 37.73 3.8% 8 ドイツ 37.48 3.5%
9 日本 40.70 4.0% 9 オランダ 37.46 3.7% 9 ニュージーランド 20.33 1.9%
10 デンマーク 35.23 3.4% 10 スウェーデン 25.79 2.6% 10 スウェーデン 16.33 1.5%
17 中国 13.47 1.3% 29 中国 1.92 0.2% 22 韓国 3.00 0.3%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 16 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（環境） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 1200.95 100.0% 総計 1012.29 100.0% 総計 834.94 100.0%
1 米国 525.19 43.7% 1 米国 485.70 48.0% 1 米国 498.79 59.7%
2 イギリス 110.39 9.2% 2 イギリス 86.73 8.6% 2 カナダ 56.58 6.8%
3 カナダ 74.82 6.2% 3 カナダ 80.57 8.0% 3 イギリス 40.28 4.8%
4 ドイツ 60.72 5.1% 4 ドイツ 43.50 4.3% 4 スウェーデン 33.72 4.0%
5 オーストラリア 49.07 4.1% 5 オーストラリア 29.03 2.9% 5 オランダ 29.04 3.5%
6 オランダ 33.90 2.8% 6 オランダ 27.60 2.7% 6 ドイツ 25.54 3.1%
7 フランス 32.97 2.7% 7 スウェーデン 25.44 2.5% 7 オーストラリア 24.08 2.9%
8 日本 31.95 2.7% 8 フランス 24.47 2.4% 8 フランス 18.90 2.3%
9 スイス 27.82 2.3% 9 スイス 22.78 2.3% 9 フィンランド 13.75 1.6%
10 スウェーデン 26.96 2.2% 10 日本 21.01 2.1% 10 イタリア 10.22 1.2%
12 中国 20.28 1.7% 23 中国 3.82 0.4% 13 日本 8.26 1.0%
20 韓国 9.78 0.8% 27 韓国 3.11 0.3% 28 中国 1.24 0.1%








表 付 17 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（天文） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 840.75 100.0% 総計 870.67 100.0% 総計 639.50 100.0%
1 米国 452.37 53.8% 1 米国 462.65 53.1% 1 米国 347.43 54.3%
2 イギリス 83.02 9.9% 2 イギリス 67.56 7.8% 2 イギリス 64.59 10.1%
3 イタリア 56.35 6.7% 3 ドイツ 60.49 6.9% 3 ドイツ 37.20 5.8%
4 ドイツ 50.83 6.0% 4 フランス 47.93 5.5% 4 カナダ 30.04 4.7%
5 日本 28.13 3.3% 5 日本 41.55 4.8% 5 イタリア 27.59 4.3%
6 オランダ 27.38 3.3% 6 イタリア 30.92 3.6% 6 フランス 26.92 4.2%
7 フランス 25.91 3.1% 7 オランダ 28.19 3.2% 7 オランダ 18.55 2.9%
8 カナダ 19.47 2.3% 8 カナダ 27.93 3.2% 8 日本 18.28 2.9%
9 オーストラリア 18.85 2.2% 9 スペイン 17.13 2.0% 9 オーストラリア 17.70 2.8%
10 スペイン 15.91 1.9% 10 オーストラリア 15.77 1.8% 10 スイス 9.17 1.4%
16 中国 3.78 0.5% 21 中国 2.04 0.2% 32 中国 0.17 0.0%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 18 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（情報） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 608.06 100.0% 総計 512.00 100.0% 総計 586.32 100.0%
1 米国 279.65 46.0% 1 米国 262.55 51.3% 1 米国 354.98 60.5%
2 ドイツ 52.60 8.7% 2 ドイツ 31.90 6.2% 2 カナダ 31.64 5.4%
3 イギリス 40.75 6.7% 3 イギリス 30.79 6.0% 3 イギリス 30.92 5.3%
4 フランス 30.22 5.0% 4 フランス 25.73 5.0% 4 日本 25.62 4.4%
5 カナダ 19.62 3.2% 5 カナダ 21.07 4.1% 5 フランス 22.05 3.8%
6 中国 18.52 3.0% 6 イタリア 20.70 4.0% 6 ドイツ 20.37 3.5%
7 日本 17.98 3.0% 7 日本 14.92 2.9% 7 イタリア 16.83 2.9%
8 イタリア 13.89 2.3% 8 オーストラリア 9.19 1.8% 8 イスラエル 12.75 2.2%
9 スイス 12.98 2.1% 9 オランダ 9.12 1.8% 9 オーストラリア 7.55 1.3%
10 スペイン 9.47 1.6% 10 イスラエル 8.26 1.6% 10 スウェーデン 6.83 1.2%
14 韓国 7.47 1.2% 18 中国 3.40 0.7% 18 中国 3.17 0.5%




データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注：論文数は分数カウントにより集計 
 
表 付 19 被引用度上位 10％論文の論文数国別ランキング（心理） 
順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア 順位 国名 論文数（編） シェア
総計 421.25 100.0% 総計 410.58 100.0% 総計 461.79 100.0%
1 米国 226.84 53.8% 1 米国 257.18 62.6% 1 米国 299.63 64.9%
2 イギリス 42.19 10.0% 2 イギリス 44.61 10.9% 2 イギリス 51.59 11.2%
3 ドイツ 27.92 6.6% 3 ドイツ 17.76 4.3% 3 カナダ 29.65 6.4%
4 カナダ 20.00 4.7% 4 カナダ 17.22 4.2% 4 ドイツ 15.73 3.4%
5 オランダ 17.81 4.2% 5 オランダ 9.47 2.3% 5 フランス 7.68 1.7%
6 イタリア 13.42 3.2% 6 オーストラリア 7.75 1.9% 6 イタリア 6.60 1.4%
7 オーストラリア 9.83 2.3% 7 フランス 7.41 1.8% 7 オランダ 5.43 1.2%
8 フランス 9.24 2.2% 8 イタリア 7.12 1.7% 8 オーストラリア 5.08 1.1%
9 スペイン 8.50 2.0% 9 イスラエル 5.03 1.2% 9 アイルランド 4.83 1.0%
10 スイス 5.73 1.4% 10 日本 4.53 1.1% 10 デンマーク 4.75 1.0%
11 日本 5.66 1.3% - 中国 0.00 0.0% 11 日本 4.33 0.9%
28 中国 0.44 0.1% - 韓国 0.00 0.0% 28 韓国 0.25 0.1%











表 付 20 主要国セクター別論文数の変化（総合・全論文） 
日本セクター別論文数・シェア（全論文）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 29720.4 73.9 5518.1 13.7 2876.0 7.1 581.4 1.4 1154.6 2.9 21.9 0.1 353.0 0.9 40225.4 100.0
1996 37724.7 73.7 6591.6 12.9 3907.6 7.6 780.9 1.5 1786.7 3.5 32.7 0.1 376.6 0.7 51200.8 100.0
2001 42918.4 74.1 5293.7 9.1 5943.0 10.3 986.6 1.7 2163.4 3.7 60.1 0.1 562.2 1.0 57927.4 100.0
米国セクター別論文数・シェア（全論文）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 122082.1 68.9 12237.2 6.9 16151.5 9.1 3314.1 1.9 10927.1 6.2 733.2 0.4 11674.3 6.6 177119.4 100.0
1996 127193.4 70.2 10427.0 5.8 15733.2 8.7 3995.3 2.2 11836.1 6.5 389.3 0.2 11728.8 6.5 181303.2 100.0
2001 127892.0 70.8 8231.6 4.6 15380.0 8.5 4107.4 2.3 11468.7 6.3 479.3 0.3 13108.5 7.3 180667.5 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（全論文）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 24842.6 59.1 1767.7 4.2 3014.0 7.2 876.8 2.1 7181.5 17.1 82.3 0.2 4259.2 10.1 42024.1 100.0
1996 30723.6 64.7 1634.2 3.4 2759.0 5.8 1179.3 2.5 7022.1 14.8 61.9 0.1 4123.8 8.7 47503.8 100.0
2001 30610.2 66.4 1293.8 2.8 2534.3 5.5 1010.6 2.2 6065.4 13.2 72.5 0.2 4527.4 9.8 46114.3 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（全論文）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 21360.4 65.9 1232.0 3.8 5099.5 15.7 23.7 0.1 322.0 1.0 207.2 0.6 4170.8 12.9 32415.6 100.0
1996 26694.4 69.2 1121.2 2.9 6301.2 16.3 80.3 0.2 398.5 1.0 293.9 0.8 3691.6 9.6 38581.1 100.0
2001 29153.3 68.2 1057.9 2.5 6942.0 16.3 83.2 0.2 391.3 0.9 256.3 0.6 4832.8 11.3 42717.0 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（全論文）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 10493.3 43.1 449.3 1.8 4881.2 20.1 897.7 3.7 3203.3 13.2 649.2 2.7 3744.8 15.4 24318.8 100.0
1996 14309.3 47.3 816.0 2.7 5253.7 17.4 1045.9 3.5 3668.1 12.1 881.1 2.9 4303.5 14.2 30277.5 100.0
2001 15159.6 48.1 605.2 1.9 5560.0 17.6 888.2 2.8 3252.5 10.3 974.9 3.1 5065.1 16.1 31505.4 100.0
中国セクター別論文数・シェア（全論文）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 2664.4 49.3 0.3 0.0 1557.6 28.8 0.0 0.0 8.7 0.2 0.0 0.0 1170.7 21.7 5401.7 100.0
1996 4696.9 58.0 3.7 0.0 2140.3 26.5 0.3 0.0 14.6 0.2 0.0 0.0 1235.4 15.3 8091.2 100.0
2001 13860.2 66.9 6.8 0.0 4458.7 21.5 3.8 0.0 223.9 1.1 0.0 0.0 2176.2 10.5 20729.7 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（全論文）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1091.5 79.4 4.0 0.3 112.5 8.2 0.0 0.0 9.2 0.7 0.0 0.0 156.7 11.4 1373.8 100.0
1996 3678.2 78.3 138.5 3.0 373.3 8.0 25.3 0.5 9.9 0.2 0.0 0.0 469.7 10.0 4694.9 100.0
2001 8821.9 80.2 274.6 2.5 707.4 6.4 68.0 0.6 32.2 0.3 0.0 0.0 1096.7 10.0 11000.8 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 21 主要国セクター別論文数の変化（総合・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 2264.5 72.1 467.2 14.9 247.0 7.9 66.1 2.1 47.3 1.5 0.0 0.0 49.2 1.6 3141.4 100.0
1996 2545.2 70.7 486.9 13.5 354.7 9.9 96.9 2.7 60.0 1.7 0.0 0.0 54.5 1.5 3598.1 100.0
2001 2889.0 70.5 373.3 9.1 598.0 14.6 130.8 3.2 64.1 1.6 1.9 0.0 41.0 1.0 4098.0 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 17641.7 69.6 2339.2 9.2 2528.0 10.0 664.1 2.6 1563.6 6.2 114.6 0.5 479.7 1.9 25331.0 100.0
1996 18156.2 71.3 1933.6 7.6 2377.3 9.3 767.4 3.0 1691.7 6.6 47.5 0.2 485.6 1.9 25459.2 100.0
2001 17267.7 71.5 1618.8 6.7 2262.6 9.4 821.8 3.4 1637.1 6.8 63.1 0.3 470.7 1.9 24141.9 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 2662.7 62.6 268.0 6.3 428.7 10.1 149.7 3.5 658.2 15.5 14.4 0.3 70.9 1.7 4252.4 100.0
1996 3274.3 68.5 242.1 5.1 400.2 8.4 198.0 4.1 559.2 11.7 7.6 0.2 99.9 2.1 4781.5 100.0
2001 3245.2 70.6 238.2 5.2 361.9 7.9 160.8 3.5 477.1 10.4 15.6 0.3 100.5 2.2 4599.3 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1858.8 64.4 155.2 5.4 716.4 24.8 3.1 0.1 30.1 1.0 44.9 1.6 79.8 2.8 2888.2 100.0
1996 2548.3 65.8 136.0 3.5 958.5 24.7 14.8 0.4 48.9 1.3 65.8 1.7 102.2 2.6 3874.4 100.0
2001 2788.1 64.8 158.0 3.7 1114.9 25.9 7.4 0.2 47.2 1.1 45.8 1.1 139.4 3.2 4300.8 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1067.9 45.8 71.7 3.1 541.7 23.2 124.2 5.3 310.0 13.3 79.8 3.4 135.3 5.8 2330.6 100.0
1996 1228.8 45.0 105.3 3.9 640.6 23.4 114.0 4.2 367.5 13.4 108.9 4.0 168.2 6.2 2733.3 100.0
2001 1292.3 48.7 82.4 3.1 586.6 22.1 109.8 4.1 279.7 10.5 114.5 4.3 188.9 7.1 2654.1 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 99.4 61.9 0.2 0.1 55.1 34.3 0.0 0.0 2.4 1.5 0.0 0.0 3.7 2.3 160.8 100.0
1996 164.4 62.6 0.7 0.3 84.2 32.1 0.0 0.0 3.9 1.5 0.0 0.0 9.3 3.6 262.5 100.0
2001 766.4 74.6 2.0 0.2 230.2 22.4 1.1 0.1 14.3 1.4 0.0 0.0 14.0 1.4 1027.9 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 63.5 80.9 1.4 1.8 10.1 12.9 0.0 0.0 1.7 2.1 0.0 0.0 1.8 2.3 78.4 100.0
1996 195.7 82.9 16.9 7.2 17.1 7.2 0.0 0.0 1.6 0.7 0.0 0.0 4.8 2.0 236.2 100.0
2001 546.9 85.9 33.5 5.3 36.9 5.8 7.1 1.1 2.2 0.4 0.0 0.0 10.2 1.6 636.9 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 22 主要国セクター別論文数の変化（臨床医学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 459.6 72.9 59.3 9.4 39.4 6.2 18.4 2.9 37.8 6.0 0.0 0.0 16.2 2.6 630.6 100.0
1996 612.0 75.6 57.4 7.1 48.9 6.0 19.6 2.4 49.1 6.1 0.0 0.0 22.1 2.7 809.1 100.0
2001 627.9 76.3 44.2 5.4 73.5 8.9 14.5 1.8 50.6 6.1 0.0 0.0 12.2 1.5 822.9 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 4623.9 64.2 439.2 6.1 603.7 8.4 232.5 3.2 1100.7 15.3 6.6 0.1 190.4 2.6 7197.0 100.0
1996 4840.1 64.9 449.9 6.0 543.7 7.3 270.5 3.6 1151.9 15.4 2.3 0.0 198.5 2.7 7456.9 100.0
2001 4743.5 64.5 432.8 5.9 527.4 7.2 288.4 3.9 1114.7 15.1 2.0 0.0 249.0 3.4 7357.7 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 787.5 50.5 93.2 6.0 75.9 4.9 40.7 2.6 538.0 34.5 0.0 0.0 23.8 1.5 1559.0 100.0
1996 853.9 56.1 70.4 4.6 79.7 5.2 28.1 1.8 450.2 29.6 0.0 0.0 40.9 2.7 1523.0 100.0
2001 869.5 59.8 66.7 4.6 65.0 4.5 26.9 1.8 387.5 26.6 0.0 0.0 38.7 2.7 1454.4 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 430.9 77.4 33.4 6.0 49.3 8.9 0.8 0.1 25.5 4.6 0.9 0.2 16.0 2.9 556.7 100.0
1996 653.3 77.6 35.0 4.2 79.8 9.5 1.1 0.1 39.3 4.7 0.0 0.0 33.1 3.9 841.6 100.0
2001 827.8 79.8 37.2 3.6 86.7 8.4 2.6 0.3 42.4 4.1 0.9 0.1 39.2 3.8 1036.9 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 162.5 27.7 33.4 5.7 53.9 9.2 46.8 8.0 248.6 42.3 11.4 1.9 30.9 5.3 587.4 100.0
1996 191.3 27.9 43.6 6.4 56.5 8.3 54.9 8.0 281.1 41.0 18.1 2.6 39.4 5.8 684.9 100.0
2001 205.1 33.9 20.8 3.4 43.7 7.2 45.4 7.5 227.9 37.7 16.8 2.8 44.8 7.4 604.5 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 8.6 65.4 0.0 0.0 2.2 16.8 0.0 0.0 2.2 16.9 0.0 0.0 0.1 0.9 13.2 100.0
1996 9.5 53.1 0.0 0.0 2.3 13.0 0.0 0.0 3.6 20.1 0.0 0.0 2.5 13.8 17.8 100.0
2001 81.5 79.3 0.1 0.1 6.9 6.8 0.0 0.0 11.5 11.2 0.0 0.0 2.7 2.6 102.8 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 5.9 70.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 19.9 0.0 0.0 0.8 9.4 8.4 100.0
1996 20.0 74.1 3.2 11.7 0.7 2.5 0.0 0.0 1.6 5.9 0.0 0.0 1.6 5.9 27.0 100.0
2001 78.8 91.5 2.1 2.4 0.7 0.8 0.0 0.0 1.4 1.6 0.0 0.0 3.1 3.7 86.1 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 23 主要国セクター別論文数の変化（化学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 588.8 79.7 83.1 11.3 49.0 6.6 10.1 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 7.8 1.1 738.8 100.0
1996 599.2 77.9 79.6 10.4 74.2 9.6 11.7 1.5 0.2 0.0 0.0 0.0 4.3 0.6 769.2 100.0
2001 601.8 77.7 75.4 9.7 76.8 9.9 16.7 2.2 0.2 0.0 0.0 0.0 3.3 0.4 774.2 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 2351.1 76.7 416.8 13.6 211.9 6.9 12.1 0.4 28.1 0.9 18.5 0.6 26.9 0.9 3065.3 100.0
1996 2275.3 77.8 343.9 11.8 198.8 6.8 20.2 0.7 48.4 1.7 4.3 0.1 32.6 1.1 2923.6 100.0
2001 2117.5 80.1 237.4 9.0 191.8 7.3 17.5 0.7 58.0 2.2 5.3 0.2 15.5 0.6 2642.9 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 338.4 79.9 52.9 12.5 23.8 5.6 3.3 0.8 0.7 0.2 0.0 0.0 4.5 1.1 423.6 100.0
1996 453.0 82.7 56.1 10.2 25.6 4.7 4.9 0.9 2.0 0.4 0.3 0.1 5.9 1.1 547.8 100.0
2001 426.0 84.1 51.5 10.2 15.6 3.1 4.8 1.0 1.4 0.3 0.0 0.0 7.3 1.4 506.5 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 412.0 76.6 24.8 4.6 90.7 16.9 0.0 0.0 1.0 0.2 0.3 0.0 9.0 1.7 537.7 100.0
1996 511.7 75.1 26.9 4.0 124.9 18.3 0.2 0.0 0.6 0.1 9.1 1.3 7.7 1.1 681.0 100.0
2001 430.6 64.9 30.5 4.6 183.4 27.7 1.2 0.2 0.3 0.1 1.8 0.3 15.1 2.3 663.0 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 269.4 68.5 10.1 2.6 75.5 19.2 1.4 0.4 0.7 0.2 10.0 2.5 26.1 6.6 393.2 100.0
1996 260.0 66.3 11.5 2.9 88.5 22.6 2.5 0.6 0.4 0.1 7.8 2.0 21.3 5.4 392.1 100.0
2001 235.5 67.2 15.8 4.5 64.8 18.5 1.6 0.5 0.9 0.3 8.5 2.4 23.2 6.6 350.4 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 18.3 60.6 0.0 0.0 11.8 39.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 30.2 100.0
1996 51.6 65.9 0.0 0.0 24.9 31.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 2.4 78.4 100.0
2001 232.5 71.3 0.5 0.2 92.1 28.2 0.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.2 326.2 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 20.6 78.7 0.0 0.0 5.3 20.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 1.0 26.2 100.0
1996 58.2 88.2 1.0 1.5 6.4 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.5 65.9 100.0
2001 130.0 89.9 5.1 3.5 7.3 5.1 0.5 0.3 0.1 0.1 0.0 0.0 1.6 1.1 144.6 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 24 主要国セクター別論文数の変化（物理・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 348.0 62.9 157.7 28.5 30.4 5.5 12.3 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 0.9 553.1 100.0
1996 424.6 61.4 159.9 23.1 74.8 10.8 29.8 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.4 691.9 100.0
2001 505.4 66.0 88.0 11.5 131.6 17.2 36.2 4.7 0.5 0.1 0.0 0.0 4.5 0.6 766.3 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1897.1 64.2 581.2 19.7 388.7 13.2 10.9 0.4 6.6 0.2 34.2 1.2 35.7 1.2 2954.4 100.0
1996 2043.4 72.8 297.2 10.6 397.2 14.2 15.8 0.6 12.6 0.4 9.5 0.3 30.3 1.1 2806.1 100.0
2001 1705.1 74.7 195.8 8.6 326.3 14.3 22.6 1.0 6.6 0.3 8.0 0.4 18.1 0.8 2282.6 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 257.9 78.0 29.2 8.8 31.3 9.5 0.0 0.0 0.5 0.2 7.0 2.1 4.8 1.4 330.7 100.0
1996 420.1 88.6 12.3 2.6 33.8 7.1 0.0 0.0 1.9 0.4 0.1 0.0 6.2 1.3 474.3 100.0
2001 375.2 90.8 11.1 2.7 19.9 4.8 0.0 0.0 2.5 0.6 0.8 0.2 3.6 0.9 413.1 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 326.2 56.5 33.1 5.7 208.9 36.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.3 8.1 1.4 577.8 100.0
1996 493.8 61.8 20.1 2.5 268.2 33.6 7.0 0.9 0.3 0.0 0.0 0.0 9.7 1.2 799.2 100.0
2001 460.5 64.1 17.0 2.4 229.1 31.9 0.0 0.0 0.2 0.0 1.3 0.2 10.8 1.5 718.8 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 185.4 51.9 6.2 1.7 118.9 33.3 2.2 0.6 1.3 0.4 25.8 7.2 17.3 4.8 357.2 100.0
1996 240.8 55.3 15.6 3.6 115.7 26.6 5.2 1.2 2.2 0.5 31.5 7.2 24.2 5.6 435.2 100.0
2001 223.3 57.0 7.7 2.0 105.4 26.9 4.3 1.1 0.0 0.0 33.4 8.5 17.4 4.5 391.5 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 18.1 59.4 0.0 0.0 12.1 39.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.7 30.4 100.0
1996 41.6 69.3 0.0 0.0 17.8 29.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 1.2 60.1 100.0
2001 115.8 67.8 0.0 0.0 51.3 30.0 0.0 0.0 0.3 0.1 0.0 0.0 3.4 2.0 170.8 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 8.1 91.6 0.0 0.0 0.6 6.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 1.9 8.9 100.0
1996 42.0 82.3 4.8 9.5 3.8 7.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7 51.0 100.0
2001 106.3 80.6 9.4 7.1 11.4 8.6 3.2 2.4 0.3 0.3 0.0 0.0 1.3 1.0 131.9 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 25 主要国セクター別論文数の変化（生物・生化学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 266.9 76.3 33.9 9.7 30.1 8.6 11.9 3.4 2.8 0.8 0.0 0.0 4.3 1.2 349.8 100.0
1996 267.7 73.9 38.3 10.6 28.1 7.8 15.1 4.2 6.5 1.8 0.0 0.0 6.6 1.8 362.3 100.0
2001 280.5 69.1 27.0 6.7 68.8 16.9 16.3 4.0 7.0 1.7 0.0 0.0 6.4 1.6 406.0 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 2558.7 73.0 240.9 6.9 253.2 7.2 165.7 4.7 238.4 6.8 6.8 0.2 41.2 1.2 3504.9 100.0
1996 2452.4 72.4 270.5 8.0 241.4 7.1 143.4 4.2 242.7 7.2 4.1 0.1 30.8 0.9 3385.2 100.0
2001 2335.3 72.5 204.1 6.3 246.9 7.7 151.8 4.7 240.8 7.5 3.9 0.1 37.2 1.2 3220.0 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 271.4 61.2 23.2 5.2 66.4 15.0 41.3 9.3 38.4 8.6 0.0 0.0 3.1 0.7 443.8 100.0
1996 404.5 66.9 26.6 4.4 67.3 11.1 55.2 9.1 40.7 6.7 2.5 0.4 8.0 1.3 604.7 100.0
2001 366.3 67.7 27.3 5.0 60.2 11.1 36.4 6.7 35.6 6.6 6.8 1.2 9.0 1.7 541.4 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 178.5 56.1 7.9 2.5 90.8 28.5 0.0 0.0 0.7 0.2 34.7 10.9 5.8 1.8 318.3 100.0
1996 237.4 59.9 15.8 4.0 99.1 25.0 0.5 0.1 5.2 1.3 29.8 7.5 8.7 2.2 396.5 100.0
2001 246.7 59.8 17.3 4.2 113.3 27.5 1.0 0.2 1.6 0.4 16.4 4.0 16.3 3.9 412.5 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 91.4 39.8 6.9 3.0 64.6 28.1 29.5 12.8 24.5 10.7 5.4 2.3 7.6 3.3 229.8 100.0
1996 94.1 37.0 11.3 4.4 69.8 27.4 17.0 6.7 34.5 13.6 14.6 5.8 13.1 5.1 254.4 100.0
2001 94.9 38.8 9.1 3.7 70.7 28.9 22.4 9.2 19.7 8.0 12.7 5.2 15.0 6.1 244.5 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.3 16.4 0.0 0.0 1.7 83.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 100.0
1996 1.9 44.0 0.0 0.0 1.8 39.6 0.0 0.0 0.2 5.2 0.0 0.0 0.5 11.3 4.4 100.0
2001 17.7 69.8 0.0 0.0 6.7 26.7 0.0 0.0 0.7 2.6 0.0 0.0 0.2 0.9 25.3 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.6 53.8 0.5 46.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 100.0
1996 11.7 82.0 1.7 11.6 0.8 5.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 1.2 14.3 100.0
2001 30.4 95.1 0.4 1.2 0.7 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 1.5 32.0 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 26 主要国セクター別論文数の変化（材料・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 156.6 73.0 33.1 15.4 18.9 8.8 3.7 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 1.1 214.6 100.0
1996 156.9 71.0 36.1 16.3 19.1 8.6 5.8 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 1.4 221.0 100.0
2001 245.1 64.5 42.4 11.2 77.8 20.5 11.4 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.9 380.0 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 378.6 63.0 96.1 16.0 106.3 17.7 5.5 0.9 0.2 0.0 2.0 0.3 12.3 2.0 600.9 100.0
1996 363.9 70.1 54.6 10.5 86.0 16.6 3.1 0.6 1.8 0.3 0.1 0.0 9.2 1.8 518.7 100.0
2001 396.1 73.1 52.7 9.7 85.3 15.8 1.3 0.2 0.9 0.2 0.2 0.0 5.1 0.9 541.6 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 98.0 82.7 7.2 6.0 9.7 8.2 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 2.1 1.1 0.9 118.4 100.0
1996 107.1 89.2 5.4 4.5 5.1 4.3 1.5 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.8 120.1 100.0
2001 110.7 88.3 6.3 5.0 5.3 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.7 2.2 1.8 125.4 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 53.5 41.7 19.1 14.9 45.7 35.6 2.0 1.6 0.0 0.0 0.3 0.2 7.8 6.1 128.3 100.0
1996 71.1 50.2 10.5 7.4 51.1 36.1 1.3 0.9 0.0 0.0 0.3 0.2 7.2 5.1 141.6 100.0
2001 102.5 48.9 22.6 10.8 77.3 36.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.2 6.5 3.1 209.5 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 47.5 61.7 2.2 2.9 20.4 26.5 0.0 0.0 0.3 0.3 2.0 2.6 4.6 6.0 77.0 100.0
1996 56.9 62.1 2.3 2.5 24.8 27.1 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 2.9 5.0 5.4 91.6 100.0
2001 95.7 70.7 3.5 2.6 25.6 18.9 0.3 0.2 0.3 0.2 3.4 2.5 6.7 4.9 135.4 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 10.3 55.6 0.2 0.9 7.4 39.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 3.6 18.6 100.0
1996 15.3 51.3 0.0 0.0 14.4 48.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.4 29.9 100.0
2001 83.6 75.6 0.3 0.3 25.5 23.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.9 110.5 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 10.9 87.6 0.1 1.0 1.3 10.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 1.3 12.4 100.0
1996 23.7 84.3 0.5 1.8 2.8 10.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 3.9 28.1 100.0
2001 87.4 86.2 7.2 7.1 4.2 4.2 0.8 0.8 0.2 0.2 0.0 0.0 1.6 1.6 101.3 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 27 主要国セクター別論文数の変化（工学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 107.9 55.8 56.8 29.4 21.8 11.3 2.1 1.1 1.3 0.7 0.0 0.0 3.4 1.8 193.3 100.0
1996 118.3 52.8 74.8 33.4 25.2 11.2 1.6 0.7 0.3 0.1 0.0 0.0 3.9 1.7 224.0 100.0
2001 174.5 55.1 74.0 23.3 51.9 16.4 11.1 3.5 0.2 0.1 0.0 0.0 5.2 1.7 316.8 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 903.6 65.2 246.1 17.8 170.8 12.3 8.5 0.6 8.5 0.6 10.1 0.7 39.0 2.8 1386.6 100.0
1996 967.3 69.0 180.8 12.9 179.3 12.8 7.3 0.5 19.4 1.4 1.1 0.1 47.3 3.4 1402.4 100.0
2001 944.9 68.3 191.4 13.8 185.8 13.4 11.5 0.8 8.7 0.6 6.3 0.5 34.9 2.5 1383.4 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 156.9 72.9 31.1 14.5 12.6 5.9 1.0 0.5 6.5 3.0 2.8 1.3 4.3 2.0 215.2 100.0
1996 174.5 80.7 18.1 8.3 14.4 6.7 1.3 0.6 2.8 1.3 1.1 0.5 4.2 1.9 216.4 100.0
2001 166.1 79.5 17.8 8.5 11.7 5.6 2.8 1.3 4.1 2.0 1.2 0.6 5.2 2.5 208.9 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 85.0 48.6 28.4 16.2 55.3 31.7 0.0 0.0 0.3 0.2 0.0 0.0 5.7 3.3 174.7 100.0
1996 131.8 57.1 11.6 5.0 73.6 31.9 0.7 0.3 1.1 0.5 3.9 1.7 8.2 3.6 230.9 100.0
2001 136.9 51.3 19.7 7.4 91.2 34.2 0.5 0.2 0.2 0.1 2.2 0.8 16.1 6.0 266.9 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 60.0 45.9 4.9 3.7 42.0 32.2 1.3 1.0 1.3 1.0 7.7 5.9 13.3 10.2 130.5 100.0
1996 86.3 47.8 9.9 5.5 51.0 28.2 0.9 0.5 1.9 1.0 8.1 4.5 22.6 12.5 180.7 100.0
2001 85.8 49.6 12.2 7.0 43.5 25.1 0.2 0.1 1.1 0.7 9.9 5.7 20.6 11.9 173.2 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 12.3 56.5 0.0 0.0 9.0 41.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 2.3 21.8 100.0
1996 22.6 68.5 0.7 2.0 8.4 25.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 3.8 32.9 100.0
2001 83.4 85.2 0.9 0.9 13.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 97.8 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 12.5 85.0 0.6 4.2 1.4 9.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 1.1 14.7 100.0
1996 21.5 77.4 4.2 15.1 1.3 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 2.7 27.8 100.0
2001 57.2 78.7 5.6 7.7 6.3 8.7 2.8 3.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.9 72.6 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 28 主要国セクター別論文数の変化（動植物・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 81.3 73.7 6.7 6.1 18.5 16.7 1.4 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 2.2 110.3 100.0
1996 94.2 64.2 8.8 6.0 36.4 24.8 2.5 1.7 0.3 0.2 0.0 0.0 4.6 3.1 146.7 100.0
2001 101.0 69.9 3.8 2.6 33.6 23.2 3.2 2.2 0.3 0.2 1.4 1.0 1.2 0.8 144.5 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 968.5 77.7 33.0 2.6 154.1 12.4 28.1 2.3 6.1 0.5 15.2 1.2 41.6 3.3 1246.6 100.0
1996 872.1 79.2 30.6 2.8 122.8 11.2 27.7 2.5 10.2 0.9 10.3 0.9 27.3 2.5 1101.0 100.0
2001 727.3 77.9 34.8 3.7 107.4 11.5 24.7 2.6 9.9 1.1 10.3 1.1 18.9 2.0 933.4 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 205.8 57.7 5.2 1.5 101.0 28.3 29.8 8.4 0.7 0.2 0.0 0.0 13.9 3.9 356.4 100.0
1996 196.5 60.2 13.0 4.0 51.7 15.8 47.7 14.6 4.5 1.4 0.0 0.0 13.4 4.1 326.7 100.0
2001 145.0 53.6 11.6 4.3 66.8 24.7 29.4 10.9 3.8 1.4 0.0 0.0 14.0 5.2 270.6 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 86.0 71.5 0.5 0.4 24.7 20.5 0.0 0.0 0.5 0.4 1.3 1.0 7.3 6.1 120.2 100.0
1996 85.9 62.6 6.7 4.9 36.5 26.6 0.0 0.0 1.0 0.7 0.0 0.0 7.1 5.2 137.1 100.0
2001 94.8 61.8 3.4 2.2 48.7 31.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 6.4 4.1 153.4 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 31.3 40.9 1.7 2.3 37.1 48.4 0.8 1.1 1.0 1.3 0.8 1.1 3.8 5.0 76.7 100.0
1996 46.8 34.5 1.5 1.1 71.8 52.8 1.0 0.8 0.6 0.4 1.3 0.9 12.9 9.5 135.8 100.0
2001 36.7 31.4 3.7 3.2 56.0 48.0 1.8 1.6 2.6 2.2 1.8 1.6 14.1 12.1 116.6 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 3.5 69.0 0.0 0.0 0.6 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 19.7 5.1 100.0
1996 1.6 48.9 0.0 0.0 1.6 51.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 100.0
2001 10.4 69.9 0.0 0.0 4.2 28.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 1.8 14.9 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -
1996 5.8 92.1 0.2 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 5.3 6.3 100.0
2001 14.7 87.6 1.0 6.0 0.6 3.7 0.0 0.0 0.1 0.5 0.0 0.0 0.4 2.2 16.8 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 29 主要国セクター別論文数の変化（分子生物・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 26.9 76.0 0.4 1.0 5.2 14.7 0.6 1.8 2.2 6.1 0.0 0.0 0.1 0.4 35.3 100.0
1996 50.5 75.2 4.8 7.2 6.7 10.0 2.8 4.2 1.0 1.5 0.0 0.0 1.3 2.0 67.2 100.0
2001 95.1 75.1 2.9 2.3 18.9 14.9 7.2 5.7 0.9 0.7 0.3 0.3 1.3 1.0 126.6 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 339.1 74.1 18.7 4.1 36.1 7.9 29.0 6.3 26.9 5.9 1.7 0.4 6.2 1.4 457.8 100.0
1996 795.0 75.0 42.2 4.0 65.3 6.2 72.8 6.9 76.7 7.2 0.3 0.0 7.6 0.7 1060.0 100.0
2001 784.9 72.5 35.0 3.2 88.0 8.1 81.0 7.5 80.3 7.4 3.4 0.3 9.5 0.9 1082.1 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 45.9 53.2 2.9 3.3 11.4 13.2 12.1 14.0 12.4 14.3 0.0 0.0 1.7 1.9 86.3 100.0
1996 78.1 51.6 1.6 1.1 24.7 16.3 25.1 16.6 19.9 13.2 0.0 0.0 1.9 1.3 151.5 100.0
2001 119.2 63.9 1.8 1.0 25.7 13.8 21.5 11.5 14.9 8.0 0.8 0.4 2.6 1.4 186.4 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 22.5 54.1 0.8 1.8 14.6 34.9 0.0 0.0 1.0 2.4 1.5 3.6 1.3 3.1 41.7 100.0
1996 48.6 47.5 0.6 0.6 34.7 33.9 0.0 0.0 0.4 0.4 16.7 16.3 1.2 1.2 102.4 100.0
2001 65.2 50.8 1.8 1.4 42.6 33.2 0.4 0.3 1.7 1.3 14.2 11.0 2.4 1.9 128.4 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 9.6 28.5 0.0 0.0 5.2 15.5 9.9 29.4 4.6 13.7 3.1 9.2 1.3 3.7 33.8 100.0
1996 30.4 36.7 0.8 1.0 17.0 20.5 12.7 15.4 11.7 14.1 6.6 8.0 3.5 4.2 82.6 100.0
2001 29.6 36.1 0.8 1.0 22.1 27.0 10.2 12.5 9.9 12.0 4.0 4.9 5.2 6.4 81.9 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 31.8 0.0 0.0 0.1 36.4 0.0 0.0 0.1 31.8 0.4 100.0
1996 0.8 77.0 0.0 0.0 0.3 23.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 100.0
2001 4.0 55.1 0.0 0.0 2.1 28.8 0.1 1.5 0.4 5.7 0.0 0.0 0.6 8.8 7.3 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -
1996 0.4 62.5 0.0 0.0 0.3 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 100.0
2001 4.2 74.2 0.2 3.7 0.8 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 8.8 5.6 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 30 主要国セクター別論文数の変化（神経・行動科学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 53.3 75.6 5.3 7.6 5.1 7.2 2.7 3.8 1.5 2.1 0.0 0.0 2.6 3.7 70.4 100.0
1996 49.8 70.4 4.9 6.9 9.6 13.5 4.1 5.8 0.9 1.2 0.0 0.0 1.5 2.2 70.8 100.0
2001 53.0 72.1 0.7 0.9 12.0 16.3 4.8 6.5 2.3 3.1 0.0 0.0 0.7 1.0 73.5 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 747.6 78.1 37.6 3.9 68.7 7.2 22.5 2.4 67.3 7.0 0.4 0.0 13.2 1.4 957.5 100.0
1996 753.8 80.3 40.6 4.3 54.6 5.8 28.9 3.1 55.5 5.9 0.5 0.1 4.6 0.5 938.5 100.0
2001 743.0 81.6 21.9 2.4 44.5 4.9 32.7 3.6 63.2 6.9 0.3 0.0 5.0 0.5 910.6 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 94.0 68.1 6.3 4.5 6.9 5.0 4.3 3.1 25.0 18.1 0.0 0.0 1.5 1.1 138.0 100.0
1996 105.9 75.9 7.8 5.6 10.7 7.7 1.8 1.3 12.9 9.2 0.0 0.0 0.5 0.3 139.6 100.0
2001 106.4 77.2 11.1 8.1 10.3 7.5 0.2 0.1 8.1 5.9 0.0 0.0 1.7 1.3 137.9 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 44.8 55.4 1.4 1.7 30.5 37.7 0.0 0.0 0.8 1.0 0.0 0.0 3.5 4.3 81.0 100.0
1996 46.9 56.9 0.7 0.8 31.2 37.8 0.0 0.0 0.5 0.6 0.7 0.8 2.5 3.0 82.4 100.0
2001 60.1 55.9 0.8 0.8 42.6 39.6 0.0 0.0 0.3 0.3 0.6 0.5 3.0 2.8 107.5 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 29.2 43.7 1.4 2.1 14.1 21.1 2.2 3.3 17.7 26.6 0.3 0.4 1.8 2.7 66.8 100.0
1996 25.1 44.7 1.1 2.0 16.0 28.5 2.1 3.8 9.5 16.9 0.7 1.2 1.6 2.8 56.2 100.0
2001 23.6 42.3 2.1 3.7 17.0 30.4 1.7 3.1 4.9 8.8 1.1 2.0 5.4 9.7 55.9 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.5 40.0 0.0 0.0 0.8 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 100.0
1996 0.4 81.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 18.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 100.0
2001 3.1 92.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 7.5 3.3 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 100.0
1996 0.5 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 100.0
2001 3.3 96.3 0.1 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 31 主要国セクター別論文数の変化（地球・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 18.7 77.1 0.0 0.0 5.0 20.8 0.3 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 1.0 24.3 100.0
1996 32.7 73.3 0.7 1.6 10.6 23.9 0.3 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.5 44.6 100.0
2001 43.6 65.1 0.9 1.3 20.7 30.9 1.5 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.5 67.0 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 545.2 71.3 27.0 3.5 124.2 16.3 51.1 6.7 0.3 0.0 7.0 0.9 9.3 1.2 764.2 100.0
1996 587.6 66.3 32.4 3.7 172.3 19.5 70.0 7.9 0.0 0.0 4.1 0.5 19.6 2.2 885.9 100.0
2001 563.4 69.1 21.3 2.6 133.4 16.4 70.2 8.6 0.0 0.0 10.8 1.3 16.0 2.0 815.1 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 81.7 77.6 4.1 3.9 13.7 13.0 1.0 0.9 0.0 0.0 2.1 2.0 2.7 2.6 105.2 100.0
1996 105.2 79.0 6.1 4.6 13.9 10.4 1.1 0.8 0.0 0.0 3.6 2.7 3.3 2.5 133.2 100.0
2001 122.4 73.0 6.2 3.7 26.9 16.0 4.1 2.4 0.0 0.0 3.9 2.3 4.3 2.6 167.7 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 37.7 53.4 0.0 0.0 31.4 44.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 2.2 70.7 100.0
1996 57.3 52.6 0.3 0.3 46.0 42.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 4.7 4.3 108.9 100.0
2001 62.5 44.8 0.0 0.0 71.2 51.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.3 5.5 3.9 139.6 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 53.0 60.0 0.0 0.0 24.1 27.2 0.0 0.0 0.0 0.0 3.9 4.5 7.3 8.3 88.4 100.0
1996 61.9 58.8 0.6 0.6 30.5 28.9 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 4.0 8.2 7.7 105.3 100.0
2001 63.2 56.6 1.1 1.0 29.9 26.8 0.0 0.0 0.0 0.0 8.8 7.9 8.6 7.7 111.5 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1.2 19.5 0.0 0.0 4.7 75.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 5.3 6.3 100.0
1996 3.1 36.7 0.0 0.0 4.2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 13.4 8.4 100.0
2001 14.2 58.8 0.0 0.0 8.9 36.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 4.3 24.1 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 100.0 0.3 100.0
1996 0.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 100.0
2001 2.4 81.8 0.0 0.0 0.4 13.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 5.1 2.9 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 32 主要国セクター別論文数の変化（微生物学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 34.0 65.4 6.8 13.0 6.6 12.7 1.1 2.1 1.5 2.8 0.0 0.0 2.1 4.0 51.9 100.0
1996 22.3 68.9 3.4 10.6 4.0 12.2 1.0 3.2 0.6 1.7 0.0 0.0 1.1 3.4 32.3 100.0
2001 36.4 70.7 2.8 5.5 7.4 14.3 2.8 5.4 1.8 3.4 0.0 0.0 0.3 0.7 51.5 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 397.1 68.1 40.0 6.9 90.8 15.6 21.8 3.7 25.8 4.4 0.0 0.0 7.5 1.3 583.1 100.0
1996 376.7 70.6 48.3 9.1 54.9 10.3 15.5 2.9 28.1 5.3 0.5 0.1 9.7 1.8 533.7 100.0
2001 390.3 69.3 43.6 7.7 74.8 13.3 18.6 3.3 26.7 4.7 0.4 0.1 8.8 1.6 563.2 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 57.8 58.2 2.0 2.1 20.5 20.6 5.5 5.5 12.0 12.0 0.0 0.0 1.6 1.6 99.4 100.0
1996 61.1 61.1 5.8 5.8 12.3 12.3 9.2 9.2 10.4 10.4 0.1 0.1 1.0 1.0 100.0 100.0
2001 62.9 58.8 3.7 3.4 19.8 18.5 8.4 7.9 10.2 9.5 0.0 0.0 1.9 1.8 106.9 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 50.9 63.2 2.4 2.9 21.9 27.2 0.3 0.4 0.3 0.4 1.0 1.2 3.8 4.7 80.6 100.0
1996 52.0 59.2 0.5 0.6 27.2 30.9 4.1 4.7 0.3 0.4 0.6 0.7 3.2 3.6 87.8 100.0
2001 65.2 66.5 1.0 1.0 26.1 26.7 0.8 0.8 0.5 0.5 0.3 0.3 4.1 4.2 98.0 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 14.8 21.0 2.8 4.0 15.1 21.4 26.9 38.1 7.7 10.8 1.7 2.4 1.7 2.4 70.8 100.0
1996 24.0 36.3 3.3 5.0 14.5 22.0 14.8 22.5 6.8 10.3 0.4 0.6 2.1 3.3 66.0 100.0
2001 28.7 33.0 2.2 2.5 17.4 19.9 19.4 22.2 11.5 13.2 4.0 4.6 3.9 4.5 87.1 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1.9 53.1 0.0 0.0 1.4 37.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 9.2 3.6 100.0
1996 0.4 71.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 28.3 0.6 100.0
2001 6.8 58.1 0.0 0.0 2.3 19.8 0.5 4.3 1.4 12.3 0.0 0.0 0.7 5.5 11.7 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -
1996 1.8 71.0 0.5 19.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 9.7 2.6 100.0
2001 4.0 90.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 4.5 0.0 0.0 0.2 4.5 4.4 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 33 主要国セクター別論文数の変化（数学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 32.9 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 32.9 100.0
1996 29.4 98.6 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 1.1 29.8 100.0
2001 42.4 98.6 0.1 0.3 0.3 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.4 43.0 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 409.3 90.7 12.9 2.9 20.9 4.6 4.8 1.1 0.0 0.0 0.3 0.1 3.1 0.7 451.3 100.0
1996 405.0 91.9 14.3 3.3 14.7 3.3 1.2 0.3 1.4 0.3 0.3 0.1 4.0 0.9 441.0 100.0
2001 432.7 92.6 12.3 2.6 16.2 3.5 1.1 0.2 1.0 0.2 0.0 0.0 3.8 0.8 467.1 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 64.0 95.6 0.0 0.0 1.7 2.5 0.5 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 1.1 66.9 100.0
1996 63.5 89.7 0.2 0.2 4.3 6.0 1.1 1.5 0.5 0.7 0.0 0.0 1.3 1.9 70.9 100.0
2001 89.8 94.3 1.4 1.4 2.8 2.9 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 1.2 1.3 95.2 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 53.2 91.0 0.0 0.0 4.5 7.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 1.4 58.5 100.0
1996 56.3 87.4 0.5 0.8 7.6 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 64.4 100.0
2001 94.5 87.7 0.1 0.1 11.9 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 1.2 107.8 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 47.3 84.4 0.2 0.3 5.0 8.9 1.8 3.3 0.5 0.9 1.0 1.8 0.3 0.5 56.1 100.0
1996 58.7 82.4 0.2 0.2 6.6 9.2 1.8 2.6 0.0 0.0 1.7 2.3 2.3 3.2 71.2 100.0
2001 116.6 82.2 0.1 0.1 17.6 12.4 0.8 0.5 0.0 0.0 1.5 1.0 5.3 3.8 141.9 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 16.0 97.0 0.0 0.0 0.5 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.5 100.0
1996 7.7 72.1 0.0 0.0 3.0 27.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.7 100.0
2001 67.3 90.1 0.0 0.0 6.6 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 1.1 74.7 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 100.0
1996 3.9 92.1 0.3 7.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 100.0
2001 8.4 92.7 0.0 0.0 0.7 7.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 34 主要国セクター別論文数の変化（農学・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 42.9 59.7 14.5 20.2 11.2 15.5 1.5 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 2.5 71.9 100.0
1996 21.1 52.2 10.5 26.0 7.8 19.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 2.4 40.4 100.0
2001 22.7 55.7 6.4 15.7 9.1 22.3 1.8 4.5 0.1 0.2 0.0 0.0 0.6 1.5 40.7 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 366.0 75.2 18.1 3.7 93.7 19.2 0.6 0.1 0.5 0.1 0.2 0.0 7.6 1.6 486.6 100.0
1996 270.2 75.1 14.2 4.0 63.6 17.7 2.7 0.7 0.5 0.1 0.0 0.0 8.7 2.4 359.9 100.0
2001 227.7 71.7 10.5 3.3 68.3 21.5 3.7 1.2 0.3 0.1 0.2 0.1 6.8 2.1 317.6 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 30.5 42.2 5.7 7.8 26.1 36.1 6.3 8.8 0.8 1.2 0.0 0.0 2.8 3.9 72.3 100.0
1996 50.0 48.5 9.3 9.1 27.0 26.2 12.3 11.9 0.0 0.0 0.0 0.0 4.4 4.3 103.0 100.0
2001 39.4 48.6 7.3 9.0 17.0 21.0 14.3 17.7 0.9 1.1 0.0 0.0 2.2 2.7 81.1 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 25.1 66.9 1.0 2.7 8.3 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 8.2 37.5 100.0
1996 23.8 59.6 1.6 4.0 11.6 29.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 7.3 39.9 100.0
2001 36.6 58.5 1.8 3.0 19.5 31.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 7.3 62.5 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 12.6 24.8 0.0 0.0 32.4 63.9 0.0 0.0 0.5 1.0 0.5 1.0 4.7 9.3 50.7 100.0
1996 17.3 26.3 0.3 0.5 44.4 67.3 0.6 0.9 0.2 0.3 0.0 0.0 3.1 4.7 65.9 100.0
2001 8.5 15.7 0.0 0.0 38.2 70.4 0.3 0.6 0.3 0.6 0.8 1.4 6.1 11.2 54.3 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1.7 93.0 0.0 0.0 0.1 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 100.0
1996 0.8 39.1 0.0 0.0 0.8 39.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 21.7 1.9 100.0
2001 10.7 79.1 0.0 0.0 2.4 17.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 3.0 13.5 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 2.5 83.3 0.0 0.0 0.5 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 100.0
1996 1.4 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 100.0
2001 4.7 70.9 1.1 17.2 0.7 10.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 1.5 6.6 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 35 主要国セクター別論文数の変化（環境・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 5.5 66.0 0.3 3.0 1.7 20.9 0.3 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 7.1 8.3 100.0
1996 13.3 63.1 0.7 3.2 5.2 24.9 1.5 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 1.6 21.0 100.0
2001 18.1 56.8 1.9 6.0 8.7 27.2 2.1 6.6 0.0 0.0 0.1 0.3 1.0 3.0 32.0 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 342.7 68.7 29.6 5.9 89.9 18.0 13.8 2.8 0.8 0.2 8.0 1.6 14.0 2.8 498.8 100.0
1996 359.8 74.1 18.0 3.7 71.0 14.6 13.3 2.7 1.3 0.3 4.6 0.9 17.7 3.7 485.7 100.0
2001 382.9 72.9 20.9 4.0 81.9 15.6 17.8 3.4 0.2 0.0 5.0 1.0 16.5 3.1 525.2 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 29.2 72.5 1.5 3.7 8.7 21.7 0.5 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.8 40.3 100.0
1996 56.8 65.5 5.5 6.3 15.1 17.4 5.7 6.6 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 4.2 86.7 100.0
2001 79.8 72.3 8.4 7.6 9.8 8.8 9.1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 3.0 110.4 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 16.1 63.0 0.3 1.0 8.2 32.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 3.8 25.5 100.0
1996 26.8 61.5 1.0 2.3 12.1 27.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 8.3 43.5 100.0
2001 34.0 56.0 0.7 1.2 22.3 36.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 6.1 60.7 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 7.7 40.8 0.3 1.3 6.0 31.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 2.6 4.5 23.6 18.9 100.0
1996 11.6 47.3 1.1 4.5 8.0 32.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.7 3.6 14.6 24.5 100.0
2001 15.2 46.2 1.5 4.6 12.0 36.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 3.2 3.2 9.6 33.0 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.3 20.2 0.0 0.0 1.0 79.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 100.0
1996 1.6 41.8 0.0 0.0 1.6 42.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 15.9 3.8 100.0
2001 16.4 80.8 0.0 0.0 3.4 16.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 2.5 20.3 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 1.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 100.0
1996 2.7 86.6 0.0 0.0 0.4 13.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 100.0
2001 8.2 83.8 0.2 1.7 1.3 13.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 1.1 9.8 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 36 主要国セクター別論文数の変化（天文・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 17.7 96.6 0.0 0.0 0.6 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.3 100.0
1996 38.6 93.0 0.6 1.4 2.0 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7 41.6 100.0
2001 26.6 94.7 0.0 0.0 1.4 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 28.1 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 233.2 67.1 8.3 2.4 49.8 14.3 46.2 13.3 0.0 0.0 1.9 0.6 7.9 2.3 347.4 100.0
1996 319.4 69.0 8.1 1.7 60.3 13.0 62.9 13.6 0.0 0.0 4.2 0.9 7.7 1.7 462.7 100.0
2001 318.9 70.5 5.8 1.3 51.2 11.3 68.0 15.0 0.0 0.0 4.3 0.9 4.1 0.9 452.4 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 56.6 87.6 0.0 0.0 7.6 11.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.6 64.6 100.0
1996 58.6 86.8 0.2 0.3 8.4 12.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.5 67.6 100.0
2001 78.2 94.2 0.0 0.0 3.7 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 83.0 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 12.4 33.2 0.0 0.0 19.7 53.1 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 8.0 2.1 5.7 37.2 100.0
1996 13.0 21.5 0.0 0.0 42.6 70.4 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 7.0 0.7 1.1 60.5 100.0
2001 10.6 20.8 0.1 0.2 31.7 62.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.8 13.4 1.7 3.2 50.8 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 11.4 42.5 0.0 0.0 9.2 34.2 0.3 0.9 0.0 0.0 4.8 17.9 1.2 4.5 26.9 100.0
1996 21.6 45.2 0.0 0.0 12.2 25.5 0.0 0.0 0.0 0.0 10.9 22.7 3.2 6.6 47.9 100.0
2001 9.3 35.7 0.0 0.0 7.6 29.2 0.0 0.0 0.0 0.0 7.2 27.7 1.9 7.4 25.9 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 100.0
1996 0.6 30.2 0.0 0.0 1.4 69.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 100.0
2001 1.1 28.0 0.0 0.0 2.6 69.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 2.2 3.8 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
分数カウント
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -
1996 1.0 66.7 0.0 0.0 0.5 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 100.0
2001 0.6 62.3 0.0 0.0 0.3 37.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 37 主要国セクター別論文数の変化（情報・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 15.6 61.0 8.3 32.4 1.5 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.8 25.6 100.0
1996 6.8 45.5 6.2 41.9 1.6 10.6 0.2 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.8 14.9 100.0
2001 10.0 55.8 2.6 14.4 4.6 25.6 0.5 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 1.3 18.0 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 269.1 75.8 60.0 16.9 16.9 4.8 2.1 0.6 0.7 0.2 0.8 0.2 5.4 1.5 355.0 100.0
1996 188.3 71.7 55.4 21.1 11.4 4.4 1.8 0.7 0.5 0.2 0.3 0.1 4.7 1.8 262.5 100.0
2001 195.6 69.9 59.6 21.3 12.9 4.6 3.1 1.1 2.8 1.0 0.2 0.1 5.5 2.0 279.6 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 23.7 76.8 1.2 4.0 5.1 16.4 0.8 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.9 100.0
1996 25.2 81.9 2.0 6.4 0.7 2.2 1.0 3.2 0.2 0.6 0.0 0.0 1.7 5.7 30.8 100.0
2001 31.1 76.3 4.0 9.9 1.0 2.4 1.9 4.6 0.2 0.5 1.4 3.4 1.2 2.9 40.7 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 11.9 58.3 1.9 9.4 4.5 22.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 2.5 1.6 7.8 20.4 100.0
1996 21.4 67.1 3.6 11.4 5.5 17.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 4.2 31.9 100.0
2001 37.2 70.7 2.8 5.4 10.6 20.2 0.3 0.6 0.0 0.0 0.2 0.4 1.4 2.7 52.6 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 8.8 39.7 0.3 1.5 7.1 32.3 1.0 4.5 0.8 3.8 0.7 3.0 3.3 15.1 22.0 100.0
1996 10.8 41.9 0.4 1.4 11.4 44.2 0.0 0.0 0.7 2.8 0.5 1.9 2.0 7.8 25.7 100.0
2001 13.8 45.8 1.2 3.9 8.7 28.9 0.2 0.6 0.1 0.3 1.0 3.3 5.2 17.2 30.2 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 2.3 73.7 0.0 0.0 0.5 15.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 10.5 3.2 100.0
1996 2.8 82.9 0.0 0.0 0.6 17.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 100.0
2001 17.6 95.0 0.1 0.7 0.6 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.9 18.5 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.8 81.8 0.2 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 100.0
1996 0.8 59.2 0.6 40.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 100.0
2001 5.9 78.8 0.6 7.8 1.0 13.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.5 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 




表 付 38 主要国セクター別論文数の変化（心理・被引用度上位 10％） 
日本セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 3.4 78.8 0.0 0.0 0.7 15.4 0.0 0.0 0.3 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 100.0
1996 3.3 72.4 0.0 0.0 0.1 1.8 0.0 0.0 0.3 5.5 0.0 0.0 0.9 20.2 4.5 100.0
2001 3.8 66.4 0.3 5.9 0.6 9.8 0.5 8.8 0.5 8.2 0.0 0.0 0.0 0.8 5.7 100.0
米国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 199.7 66.6 6.2 2.1 31.4 10.5 3.2 1.1 49.7 16.6 0.0 0.0 9.4 3.1 299.6 100.0
1996 176.6 68.7 5.8 2.3 25.0 9.7 3.3 1.3 36.2 14.1 0.0 0.0 10.3 4.0 257.2 100.0
2001 166.2 73.3 11.9 5.3 16.5 7.3 3.0 1.3 21.0 9.3 0.0 0.0 8.3 3.6 226.8 100.0
イギリスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 25.7 49.8 2.3 4.5 2.8 5.5 0.0 0.0 20.5 39.7 0.0 0.0 0.3 0.5 51.6 100.0
1996 28.0 62.8 0.8 1.7 2.6 5.8 0.0 0.0 12.0 26.8 0.0 0.0 1.3 2.8 44.6 100.0
2001 32.4 76.7 1.4 3.4 0.1 0.4 0.0 0.0 7.9 18.7 0.0 0.0 0.3 0.7 42.2 100.0
ドイツセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 7.7 48.9 0.5 3.2 6.8 43.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 4.4 15.7 100.0
1996 10.9 61.7 0.5 2.8 6.0 34.0 0.0 0.0 0.1 0.6 0.0 0.0 0.2 0.9 17.8 100.0
2001 21.1 75.6 1.0 3.6 5.3 19.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.5 1.7 27.9 100.0
フランスセクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.9 11.9 0.3 4.3 1.8 22.8 0.0 0.0 1.6 20.8 0.2 2.2 2.9 38.0 7.7 100.0
1996 0.9 12.7 1.8 24.7 0.7 9.4 0.0 0.0 3.7 50.0 0.0 0.0 0.2 3.2 7.4 100.0
2001 1.9 20.8 0.6 6.8 2.0 21.9 0.2 2.7 3.1 33.9 0.1 1.4 1.2 12.6 9.2 100.0
中国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -
1996 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -
2001 0.4 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 100.0
韓国セクター別論文数・シェア（上位10%）
論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア 論文数 シェア
1991 0.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 100.0
1996 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 - 0.0 -
2001 0.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 100.0
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
大学 産業 政府 民間非営利 病院 その他 不明 全体
 
 








表 付 39 研究機関別論文数（臨床医学） 
臨床医学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 589
2 USA University of Texas 352
3 USA University of California, San Francisco 291
4 USA NIH (National Cancer Institute) 285
5 USA Veterans Administration Medical Center 280
6 USA University of Washington 260
7 USA Johns Hopkins University 256
8 USA University of California, Los Angeles 250
9 USA University of Michigan 226
9 USA Stanford University 226
11 USA University of Pennsylvania 199
12 USA Duke University 181
13 USA Washington University 179
14 USA University of California, San Diego 178
15 USA Mayo Clinic 177
16 SWEDEN Karolinska Institute 176
17 USA University of Pittsburgh 160
18 USA University of Minnesota 156
19 USA Yale University 154
20 USA Veterans Affairs Medical Center 152
臨床医学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 737
2 USA University of Texas 460
3 USA University of California, San Francisco 348
4 USA Veterans Affairs Medical Center 311
5 USA Johns Hopkins University 297
6 USA University of Washington 295
7 USA University of California, Los Angeles 274
8 USA NIH (National Cancer Institute) 272
9 USA University of Michigan 261
10 USA University of Pennsylvania 241
11 USA University of Pittsburgh 239
12 USA Duke University 237
13 USA Stanford University 226
14 USA Washington University 220
14 SWEDEN Karolinska Institute 220
16 CANADA University of Toronto 219
17 USA Mayo Clinic 214
18 UK University College London 205
19 USA Columbia University 198
20 USA University of Minnesota 190
臨床医学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 808
2 USA University of Texas 574
3 USA Johns Hopkins University 406
4 USA University of California, San Francisco 368
5 USA University of Washington 326
6 USA University of California, Los Angeles 322
7 USA Mayo Clinic 320
8 USA University of Pennsylvania 313
9 USA Stanford University 296
10 USA NIH (National Cancer Institute) 263
10 USA University of Pittsburgh 263
12 USA University of Michigan 260
13 CANADA University of Toronto 247
14 USA Duke University 239
15 SWEDEN Karolinska Institute 238
16 UK University College London 233
17 USA Columbia University 232
17 USA University of California, San Diego 232
19 USA Washington University 230
20 USA Brigham & Women's Hospital 225  
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表 付 40 研究機関別論文数（化学） 
化学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA University of Texas 126
2 USA Massachusetts Institute of Technology 101
3 JAPAN 京都大学 87
4 USA University of Illinois 86
5 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 81
5 FRANCE CNRS 81
7 USA University of California, Berkeley 79
8 USA Purdue University 75
9 USA Harvard University 73
9 USA University of Minnesota 73
11 JAPAN 東京大学 71
12 USA Stanford University 66
13 USA University of California, Los Angeles 65
14 USA DuPont, Inc. 64
15 USA Pennsylvania State University 62
16 USA Cornell University 61
17 JAPAN 東京工業大学 60
18 USA University of Wisconsin 59
19 USA Texas A&M University 57
19 USA Northwestern University 57
19 UK University of Cambridge 57
19 USA International Business Machines Corporation 57
化学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Massachusetts Institute of Technology 114
2 FRANCE CNRS 107
3 USA University of California, Berkeley 105
4 USA University of Minnesota 94
5 USA California Institute of Technology 87
6 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 84
6 JAPAN 京都大学 84
6 JAPAN 東京大学 84
9 USA University of Illinois 75
10 USA University of Texas 73
11 JAPAN 大阪大学 71
11 USA Harvard University 71
13 RUSSIA Russian Academy of Sciences 70
14 UK University of Oxford 66
15 USA Cornell University 65
15 USA Pennsylvania State University 63
17 UK Imperial College London 63
18 SWEDEN Lund University 62
19 USA Northwestern University 61
19 SPAIN CSIC 61
化学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 PEOPLES-R-CHINA 中国科学院 133
2 JAPAN 東京大学 119
3 USA University of California, Berkeley 116
4 USA University of Illinois 103
5 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 99
6 JAPAN 京都大学 98
6 FRANCE CNRS 98
8 USA Massachusetts Institute of Technology 88
9 JAPAN 東北大学 82
10 USA Harvard University 78
11 USA University of Texas 72
11 JAPAN 大阪大学 72
13 USA Texas A&M University 68
13 USA Northwestern University 68
15 USA University of Minnesota 67
16 USA Scripps Clinic & Research Institute 66
17 USA Stanford University 63
17 SPAIN CSIC 63
17 JAPAN 科学技術振興事業団 63
20 JAPAN （独）産業技術総合研究所 62  
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表 付 41 研究機関別論文数（物理） 
物理・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA AT&T 255
2 USA International Business Machines Corporation 238
3 USA Massachusetts Institute of Technology 126
4 JAPAN 東京大学 124
5 USA University of Illinois 119
5 USA Stanford University 119
7 FRANCE CNRS 117
8 USA Argonne National Laboratory 108
9 FRANCE CEA 102
10 USA University of California, Berkeley 98
10 USA Los Alamos National Laboratory 98
12 USA University of California, Santa Barbara 96
13 UK University of Cambridge 80
14 USA US Navy 79
14 USA Princeton University 79
14 FRANCE Paris-Sud University 79
14 SWITZERLAND CERN 79
18 USSR Academy of Sciences of the USSR 77
19 USA Cornell University 75
20 USA University of Texas 74
物理・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 RUSSIA Russian Academy of Sciences 231
2 UK University of Cambridge 174
3 JAPAN 東京大学 171
4 USA Massachusetts Institute of Technology 162
5 USA University of California, Santa Barbara 156
6 USA University of California, Berkeley 154
7 FRANCE CEA 152
8 USA Stanford University 140
9 USA University of Illinois 137
10 SWITZERLAND CERN 131
11 USA Princeton University 130
12 USA AT&T 123
13 FRANCE CNRS 122
13 ITALY Istituto Nazionale Fisica Nuclear 122
15 USA International Business Machines Corporation 114
16 USA Los Alamos National Laboratory 109
17 UK University of Oxford 108
18 FRANCE Paris-Sud University 105
19 USA University of Maryland 103
20 USA Argonne National Laboratory 100
物理・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 RUSSIA Russian Academy of Sciences 220
2 JAPAN 東京大学 209
3 USA Massachusetts Institute of Technology 181
4 USA University of California, Berkeley 170
5 UK University of Cambridge 146
5 USA Princeton University 146
7 FRANCE CNRS 142
7 FRANCE CEA 142
9 ITALY Istituto Nazionale Fisica Nuclear 134
10 USA Los Alamos National Laboratory 124
11 USA Stanford University 121
12 USA University of Illinois 117
13 JAPAN 東北大学 113
14 SWITZERLAND CERN 112
15 USA University of California, Santa Barbara 109
15 FRANCE Paris-Sud University 109
17 USA Harvard University 106
17 USA Argonne National Laboratory 106
19 USA Brookhaven National Laboratory 104
20 PEOPLES-R-CHINA 中国科学院 103  
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表 付 42 研究機関別論文数（生物・生化学） 
生物・生化学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 315
2 USA University of Texas 178
3 USA University of California, San Francisco 177
4 USA NIH (National Cancer Institute) 138
5 USA Stanford University 121
6 USA Washington University 113
7 USA University of California, San Diego 111
8 USA Johns Hopkins University 106
9 USA University of California, Berkeley 105
10 USA Yale University 103
10 USA University of Washington 103
12 USA Massachusetts Institute of Technology 99
13 USA Veterans Administration Medical Center 90
14 USA Cornell University 88
15 USA University of Michigan 86
16 USA University of Pennsylvania 85
17 USA University of California, Los Angeles 80
18 USA Columbia University 79
19 UK MRC 77
20 USA Scripps Clinic & Research Institute 68
生物・生化学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 419
2 USA University of Texas 209
3 USA University of California, San Francisco 157
4 USA Johns Hopkins University 145
5 USA Stanford University 132
6 USA Yale University 125
7 USA NIH (National Cancer Institute) 123
8 USA University of Pennsylvania 122
8 USA Columbia University 122
10 USA University of California, Los Angeles 119
11 USA University of California, San Diego 117
12 USA University of Washington 116
13 USA Washington University 115
14 UK University of Oxford 104
15 CANADA University of Toronto 99
16 USA Duke University 97
17 USA Cornell University 96
17 UK MRC 96
19 USA University of Michigan 95
20 USA University of California, Berkeley 92
生物・生化学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 399
2 USA University of Texas 259
3 USA Stanford University 164
4 USA University of California, San Diego 150
5 JAPAN 東京大学 145
6 USA University of California, San Francisco 141
7 USA Johns Hopkins University 137
8 USA University of Pennsylvania 136
9 USA NIH (National Cancer Institute) 134
10 USA University of Washington 132
11 USA University of California, Los Angeles 126
12 USA Yale University 120
13 USA Washington University 114
14 USA Columbia University 111
14 UK University of Cambridge 111
16 UK University of Oxford 105
17 USA Scripps Clinic & Research Institute 104
18 CANADA University of Toronto 103
19 USA Duke University 101
20 USA Massachusetts Institute of Technology 100  
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表 付 43 研究機関別論文数（材料） 
材料・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 JAPAN 東北大学 51
2 USA University of California, Santa Barbara 42
3 JAPAN 京都大学 41
4 USA Oak Ridge National Laboratory 33
5 USA Sandia National Laboratories 31
6 UK University of Cambridge 30
7 JAPAN 大阪大学 29
8 FRANCE CNRS 27
8 GERMANY Forschungszentrum Julich GmbH 27
10 USA US Navy 25
11 USA Massachusetts Institute of Technology 24
11 GERMANY Max Planck Institute of Metals Research 24
13 USA International Business Machines Corporation 23
13 CANADA University of Toronto 23
15 USA Pennsylvania State University 22
15 USA Carnegie Mellon University 22
15 USSR Academy of Sciences of the USSR 22
18 JAPAN 名古屋大学 21
18 USA University of Pennsylvania 21
20 USA Los Alamos National Laboratory 19
材料・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 JAPAN 東北大学 49
2 UK University of Cambridge 42
3 FRANCE CNRS 41
4 RUSSIA Russian Academy of Sciences 38
5 USA University of California, Santa Barbara 36
6 JAPAN 京都大学 35
7 USA National Institute of Standards and Technology 29
7 USA Harvard University 29
7 USA Massachusetts Institute of Technology 29
10 PEOPLES-R-CHINA 中国科学院 28
11 USA University of Illinois 26
12 USA Pennsylvania State University 25
12 USA Sandia National Laboratories 25
14 GERMANY Max Planck Institute of Metals Research 24
15 USA University of California, Berkeley 23
15 USA Oak Ridge National Laboratory 23
17 USA North Carolina State University 21
17 JAPAN 東京工業大学 21
19 UK University of Manchester 20
20 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 19
材料・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 JAPAN 東北大学 86
2 JAPAN （独）産業技術総合研究所 60
3 PEOPLES-R-CHINA 中国科学院 57
3 FRANCE CNRS 57
5 JAPAN （独）物質・材料研究機構 48
6 JAPAN 東京大学 47
7 UK University of Cambridge 45
8 JAPAN 京都大学 43
8 SPAIN CSIC 43
8 USA Oak Ridge National Laboratory 43
11 RUSSIA Russian Academy of Sciences 42
12 USA Massachusetts Institute of Technology 40
13 JAPAN 科学技術振興事業団 34
14 USA University of California, Berkeley 33
14 GERMANY Max Planck Institute of Colloids and Interfaces 33
16 USA National Institute of Standards and Technology 32
17 USA Los Alamos National Laboratory 30
17 USA University of California, Santa Barbara 30
17 USA University of Illinois 30
20 SOUTH-KOREA Seoul National University 29  
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表 付 44 研究機関別論文数（工学） 
工学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Stanford University 92
2 USA Massachusetts Institute of Technology 86
3 USA AT&T 77
4 USA University of Michigan 64
5 USA National Aeronautics and Space Administration 63
6 USA University of Illinois 60
7 USA University of California, Berkeley 58
8 USA International Business Machines Corporation 51
9 USA California Institute of Technology 50
10 USA University of Texas 47
11 USA National Institute of Standards and Technology 46
12 USA Princeton University 42
13 USA Purdue University 41
13 USA Sandia National Laboratories 41
15 USA Cornell University 40
16 FRANCE CEA 38
17 USA US Navy 37
18 USA Northwestern University 36
18 JAPAN 京都大学 36
18 CANADA University of Toronto 36
工学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Massachusetts Institute of Technology 86
2 USA University of Illinois 82
3 USA Stanford University 80
3 USA University of California, Berkeley 80
5 USA National Aeronautics and Space Administration 62
6 USA University of Michigan 61
6 USA University of Texas 61
8 RUSSIA Russian Academy of Sciences 56
9 USA California Institute of Technology 53
9 FRANCE CEA 53
11 USA Sandia National Laboratories 51
11 USA International Business Machines Corporation 51
11 USA Harvard University 51
14 USA AT&T 48
15 USA University of Minnesota 47
15 FRANCE CNRS 47
17 UK University of Cambridge 45
18 USA University of Maryland 43
19 USA Cornell University 42
20 JAPAN 日本電信電話（株） 40
20 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 40
工学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA University of California, Berkeley 119
2 USA University of Illinois 102
3 USA Massachusetts Institute of Technology 96
3 USA Stanford University 96
5 RUSSIA Russian Academy of Sciences 93
6 USA Oak Ridge National Laboratory 70
7 FRANCE CNRS 69
8 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 68
9 USA University of Maryland 66
10 USA University of California, Los Angeles 64
10 USA Lucent Technologies 64
10 USA Sandia National Laboratories 64
13 USA University of California, San Diego 59
13 FRANCE CEA 59
15 USA University of Texas 58
15 USA Lawrence Livermore National Laboratory 58
17 JAPAN 京都大学 57
18 USA University of Michigan 56
19 JAPAN 東北大学 55
19 JAPAN 日本原子力研究所 55  
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表 付 45 研究機関別論文数（動植物） 
動植物・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA USDA Agricultural Research Service 123
2 USA University of California, Davis 89
3 USA Cornell University 77
4 USA University of Wisconsin 55
5 USA University of Florida 53
5 USA Michigan State University 53
7 USA University of Georgia 52
8 FRANCE INRA 41
9 USA Ohio State University 40
9 USA North Carolina State University 40
11 USA Texas A&M University 38
11 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 38
13 UK Biotechnology and Biological Sciences Research Council 36
14 CANADA University of Guelph 34
14 USA University of Minnesota 34
16 USA Washington State University 33
16 USA University of Illinois 33
16 USA University of California, Berkeley 33
19 USA Oregon State University 29
20 SWEDEN Swedish University of Agricultural Sciences 28
20 CANADA Fisheries and Oceans Canada 28
20 USA University of Washington 28
動植物・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA USDA Agricultural Research Service 112
2 USA University of California, Davis 95
3 USA Cornell University 89
4 FRANCE INRA 88
5 USA University of Wisconsin 58
6 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 52
7 USA University of Florida 49
8 USA University of Georgia 48
9 USA Michigan State University 43
10 USA Washington State University 42
10 UK John Innes Center 42
12 USA Purdue University 41
12 SPAIN CSIC 41
14 SWEDEN Swedish University of Agricultural Sciences 38
14 USA University of California, Berkeley 38
14 USA University of Minnesota 38
17 USA North Carolina State University 37
17 FRANCE CNRS 37
19 USA Ohio State University 36
20 USA University of Maryland 35
動植物・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA USDA Agricultural Research Service 99
2 USA University of California, Davis 79
3 FRANCE INRA 74
4 USA Cornell University 66
5 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 65
6 USA University of California, Berkeley 59
7 USA University of Wisconsin 53
8 JAPAN 東京大学 49
8 FRANCE CNRS 49
10 USA University of Arizona 45
11 SPAIN CSIC 43
12 USA University of Florida 40
12 USA University of Maryland 40
14 USA Michigan State University 39
14 SWEDEN Swedish University of Agricultural Sciences 39
16 USA University of Minnesota 38
16 USA Oregon State University 38
17 USA University of Georgia 35
17 USA Ohio State University 35
20 UK Veterinary Laboratories Agency 33
20 USA North Carolina State University 33
20 AUSTRALIA University of Sydney 33
20 JAPAN 理化学研究所 33  
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表 付 46 研究機関別論文数（分子生物） 
分子生物・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 53
2 USA University of Texas 35
3 USA University of California, Berkeley 33
3 USA NIH (National Cancer Institute) 33
5 USA Cornell University 23
6 USA University of California, San Francisco 22
7 USA Washington University 21
8 USA Yale University 20
9 USA University of California, Los Angeles 19
10 USA Stanford University 18
11 USA Columbia University 17
11 USA University of Michigan 17
13 UK University of Oxford 16
13 USA University of Chicago 16
13 USA Massachusetts Institute of Technology 16
16 UK MRC 15
16 UK Imperial Cancer Research Fund 15
16 USA Johns Hopkins University 15
16 USA University of California, Irvine 15
20 USA University of California, San Diego 14
分子生物・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 205
2 USA University of California, San Francisco 90
3 USA Johns Hopkins University 72
4 USA University of Texas 71
5 USA Stanford University 70
6 USA Columbia University 69
7 USA Massachusetts Institute of Technology 68
8 USA NIH (National Cancer Institute) 64
9 USA Yale University 59
9 USA University of Pennsylvania 59
11 USA University of California, Berkeley 58
12 USA Washington University 57
13 USA University of Washington 56
14 USA University of California, San Diego 50
15 UK MRC 49
15 CANADA University of Toronto 49
17 USA University of California, Los Angeles 48
17 USA Massachusetts General Hospital 48
19 UK University of Cambridge 47
20 USA Baylor College of Medicine 46
分子生物・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 211
2 USA University of Texas 95
3 USA Stanford University 91
4 USA University of California, San Francisco 84
5 USA NIH (National Cancer Institute) 79
6 USA University of California, San Diego 72
6 USA University of Pennsylvania 72
8 USA Massachusetts Institute of Technology 67
9 USA Johns Hopkins University 64
10 USA University of Washington 63
11 UK University of Oxford 59
11 USA Columbia University 59
13 JAPAN 東京大学 55
14 USA University of California, Berkeley 53
15 USA Yale University 50
16 UK University of Cambridge 49
17 USA University of California, Los Angeles 48
18 USA Scripps Clinic & Research Institute 47
18 USA Rockefeller University 47
18 CANADA University of Toronto 47  
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表 付 47 研究機関別論文数（神経・行動科学） 
神経・行動科学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 64
2 USA University of California, San Diego 53
3 USA Johns Hopkins University 52
4 USA Yale University 51
5 USA University of California, San Francisco 47
6 CANADA McGill University 45
7 USA Veterans Administration Medical Center 39
8 USA University of California, Los Angeles 38
9 USA Stanford University 36
10 USA University of Texas 34
11 USA Washington University 32
12 USA University of Pennsylvania 31
12 USA NIH (National Institute of Mental Health) 31
14 USA Rockefeller University 29
15 USA University of California, Irvine 28
15 SWEDEN Karolinska Institutet 28
17 USA University of Washington 27
17 USA Cornell University 27
19 USA Columbia University 26
19 USA New York University 26
神経・行動科学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 101
2 USA University of California, San Francisco 54
3 UK University College London 53
4 USA Johns Hopkins University 51
5 USA Columbia University 50
6 USA Yale University 47
7 CANADA McGill University 42
8 USA University of California, San Diego 41
9 USA Massachusetts General Hospital 38
10 USA Stanford University 36
11 USA University of Washington 35
11 USA NIH (National Institute of Mental Health) 35
13 UK University of Cambridge 32
13 USA University of California, Los Angeles 32
15 USA University of Texas 31
15 USA Veterans Administration Medical Center 31
17 USA Washington University 30
17 USA University of California, Irvine 30
19 USA Salk Institute for Biological Studies 28
19 USA University of Pennsylvania 28
19 USA NIH (National Institute of Neurological Disorders and Stroke) 28
19 CANADA University of Toronto 28
19 USA Veterans Affairs Medical Center 28
神経・行動科学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 133
2 UK University College London 73
3 USA Columbia University 56
4 USA University of California, San Francisco 54
4 USA Stanford University 54
6 USA University of Texas 51
7 USA University of California, San Diego 50
8 USA Washington University 47
9 USA University of California, Los Angeles 46
10 USA Massachusetts General Hospital 45
11 USA Yale University 44
12 USA Johns Hopkins University 43
13 UK University of Cambridge 35
14 USA New York University 33
15 USA NIH (National Institute of Mental Health) 30
16 USA Massachusetts Institute of Technology 29
17 USA Salk Institute for Biological Studies 27
17 UK University of Oxford 27
19 USA Emory University 26
19 USA University of Wisconsin 26
19 USA Cornell University 26  
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表 付 48 研究機関別論文数（地球） 
地球・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA US Geological Survey 76
2 USA National Aeronautics and Space Administration 67
3 USA University of California, San Diego 49
4 USA National Oceanic and Atmospheric Administration 44
5 USA California Institute of Technology 42
6 USA Columbia University 41
7 USA University of Washington 38
8 USA University of California, Los Angeles 34
9 USA National Center for Atmospheric Research 33
10 USA Woods Hole Oceanographic Institution 32
10 USA Massachusetts Institute of Technology 32
12 USA University of Colorado 31
13 AUSTRALIA Australian National University 29
14 USA Johns Hopkins University 24
15 UK University of Cambridge 23
15 USA Oregon State University 23
17 GERMANY Max Planck Institute for Chemistry 22
18 USA Stanford University 21
18 CANADA Geological Survey of Canada 21
18 FRANCE CNRS 21
地球・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA National Aeronautics and Space Administration 148
2 USA National Oceanic and Atmospheric Administration 100
3 USA California Institute of Technology 80
4 USA University of Colorado 69
5 USA US Geological Survey 58
6 USA National Center for Atmospheric Research 49
7 USA Massachusetts Institute of Technology 43
7 USA University of California, San Diego 43
9 USA University of Washington 42
10 USA Woods Hole Oceanographic Institution 41
11 USA Columbia University 38
12 USA Harvard University 37
13 USA Stanford University 36
13 USA Princeton University 36
15 USA University of Maryland 35
16 USA University of Michigan 33
17 FRANCE CNRS 30
18 USA University of New Hampshire 29
18 USA University of Rhode Island 29
20 USA University of California, Berkeley 28
20 USA University of California, Irvine 28
地球・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA National Aeronautics and Space Administration 150
2 USA National Oceanic and Atmospheric Administration 86
3 USA National Center for Atmospheric Research 77
4 USA University of Colorado 69
5 USA University of Washington 67
6 USA California Institute of Technology 59
7 USA University of California, San Diego 57
8 USA Massachusetts Institute of Technology 54
8 USA University of California, Berkeley 54
10 USA Woods Hole Oceanographic Institution 52
11 USA Columbia University 50
11 USA Oregon State University 50
13 USA University of Maryland 48
14 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 43
15 USA US Geological Survey 40
16 USA University of California, Los Angeles 39
16 USA Harvard University 39
18 FRANCE CEA 35
19 GERMANY Max Planck Institute for Chemistry 34
20 UK University of Southampton 33
20 JAPAN 東京大学 33
20 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 33
20 FRANCE CNRS 33  
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表 付 49 研究機関別論文数（微生物学） 
微生物学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 47
2 USA NIH (National Institute of Allergy and Infectious Diseases) 45
3 FRANCE Institut Pasteur 43
4 USA Centers for Disease Control and Prevention 25
5 USA University of Texas 22
6 USA Cornell University 20
6 USA NIH (National Cancer Institute) 20
8 USA Stanford University 19
9 USA University of Wisconsin 18
9 USA University of California, San Diego 18
11 USA University of California, San Francisco 17
12 USA University of Washington 16
12 USA Veterans Affairs Medical Center 16
14 USA USDA Agricultural Research Service 15
14 UK University of Oxford 15
14 USA University of Minnesota 15
17 USA Duke University 14
17 FRANCE CNRS 14
17 USA Veterans Administration Medical Center 14
20 UK University of Edinburgh 13
20 UK University of Cambridge 13
微生物学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 41
2 FRANCE Institut Pasteur 33
3 USA Centers for Disease Control and Prevention 30
4 USA NIH (National Institute of Allergy and Infectious Diseases) 29
5 USA University of Texas 28
6 USA University of Illinois 24
7 USA Cornell University 21
7 USA University of Iowa 21
7 USA Stanford University 21
10 USA Veterans Affairs Medical Center 20
11 USA University of Washington 19
11 USA University of Maryland 19
13 USA University of Pennsylvania 18
13 USA NIH (National Cancer Institute) 18
15 USA University of California, Los Angeles 17
15 USA University of Georgia 17
15 BELGIUM Ghent University 17
15 USA University of Alabama 17
19 USA University of North Carolina 16
20 USA University of Wisconsin 15
20 FRANCE INRA 15
20 USA Baylor College of Medicine 15
微生物学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 58
2 FRANCE Institut Pasteur 47
3 USA Centers for Disease Control and Prevention 44
4 USA University of Washington 34
5 USA University of Texas 33
6 USA NIH (National Institute of Allergy and Infectious Diseases) 31
7 USA USDA Agricultural Research Service 28
7 USA University of California, San Francisco 28
7 USA University of Iowa 28
7 USA Johns Hopkins University 28
11 USA University of Wisconsin 24
11 USA Cornell University 24
13 USA University of Pennsylvania 23
13 FRANCE CNRS 23
15 UK Health Protection Agency 22
15 USA NIH (National Cancer Institute) 22
17 USA Emory University 20
18 BELGIUM Ghent University 19
18 USA University of Georgia 19
18 USA Rockefeller University 19  
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表 付 50 研究機関別論文数（数学） 
数学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA University of California, Berkeley 26
2 USA University of California, Los Angeles 25
3 USA Stanford University 22
3 USA Cornell University 22
5 UK University of Cambridge 21
5 USA New York University 21
7 USA Princeton University 19
7 USA University of Minnesota 19
7 USA Massachusetts Institute of Technology 19
10 FRANCE Pierre & Marie Curie University 17
11 USA University of Illinois 16
12 USA University of Wisconsin 15
13 USA University of Chicago 14
13 USA Harvard University 14
13 USA University of Maryland 14
16 USA University of Washington 12
16 USA Rutgers, The State University of New Jersey 12
16 USA Pennsylvania State University 12
16 USA Brown University 12
20 USA Ohio State University 11
20 USA Purdue University 11
数学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA University of Minnesota 23
1 USA Harvard University 23
1 USA New York University 23
4 USA Massachusetts Institute of Technology 22
4 USA Cornell University 22
6 USA University of Washington 20
7 USA University of Michigan 19
8 USA University of California, Berkeley 18
8 USA Rutgers, The State University of New Jersey 18
8 FRANCE Pierre & Marie Curie University 18
8 USA University of Chicago 18
12 USA Stanford University 17
13 RUSSIA Russian Academy of Sciences 16
14 USA Georgia Institute of Technology 15
15 USA University of California, Los Angeles 14
15 USA University of California, San Diego 14
17 USA Brown University 13
17 USA University of California, Santa Barbara 13
19 USA University of Wisconsin 12
19 USA University of Maryland 12
19 USA Princeton University 12
19 USA University of Illinois 12
数学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA University of California, Berkeley 44
2 FRANCE Pierre & Marie Curie University 33
3 FRANCE Paris-Sud University 30
4 UK University of Cambridge 29
5 USA Princeton University 28
6 FRANCE CNRS 26
7 USA Stanford University 25
7 USA New York University 25
9 RUSSIA Russian Academy of Sciences 24
10 USA University of Wisconsin 23
11 USA University of California, Los Angeles 21
11 USA Harvard University 21
13 UK University of Oxford 20
13 USA University of Michigan 20
13 USA University of Washington 20
16 USA University of Minnesota 19
16 USA Cornell University 19
18 USA California Institute of Technology 18
18 ISRAEL Tel Aviv University 18
18 USA University of Illinois 18  
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表 付 51 研究機関別論文数（農学） 
農学・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA USDA Agricultural Research Service 124
2 FRANCE INRA 44
3 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 43
3 CANADA Agriculture and Agri-Food Canada 43
5 USA University of California, Davis 36
6 UK Biotechnology and Biological Sciences Research Council 31
7 NETHERLANDS Wageningen University 30
8 USA University of Wisconsin 29
8 USA Cornell University 29
10 USA University of Georgia 28
11 USA University of Illinois 26
11 USA University of Florida 26
13 USA Kansas State University 25
14 USA Ohio State University 24
15 USA University of Minnesota 23
16 USA North Carolina State University 21
16 USA Texas A&M University 21
18 USA University of Nebraska 20
18 USA Iowa State University 20
20 USA USDA 19
農学・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA USDA Agricultural Research Service 101
2 FRANCE INRA 69
3 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 39
4 USA University of California, Davis 35
5 CANADA Agriculture and Agri-Food Canada 32
6 NETHERLANDS Wageningen University 30
7 SPAIN CSIC 29
7 USA Cornell University 29
9 USA University of Georgia 24
10 USA Iowa State University 23
11 CANADA University of Guelph 23
11 USA University of Nebraska 22
13 USA University of Florida 20
14 SWEDEN Swedish University of Agricultural Sciences 19
15 USA Kansas State University 17
16 USA University of Minnesota 16
16 USA University of Wisconsin 16
16 USA University of Illinois 16
19 UK Biotechnology and Biological Sciences Research Council 15
19 UK University of Reading 15
19 USA Colorado State University 15
19 USA Texas A&M University 15
農学・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA USDA Agricultural Research Service 113
2 FRANCE INRA 64
3 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 37
4 USA University of California, Davis 36
5 NETHERLANDS Wageningen University 34
6 SPAIN CSIC 30
7 DENMARK Royal Veterinary and Agricultural University 28
8 USA Cornell University 27
9 CANADA Agriculture and Agri-Food Canada 23
9 USA University of Georgia 23
11 USA Iowa State University 22
12 DENMARK Danish Institute of Agricultural Sciences 20
12 USA University of Nebraska 20
14 USA University of Wisconsin 19
15 USA Ohio State University 18
16 USA University of Illinois 17
16 SWEDEN Swedish University of Agricultural Sciences 17
18 USA Kansas State University 16
19 CANADA University of Guelph 15
19 UK IACR-Rothamsted 15
19 USA University of Minnesota 15
19 USA Washington State University 15
19 USA USDA 15  
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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表 付 52 研究機関別論文数（環境） 
環境・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA US Environmental Protection Agency 51
2 USA University of California, Berkeley 26
3 USA University of Arizona 25
4 USA University of Minnesota 24
5 USA Cornell University 22
5 USA USDA Agricultural Research Service 22
7 USA University of Wisconsin 21
8 USA Stanford University 20
8 USA US Geological Survey 20
10 USA University of California, San Diego 19
11 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 18
11 USA National Oceanic and Atmospheric Administration 18
13 USA University of Washington 16
14 USA University of California, Riverside 15
15 USA Oregon State University 14
16 USA California Institute of Technology 13
16 USA Woods Hole Oceanographic Institution 13
18 NETHERLANDS Wageningen University 12
18 USA Harvard University 12
18 USA University of California, Davis 12
18 USA Massachusetts Institute of Technology 12
18 USA US Fish and Wildlife Service 12
18 USA University of Georgia 12
環境・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA US Environmental Protection Agency 64
2 USA US Geological Survey 33
2 USA University of California, Berkeley 33
4 USA University of Minnesota 28
4 USA University of Washington 28
4 USA National Oceanic and Atmospheric Administration 28
7 USA University of California, Davis 27
8 USA University of Maryland 24
9 USA Cornell University 23
9 USA University of Michigan 23
11 USA USDA Agricultural Research Service 22
12 USA University of Arizona 21
12 CANADA University of British Columbia 21
12 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 21
12 NETHERLANDS Wageningen University 21
16 USA Stanford University 20
16 USA Princeton University 20
16 CANADA University of Toronto 20
16 CANADA Fisheries and Oceans Canada 20
16 USA University of Colorado 20
環境・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA US Geological Survey 47
2 USA University of California, Berkeley 44
3 USA US Environmental Protection Agency 36
4 USA Duke University 32
5 USA University of California, Davis 31
6 USA University of California, Santa Barbara 30
6 USA Harvard University 30
8 USA University of Wisconsin 28
9 USA University of Washington 27
9 USA USDA Agricultural Research Service 27
11 SPAIN CSIC 25
11 CANADA University of Toronto 25
11 FRANCE CNRS 25
11 SWITZERLAND Swiss Federal Institute of Technology 25
15 USA Michigan State University 24
15 USA University of Arizona 24
17 AUSTRALIA Commonwealth Scientific and Industrial Research Organisation 23
17 USA University of Minnesota 23
19 USA University of Michigan 22
19 USA University of Illinois 22  
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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表 付 53 研究機関別論文数（天文） 
天文・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA California Institute of Technology 60
2 USA National Aeronautics and Space Administration 49
3 USA Harvard-Smithsonian Center for Astrophysics 46
4 USA Space Telescope Science Institute 41
5 UK University of Cambridge 35
6 USA University of California, Berkeley 32
7 USA University of Arizona 29
8 USA Princeton University 27
9 USA National Radio Astronomy Observatory 26
10 USA Johns Hopkins University 24
11 USA University of Colorado 22
11 CANADA University of Toronto 22
11 USA University of Texas 22
14 USA Carnegie Institution of Washington 19
14 UK University of Oxford 19
16 USA University of California, Santa Cruz 18
17 USA Cornell University 17
17 USA Massachusetts Institute of Technology 17
17 FRANCE Observatoire de Paris 17
20 USA Columbia University 16
20 AUSTRALIA Australian National University 16
20 USA University of Hawaii 16
天文・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA National Aeronautics and Space Administration 112
2 USA California Institute of Technology 81
3 USA Space Telescope Science Institute 77
4 USA Harvard-Smithsonian Center for Astrophysics 61
4 UK University of Cambridge 61
6 USA University of California, Berkeley 57
7 GERMANY Max Planck Institute for Extraterrestrial Physics 53
8 USA Johns Hopkins University 52
9 USA University of California, Santa Cruz 44
9 USA University of Arizona 44
11 USA Carnegie Institution of Washington 39
12 USA University of Hawaii 35
12 FRANCE Observatoire de Paris 35
14 USA University of Maryland 32
15 USA University of Colorado 31
16 CANADA University of Toronto 30
16 USA University of Michigan 30
16 USA National Optical Astronomy Observatory 30
19 USA University of Wisconsin 29
20 JAPAN 東京大学 28
天文・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA California Institute of Technology 119
2 USA National Aeronautics and Space Administration 101
3 USA Harvard-Smithsonian Center for Astrophysics 99
4 UK University of Cambridge 84
5 USA Johns Hopkins University 63
6 USA Princeton University 58
7 USA Space Telescope Science Institute 56
8 USA University of California, Berkeley 53
9 USA Massachusetts Institute of Technology 46
10 USA Pennsylvania State University 44
11 USA Carnegie Institution of Washington 41
12 USA University of Arizona 37
13 USA Institute for Advanced Study 36
13 USA University of Maryland 36
15 ITALY Italian National Research Council 34
16 UK University of Durham 33
16 GERMANY Max Planck Institute for Extraterrestrial Physics 33
16 GERMANY European Southern Observatory 33
19 USA University of California, Santa Cruz 32
19 USA University of Chicago 32
19 USA US Navy 32  
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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表 付 54 研究機関別論文数（情報） 
情報・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Massachusetts Institute of Technology 34
2 USA Stanford University 32
3 USA International Business Machines Corporation 24
3 USA University of Michigan 24
5 USA University of Illinois 20
6 USA University of California, Berkeley 18
6 USA Carnegie Mellon University 18
8 USA University of Texas 17
9 USA AT&T 16
10 USA University of Southern California 15
11 USA Purdue University 14
12 USA Ohio State University 13
12 USA Bell Communications Research Inc. 13
12 USA Columbia University 13
12 JAPAN 日本電信電話（株） 13
12 USA University of California, Los Angeles 13
12 USA Princeton University 13
18 USA Cornell University 12
18 CANADA University of Toronto 12
18 USA University of Arizona 12
情報・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA International Business Machines Corporation 31
2 USA AT&T 25
3 USA Massachusetts Institute of Technology 24
4 USA University of Maryland 20
5 USA Stanford University 19
6 USA University of Texas 17
7 USA University of Illinois 16
8 USA University of California, Berkeley 14
9 USA Michigan State University 13
9 USA University of California, San Diego 13
11 FRANCE INRIA 12
11 USA California Institute of Technology 12
11 USA Cornell University 12
11 ISRAEL Tel Aviv University 12
14 USA Ohio State University 11
16 USA Columbia University 10
16 USA University of Michigan 10
16 USA NEC Research Institute 10
19 USA Yale University 9
19 USA Pennsylvania State University 9
19 USA National Aeronautics and Space Administration 9
19 USA Duke University 9
19 USA Princeton University 9
情報・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Massachusetts Institute of Technology 32
2 USA University of Minnesota 29
3 USA International Business Machines Corporation 27
4 USA Stanford University 26
5 USA Lucent Technologies 25
6 USA University of California, Los Angeles 19
6 USA University of Illinois 19
8 USA University of California, San Diego 18
8 USA Harvard University 18
10 USA University of California, Berkeley 17
10 USA Texas A&M University 17
10 USA AT&T 17
10 UK University of Oxford 17
14 FRANCE INRIA 15
15 USA Carnegie Mellon University 14
15 USA University of Washington 14
17 USA New York University 13
17 USA University of Colorado 13
19 SINGAPORE National University of Singapore 12
19 USA University of Pennsylvania 12  
データ：Thomson ISI.，“Science Citation Index ,Compact Disc Edition”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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表 付 55 研究機関別論文数（心理） 
心理・1991年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA NIH (National Institute of Mental Health) 29
1 USA Veterans Administration Medical Center 29
3 USA Yale University 27
3 USA Harvard University 27
5 USA University of Pittsburgh 19
6 USA University of California, San Diego 18
7 USA Columbia University 17
8 USA University of Michigan 16
8 USA University of California, Los Angeles 16
10 UK King's College London 15
11 USA New York State Psychiatry Institute 14
12 USA University of Iowa 11
12 USA Mclean Hospital 11
14 USA University of Pennsylvania 10
14 CANADA McGill University 10
14 USA Case Western Reserve University 10
14 CANADA University of Toronto 10
18 USA Johns Hopkins University 9
18 USA University of Minnesota 9
18 USA Yeshiva University 9
18 USA Massachusetts General Hospital 9
18 USA University of Texas 9
心理・1996年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA NIH (National Institute of Mental Health) 31
2 USA Harvard University 29
3 USA Yale University 21
4 USA University of Pittsburgh 19
4 USA University of California, Los Angeles 19
4 USA University of California, San Diego 19
7 UK King's College London 17
7 USA Massachusetts General Hospital 17
7 USA Veterans Administration Medical Center 17
10 USA Columbia University 15
10 USA Duke University 15
12 USA University of Texas 13
12 USA Cornell University 13
12 GERMANY Max Planck Institute of Psychiatry 13
12 USA Veterans Affairs Medical Center 13
16 USA Washington University 11
16 USA Case Western Reserve University 11
16 USA University of Michigan 11
16 USA Stanford University 11
20 USA NIH (National Institute on Alcohol Abuse and Alcoholism) 10
20 USA University of California, Irvine 10
20 UK University College London 10
20 USA City University of New York (Mount Sinai School of Medicine) 10
心理・2001年
順位 国・地域 機関名 論文数
1 USA Harvard University 38
2 USA Yale University 26
3 USA University of Pittsburgh 25
4 UK King's College London 24
5 USA University of California, Los Angeles 23
5 USA Columbia University 23
7 CANADA University of Toronto 18
8 USA University of California, San Diego 16
8 USA NIH (National Institute of Mental Health) 16
10 USA Duke University 15
11 USA Emory University 14
12 USA Stanford University 13
12 USA Massachusetts General Hospital 13
12 USA New York State Psychiatry Institute 13
12 USA University of Texas 13
16 USA Eli Lilly and Company 12
17 NETHERLANDS Utrecht University 11
18 USA Medical University of South Carolina 10
18 UK University of Cambridge 10
18 USA Pfizer Inc. 10  





































重要であるが，成果をまとめた Account である。内容を構成する主な論文は数報である 1980～2000 
本研究室で開発された新しいテクニック（in vivo electroporation による遺伝子強制発現法に関する総説で
ある。原著は Dev Growth Differ（日本発生生物学会機関誌）に 1999 年に発表、61 回の引用がある） 
自己の原著論文（業績）の評価により依頼されたレビュー 










































































































Impact Factor の高い雑誌にとりあげられたから 
 344










































































痛を強いる。私の研究では非■■時な検査である 3D-CT sngiography でも手術が可能であることを証明し
ており、患者に対する貢献度が極めて高かったと考える． 





















世界で始めて GaN 基板結晶を作製したためと考える。 
有害な鉛を含まない電子材料（強誘電体材料）の機能を向上させるための材料設計指針を提案したこと． 










































































































































































新規 cDNA をクローニングしたので、おそらく共同研究者が特許出願していることと思われます。 





































































































































































































































































































最近 5 年間で原著 60 以上（筆頭 20 以上）Impact Factor 200 以上 publish しているのに科研（それも基
盤(C））が通らなかったのは納得行かずとてもやる気をなくした。審査の公正が疑問。 
1996 年度当初は 40 歳であった。制度変化によって若手研究への援助が増加したことは望ましいことでは
あるが、自分たちはその恩恵から取り残されている。すぐ下の後輩ばかりが優遇されているようで不公平
感を覚える。 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































自分の分野では、日本の発表は過去 10 年間急増している。 
図 1 において、日本の順位が 2 位である実感はない。イギリス、フランスより低いように感じられる。論
文の質は、米国や EU に比べるとかなり低いのが現状であると思う． 
日本の科学界の傾向は、上昇している。ただし，私の研究環境については，改善していない。 






















米国との差は納得。国別で 2 位の割に、国際的に目立っている印象。日本発の論文が、なかなか欧米の big 



































































図 1 における｢1990 年代末以降伸びが鈍化」しているとは思わない。図 2 における「日本の論文の影響力
が増大傾向にある」ことと、第 1 期科学技術基本計画とは、あまり関係していない。 
ライフサイエンスの論文引用が少い。 
研究分野により 10 年から 20 年位のスパーンで評価する必要がある内容と、2､3 年で十分な分野もある。




被引用回数を評価すること自体すばらしいことだと思う。ただし impact factor が高いもののみが選択され
ている。私の論文では、〇〇〇〇〇〇（注：著者名）J Neurol Sci, 〇〇:〇〇-〇〇（注：巻号・ページ）, 
(1996)が引用回数 216 回と海外ではそのオリジナル性から高く評価していただいているが、日本ではあま
り知られていない。この論文の impact factor が低いのも原因であるが、評価判断にも問題があるのかもし


















































































日本のシェアが EU の 3 分の 1 以下である点は一致していない．予想外に EU が高かった． 
自分の分野のみに狭く限定すれば、日本の論文シェアーはもっと高いと思う。但し、極く一部の分野では






































































私の分野はふつう地球科学と呼ばれる分野で，この分野では relative comparative advantage と呼ばれる
 372
index が非常に低いことが知られている。この index も，図 4～7 のシェアも研究者数で nomalize しない
と，研究者の質が見えてこない．研究者数で nomalize すると私の分野の activity はすごく低くなると思う。 



























表Ⅰの論文シェア＝最近 5 年間の方が過去より伸びているような気がするのですが。 
もう少しライフサイエンスが高いと感じていた。 














































論文数が 98 年以降横ばいなのは不思議である。 





















図 4､5 とも予想以上にライフサイエンスが低いのに驚いた。 
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1.1 の 11)や 12)で答えたような細かい分野によっては各国での研究状況が異なり、日頃目にする状況（自
分の実感）は全体の状況と一致しません。 
分野間で論文の回転率（サーキュレーション）が異なり，分野間の比較に意味がないことは周知の事実．































































































































































































（1） 米国特許における IPC メインクラス別のサイエンスリンケージ 
・ 1991 年、1996 年、2001 年における米国特許の IPC メインクラス別のサイエンス
リンケージを、1981 年から 2002 年までの合計特許件数の上位クラスから順に、図 


















































































データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
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・ 2003 年の米国特許における IPC メインクラス別のサイエンスリンケージを図 付 
























データ：CHI Research Inc., “National Technological Indicators Database”に基づき、科学技術政策研究所が集計 
                                                  
13 「B82：ナノ技術」は特許数が少ないため、「ナノ・材料」分野には含めていない。分野分類対応表参照。 
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論文データのマクロ分析では、Thomson ISI 社の”National Science Indicators, 
1981-2003, Deluxe Version“（以下、NSI データ Deluxe 版）、及び”National Science 
Indicators, 1981-2003, Standard Version“（以下、NSI データ Standard 版）をデータ
ベースとして使用した。データベース収載ジャーナルは、NSI データ Deluxe 版では 105
分野に、同 Standard 版では、24 分野にそれぞれ分類されている。 
論文データのマクロ分析において、論文数・被引用回数の「年」としては、5 年重複（5 
overlapping-year）のものと単年ごとのデータの両方を用いている。また、分析の中の
EU はデータベースの「EUROPEAN UNION」から採っており、2003 年時点における
EU 加盟 15 カ国を仮想的に一つの国と見て集計した（以下、「EU-15」と表記）。 
 
② 構造分析 
論文データの構造分析では Thomson ISI 社の”Science Citation Index, Compact Disc 
Edition“（以下、SCI データ）をデータベースとして使用した。データベース収載ジャー






特許データのマクロ分析では米国 CHI Research Inc.による、“National Technological 
Indicators Database”のうち、IPC 分類（国際特許分類）別、国・地域別に集計された「米
国特許登録件数」、「米国特許被引用回数」、「サイエンスリンケージ」を使用している。 













重点分野分類 8分野分類 8分野分類  
※1 SCI は年により分野分類が異なる。本調査で対象とした 1981 年から 2001 年の 21 年間を通して見ると、
186 の分野分類が設定されている 
※2 中分類の集計には、Thomson ISI 社 “National Science Indicators,1981-2002, Standard Version” 
を用いている 
 
① NSI データの分野分類 
総合科学技術会議で定めた重点分野別の分析を行うために、以下の方法で NSI データ
Deluxe 版の 105 の分野分類を重点分野に対応させた。 
作業手順としては、105 分類を 7 つの技術区分に対応させている「我が国の研究開発水
準に関する調査（平成 12 年）」を基準として、それに文部科学省科学技術政策研究所科
学技術動向研究センターに所属する専門家を対象とするアンケート調査結果等を考慮し
た上で精査をして対応関係を決定した（表 付 56）。 
論文データを重点分野に分類することは容易でない。ここでの分類は、重点分野のそ
れぞれの包括的な状況を捉えるために、関連する分野をできるだけ含めた広義の分類で
ある。また、この分類には重複があることに留意をする必要がある（表 付 57）。 
 
② SCI データの分野分類 
総合科学技術会議で定めた重点分野別の分析を行うために、文部科学省科学技術政策
研究所科学技術動向研究センターに所属する専門家を対象にアンケート調査を実施し、
SCI データの 130～170 の分野分類を重点分野に対応させた（表 付 58）。 
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表 付 57 重複している NSI 分野分類と重複分野との対応 
放射線医学・核医学・造影 ライフ 情報通信
図書館＆情報科学 ライフ 情報通信
植物科学 ライフ 環境 社会基盤
環境医学・公衆衛生 ライフ 環境 社会基盤

















化学工学 環境 ナノ・材料 製造技術








機械工学 製造技術 社会基盤  
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表 付 58 重点分野と SCI 分野との対応関係 
















































海洋・淡水生物学   
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情報通信分野と関連する SCI 分野分類（26） 
音響学 機器 
オートメーション・制御システム 数学 



























工学、環境   
 



















エネルギー分野と関連する SCI 分野分類（5） 
エネルギー・燃料 物理学、核 
工学、石油 熱力学 
核科学・技術   
 



















材料科学、検査   
 
















地質学   
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表 付 59 18 分野と SCI 分野との対応関係 




































材料科学、複合材料   
 




情報分野と関連する SCI 分野分類（10） 






心理分野と関連する SCI 分野分類（2） 
精神医学 心理学 
 
神経・行動科学分野と関連する SCI 分野分類（2） 
行動科学 神経科学 
神経造影   
 
数学分野と関連する SCI 分野分類（5） 
数学 数学、その他 
数学、応用 統計・確率学 
数学、学際応用   
 






生物物理学   
 







地球科学、学際領域   
 
天文分野と関連する SCI 分野分類（1） 
天文学・宇宙物理学   
 
動植物分野と関連する SCI 分野分類（13） 
植物学 菌類学 





海洋・淡水生物学   
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農学、酪農科学・動物学   
 
微生物学分野と関連する SCI 分野分類（3） 
微生物学 ウイルス学 
寄生生物学   
 








分子生物分野と関連する SCI 分野分類（5） 
細胞生物学 進化生物学 
発生生物学 遺伝学・遺伝 
胎生学   
 































った。表 付 60 に IPC 分類の英名と和名の対応を示している。本文中の図表では略記した
形で表記しているところがある。 
特許分析においても、論文分析と同様に総合科学技術会議で定めた重点分野（8 分野）別
の分析を行う。このため、上記 IPC 分類をこれら 8 分野に対応させる必要がある。IPC 分
類と重点分野との対応付けに際し、IPC 分類を 7 つの技術区分に対応させている「我が国
の研究開発水準に関する調査（平成 12 年）」を参考にした（表 付 61）。なお、この分類に
は重複があることに留意する必要がある（表 付 62）。 
 
表 付 60 IPC 分類 
Aセクション：生活必需品
A01 Agric;forest;anim husb 農業；林業；畜産；狩猟；捕獲；漁業
A21 Baking;edible doughs 食料品；たばこ；ベイキング；食用の生地
A22 Butcherng;meat,poul,fish 屠殺；肉処理；家禽または魚の処理
A23 Foods or foodstuffs 食品または食料品；他のクラスに包含されないそれらの処理
A24 Tobacco;cigars;cigaretts たばこ；葉巻たばこ；紙巻たばこ；喫煙具




A45 Hand & travel articles 手持品または旅行用品
A46 Brushware ブラシ製品
A47 Furnit;domestic art/appl 家具；家庭用品または家庭用設備；コーヒーひき；香辛料ひき；真空掃除機一般
A61 Med & vet scien;hygiene 健康；娯楽；医学または獣医学；衛生学
A62 Life-saving;fire-fightng 人命救助；消防
A63 Sports;games;amusements スポーツ；ゲーム；娯楽  
 




B01 Phys/chem process/appar 物理的または化学的方法または装置一般
B02 Crush/pulv/disintegratng 破砕，または粉砕；製粉のための穀粒の前処理




B04 Centrifugal app/machines 物理的または化学的工程を行なうための遠心装置または機械
B05 Spraying/atomising 霧化または噴霧一般；液体または他の流動性材料の表面への適用一般
B06 Gen/transmit mech vibrat 機械的振動の発生または伝達一般
B07 Separ solids from solids 固体相互の分離；仕分け
B08 Cleaning 清掃
B09 Disposal of solid waste 固体廃棄物の処理；汚染土壌の再生
B21 Mechanical metal-working 成形（本質的には材料の除去が行なわれない機械的金属加工；金属の打抜き）
B22 Casting;powder metallurg 鋳造；粉末冶金
B23 Machine tools 工作機械；他に分類されない金属加工
B24 Grinding;polishing 研削；研摩
B25 Hand tools;port pow tool 手工具；可搬形動力工具；手工具用の柄；作業場設備；マニプレータ
B26 Hand cuttng tools;cuttng 切断手工具；切断；切断機
B27 Workng/preserv wood;nail 木材または類似の材料の加工または保存；釘打ち機またはステープル打ち機一般
B28 Workng cement/clay/stone セメント，粘土，または石材の加工
B29 Working of plastics プラスチックの加工；可塑状態の物質の加工一般
B30 Presses プレス
B31 Making paper articles 紙製品の製造；紙の加工
B32 Layered products 積層体
B41 Printng;lining mach;type 印刷（印刷；線画機；タイプライター；スタンプ）
B42 Bookbinding;albums;files 製本；アルバム；ファイル；特殊印刷物
B43 Writing,drawing applianc 筆記用または製図用の器具；机上付属具
B44 Decorative arts 装飾技術
B60 Vehicles in general 運輸（車両一般）
B61 Railways 鉄道
B62 Land vehicles for travel 鉄道以外の路面車両




B67 Liquid handling びん，広口びんまたは類似の容器の開封または密封；液体の取扱い
B68 Saddlery;uphostery 馬具；詰め物，かわ張りされた物品
B81 Micro-structural technol マイクロ構造技術；ナノ技術






C01 Inorganic chemistry 無機化学
C02 Treatment of water,waste 水，廃水，下水または汚泥の処理




C07 Organic chemistry 有機化学
C08 Org macromolec compounds 有機高分子化合物；その製造または化学的加工；それに基づく組成物
C09 Dyes;paints;polishes 染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；種々の組成物；材料の種々の応用
C10 Petroleum,gas & coke ind 石油，ガスまたはコークス工業；一酸化炭素を含有する工業ガス；燃料；潤滑剤；でい炭
C11 Animal & veget oils,fats 動物性または植物性油，脂肪，脂肪性物質またはろう；それに由来する脂肪酸；洗浄剤；ろうそく
C12 Biochem;beer;mut/gen eng 生化学；ビール；酒精；ぶどう酒；酢；微生物学；酵素学；突然変異または遺伝子工学
C13 Sugar or starch industry 糖工業
C14 Skins;hides;pelts;leathr 原皮；裸皮；生皮；なめし革
C21 Metallurgy of iron 冶金（鉄冶金）
C22 Metallurgy;ferrous/non-f 冶金；鉄または非鉄合金；合金の処理または非鉄金属の処理





C30 Crystal growth 結晶成長  
 
Dセクション：繊維；紙
D01 Nat/artif threads/fibres 繊維または他に分類されない可とう性材料（天然または人造の糸または繊維；紡績）




D06 Treat of textiles;laundr 繊維または類似のものの処理；ラウンドリー；他に分類されない可とう性材料
D07 Ropes;cables,not electrc ロープ；電気的なもの以外のケーブル




E01 Const of road/rail/bridg 建造物（道路，鉄道または橋りょうの建設）
E02 Hydraulic eng;foundation 水工；基礎；土砂の移送
E03 Water supply;sewerage 上水；下水
E04 Building 建築物
E05 Locks;keys;wind/door fit 錠；鍵；窓または戸の付属品；金庫
E06 Doors/windows/shutters 戸，窓，シャッタまたはローラブラインド一般；はしご
E21 Earth drilling;mining 地中もしくは岩石の削孔；採鉱
Fセクション：機械工学；照明；加熱；武器；爆破
F01 Machines or engines 機械または機関一般；機関設備一般；蒸気機関
F02 Combustion engines 燃焼機関；熱ガスまたは燃焼生成物を利用する機関設備
F03 Machines/engines for liq 液体用機械または機関；風力原動機，ばね原動機，重力原動機またはその他の原動機；他類に属さない機械動力または反動推進力を発生するもの
F04 Pos-displac mach for liq 液体用容積形機械；液体または圧縮性流体用ポンプ
F15 Fluid-pressure actuators 工学一般（流体圧アクチュエータ；水力学または空気力学一般）
F16 Engineer elements/units 機械要素または単位；機械または装置の効果的機能を生じ維持するための一般的手段
F17 Storng/dist gases/liquid ガスまたは液体の貯蔵または分配
F21 Lighting 照明；加熱（照明）
F22 Steam generation 蒸気発生
F23 Combustion apparatus 燃焼装置；燃焼方法
F24 Heatng;ranges;ventilatng 加熱；レンジ；換気
F25 Refrig/cool;manuf of ice 冷凍または冷却；加熱と冷凍との組み合わせシステム；ヒートポンプシステム；氷の製造または貯蔵；気体の液化または固体化
F26 Drying 乾燥
F27 Furnaces;kilns;ovens 炉，キルン，窯；レトルト
F28 Heat exchange in general 熱交換一般
F41 Weapons 武器；爆破（武器）











G07 Checking devices チェック装置
G08 Signalling 信号
G09 Educating;crypto;display 教育；暗号方法；表示；広告；シール
G10 Musical instr;acoustics 楽器；音響
G11 Information storage 情報記憶
G12 Instrument details 器械の細部
G21 Nuclear physics;nucl eng 原子核工学,核物理；核工学
Hセクション：電気
H01 Basic electric elements 基本的電気素子
H02 Gen/conv/distr of el pow 電力の発電，変換，配電
H03 Basic electronic circuit 基本電子回路
H04 Electric communication 電気通信技術
H05 Electr tech not prov for 他に分類されない電気技術
その他
Z97 Unclassified 分類されないもの
Z99 All IPC's Combined 全ての分類の合計  
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表 付 61 IPC 分類と重点分野の対応 
ライフサイエンス分野と関連する IPC 分類 






情報通信分野と関連する IPC 分類 











環境分野と関連する IPC 分類 












ナノテクノロジー・材料分野と関連する IPC 分類 



















エネルギー分野と関連する IPC 分類 















製造技術分野と関連する IPC 分類 

















社会基盤分野と関連する IPC 分類 














フロンティア分野と関連する IPC 分類 








表 付 62 IPC 分類の重複状況 
G02 光学 情報通信 ナノ・材料 
G05 制御；調整 情報通信 製造技術 
B07 固体相互の分離；仕分け 環境 ナノ・材料 
B60 運輸（車両一般） 環境 社会基盤 
F01 機械または機関一般；機関設備一般；蒸気機関 環境 エネルギー 
B28 セメント，粘土，または石材の加工 ナノ・材料 社会基盤 





G03 写真；映画；光波以外の波を使用する類似技術；電子写真；ホログラフィ ナノ・材料 製造技術 
H01 基本的電気素子 ナノ・材料 製造技術 
E21 地中もしくは岩石の削孔；採鉱 エネルギー 社会基盤 
F02 燃焼機関；熱ガスまたは燃焼生成物を利用する機関設備 エネルギー フロンティア








分析に用いたデータベースは、米国 Thomson ISI 社が作成している Science Citation 
Index (SCI)の CD-ROM 版の 1986 年から 2003 年までである。CD-ROM に収録されてい
る論文数は各年で異なるが、おおよそ 65～80 万件／年である。この中の Article、Review、
Letter、Note の 4 つの文書タイプのみを分析の対象とした。ただし、被引用回数を計測す
る際には、この 4 つの文書タイプ以外（例えば Meeting Abstract や Editorial Letter）も
含む全論文に引用された回数を用いた。 
なお、SCI には CD-ROM 版以外にも、web インターフェイスで用いる Web of Science















SCI では各年ごとに 130～170 程度の分野分類が設定されており（各年で若干の変動があ
る）、各ジャーナルに対して 1 つ以上の分野分類が振られている。本調査で対象とした 1981
年から 2001 年の 21 年間を通して見ると、186 の分野分類が設定されている。本分析では
これを用いて、各論文の分野分類を、その論文が掲載されているジャーナルの分野分類と
した。 
ただし、分野分類の中には「学際分野」という分類があり、Nature や Science などの異
なる分野の論文を掲載しているジャーナルにはこの分類が振られている。そのため、「学際


























カナダ、スイス、オランダ、オーストラリア計 12 カ国の研究機関のうち 80～95％につい
て名寄せを行った。なお、これらの 12 カ国以外の国々については、18 分野別の論文数の集
計を行った際、上位 20 位以内にランクインする研究機関のみ名寄せの対象とした。 
 



















Whole カウントの論文数により順位付けを行った。ここでの 17 分野は、 
・化学 ・環境  ・工学  ・材料 
・情報 ・心理  ・神経・行動科学 
・数学 ・生物・生化学 ・地球  ・天文 
・動植物 ・農学  ・微生物学 ・物理 
・分子生物 ・臨床医学 




①上位 10％論文への 17 分野分類の対応付け 
17 分野分類は各 SCI 分野分類（186 分野）に対して一意に対応している。そこで、論文
に振られている SCI 分野分類を介して、各論文に 17 分野分類を対応させた。 
なお、1 論文に複数の SCI 分野分類が割り振られており、かつ、これらの SCI 分野分類






















































ターに対して（1／所属機関数）編をカウントしている。たとえば、2 つの大学と 1 つの企

































本調査の調査票は、Science Citation Index の CD-ROM 版（2001 年）を用いて、被引用
数が同一研究分野内の論文の中で高い上位 10％の論文を抽出し、その著者に対して送付し
た。2001 年版の SCI の被引用度上位 10％論文のうち、筆頭著者の所属機関の所在地が日




調査票は、2004 年 10 月 23 日より 11 月 2 日に渡って郵送し、11 月 30 日までに回収し





































文部科学省 科学技術政策研究所 第２研究グループ 
担当：富澤、山下 
電話：03–3581–0968（直通） 03–5218–5070（直通） FAX：03–5220–1257 
















HAYASHI-T FUJIGAKI-Y, 1999, Differences in Knowledge Production Between Disciplines Based on 
Analysis of Paper Styles and Citation Patterns, Scientometrics, Vol.46 No.1 pp.73-86 
見本 




１．１ 現在の基本的属性（平成 16 年 10 月 31 日現在） 
※ 番号で選択肢が示されている場合は、該当する番号を一つ選んで○を付けてください。 
ふりがな  
1) 氏  名  






5) 職名（職位）  
6) 卒業した高校 1.日本    2.日本以外 7) 卒業した大学（学部） 1.日本     2.日本以外 
8) 博士号 1.日本    2.日本以外    3.取得していない ← 複数の博士号を国内外で取得した場合、複数回答可． 
9) 研究経験年数     年 ← 研究者として活動を開始（修士課程修了程度）してから現在までに、 研究活動を行なった年数をご回答ください。 
10) 職歴   現在までの職歴（機関名と職位）を時系列にご回答ください。さしつかえなければ機関の名称もご記入ください。 在籍期間 
【回答例】 機関名（職位） ○○大学○○学部（ポスドク）、○○研究所（研究員、主任研究員）、 民間企業（製造部門、研究開発部門）、国立研究機関（研究員）  
職歴１    年  ヶ月 
職歴２    年  ヶ月 
職歴３    年  ヶ月 
職歴４    年  ヶ月 
職歴５    年  ヶ月 
職歴６    年  ヶ月 
 
職歴７    年  ヶ月 
11) 自由記述  
研究分野 12) 最も近い分野の科研費コード（３つ以内） 
科研費コードの一覧表は「記入の手引き」をご参照ください。 




1) 論文投稿時期*      年    月 頃 2) 論文投稿時点の年齢    歳 
3) 所属機関名 1.現在と同じ  2.それ以外［機関名：                  ］ 








 1. 筆頭著者である 
2. 筆頭著者でないが筆頭著者としての扱いを受けている者が複数おり自分はそのなかに含まれる 
3. 筆頭著者でない（1,2 のどちらでもない）が指導者である（中間的な指導者は除く） 
4. その他［特記事項：                                ］ 
対象論文の著者名の表記が貢献度によらずアルファベット順である場合 
 5. 研究代表者である 









【公的研究機関】 研究センター長 1 人、主任研究員 2 人、研究員３人、ポスドク 10 人（概数） 
【民間企業】課長クラス 1 人、研究開発員２人 
1) 自 己 の 所 属 機 関 [1]  
2) 大 学  
3) 公的研究機関 [2]  
4) 民間企業  





6) その他  










奨学金）等の資金的支援を受けていましたか。各人について、選択肢 1～5 の中から一つ選んでご回答ください。 
* ここで言うポスドクとは、博士課程修了者等が、正規のポストにつくまでの間になる一時的な研究員等を指します。具体的には、
日本学術振興会の特別研究員や、政府等や民間の各種制度によって資金的援助を受ける研究員等を指します。 
【凡例】 1:日本学術振興会のフェローシップ      2:その他のフェローシップ 
3:研究費等による常勤的な雇用  4:資金的支援は受けていない  5:不明 
※ 1 と 2 のフェローシップは、研究者の育成を目的とした奨学金を指します。日本育英会（現・日本学生支援機構） 
の奨学金のような、教育を受けるための奨学金は含みません。また、RA（リサーチ・アシスタント）も除外します。 
大学院生・ポスドク１ 1   2   3   4   5 大学院生・ポスドク２ 1   2   3   4   5 
 416
大学院生・ポスドク３ 1   2   3   4   5 大学院生・ポスドク４ 1   2   3   4   5 
大学院生・ポスドク５ 1   2   3   4   5 大学院生・ポスドク６ 1   2   3   4   5 


















年度／細目番号：［       ］ 
年度／細目番号：［       ］ 
 
 
3) 科学技術振興調整費  
4) 厚生科学研究費補助金  
5) 戦略的基礎研究推進事業（CREST）  
6) 未来開拓学術研究推進事業  
 
7) その他の競争的資金 名称：  
その他の外部資金* 




9) 地方自治体  
10) 民間企業  
 
11) 民間非営利 名称：  












1. 仮説・理論の提示    2. 仮説・理論に基づく計算・シミュレーション等 
3. 実験・観測データの提示    4. 実験・観測による仮説・理論の検証（反証も含む） 
5. 未知の現象の発見や報告    6. 現象の理論的解明    7. 新しい研究方法・手法の提示 
8. 新しい機能・性能の創出・開発    9. 機能・性能の改良    10. 社会的課題への解決策の提示 



















強く影響  ←      →   影響無 
1) 研究結果の新規性が高かった 5   4   3   2   1 
2) 研究方法の新規性が高かった 5   4   3   2   1 
3) 関連領域の研究の進展に寄与した 5   4   3   2   1 
4) 技術的な応用という面で、大きな可能性がある 5   4   3   2   1 
5) 社会的課題の解決に貢献すると期待できる 5   4   3   2   1 
6) 話題性の高い研究テーマを扱った 5   4   3   2   1 
7) 論文に含まれているデータ・情報の価値が高かった 5   4   3   2   1 
8) 新規性のある施設・設備を用いた研究であった 5   4   3   2   1 
9) 研究内容が学際的であった 5   4   3   2   1 
10) 論文に含まれる研究動向情報が有用であった 5   4   3   2   1 
11) 国際的な共同研究であった 5   4   3   2   1 
12) 著者（共著者）の著名度が高かった 5   4   3   2   1 
13) マスコミ等でとりあげられた 5   4   3   2   1 





































研 究 環 境 の 諸 要 素 
充実 ← 普通 → 不備 充実 ← 普通 → 不備 
1) 経常的な研究資金の量（校費や所属機関内の研究費など*） 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
2) 政府の競争的研究資金*の量 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
3) 研究資金の要求・公募の制度の適切性 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
4) 研究資金の利用し易さ 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
5) 大学院生（博士課程）の人数 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
6) ポスドクの人数 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
7) ポスドク以外の若手研究者（40 歳未満）の人数 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
8) 外国人研究者の人数 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
9) 研究者の流動性 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
10) 所属機関における研究者の任期制の導入 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
11) 国内の研究者のネットワーク 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
12) 国際的な研究者のネットワーク 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
13) 研究スペース 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
14) 研究時間 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
15) 研究施設・設備の充実 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
16) 研究支援者の充実 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
17) 産学官連携・技術移転をサポートする制度 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
18) 地域における連携をサポートする制度 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
19) 教員・研究者の評価の制度化 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
20) 研究プロジェクトの評価の制度化 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 
21) 自己の所属機関の組織や内部制度の改変 5  4  3  2  1 5  4  3  2  1 










1) 好ましい影響を与えた項目（影響の大きい順） 2) 障害・制約となった項目（障害・制約の大きい順） 
      
【凡例：研究環境の状況】 


























について、10 年前、5 年前と現在を比較し、1～5 のうち一つ選んで○を付けて回答してください。 














前、5 年前と現在を比較し、1～5 のうち一つ選んで○を付けて回答してください。 

































選んで○を付けてください。2 か 3 を選択した場合には、自由記述欄にもご回答ください。 
論文について（別添資料の図１、図２） 
1. 全般的に自分の実感と一致している、あるいは、納得できる結果である 
2. 自分の実感と部分的に一致しているが、一致しない部分もある（→ 自由記述欄へ） 
3. 自分の実感とは異なる、あるいは納得できない結果である（→ 自由記述欄へ） 










2. 自分の実感と部分的に一致しているが、一致しない部分もある（→ 自由記述欄へ） 
3. 自分の実感とは異なる、あるいは納得できない結果である（→ 自由記述欄へ） 














1 ライフサイエンス分野   2 情報通信分野   3 環境分野    4 ナノテクノロジー・材料分野 
5 エネルギー分野   6 製造技術分野   7 社会基盤分野   8 フロンティア分野   9 その他 







2. 自分の実感と部分的に一致しているが、一致しない部分もある（→ 自由記述欄へ） 
3. 自分の実感とは異なる、あるいは納得できない結果である（→ 自由記述欄へ） 










2. 自分の実感と部分的に一致しているが、一致しない部分もある（→ 自由記述欄へ） 
3. 自分の実感とは異なる、あるいは納得できない結果である（→ 自由記述欄へ） 





















z NISTEP Report No.79,『基本計画の達成効果の評価のための調査－科学技術研究のアウトプットの定
量的及び定性的評価』（平成 15 年度～16 年度科学技術振興調整費調査・平成 15 年度調査報告書）, 平
成 16 年 5 月, 科学技術政策研究所. （http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep079j/idx079j.html） 
 
１．日本の論文についての全般的動向 























○ 論文発表数の国別シェアの推移を見ると、日本は 1990 年以降、論文発表件数で米国に次
















































データ：Thomson ISI.，” National Science Indicators, 1981-2002, Deluxe Version“に基づき、科学技術政策研究所が集計 
注： 1)人文社会分野は除く。 







※ 1981 年から 2002 年までのデータを示しているが、5 年重複データを用いているため、最
初の時点は 1981～85 年、最後の時点は 1998～2002 年に相当する。 
○ 米国は、論文シェア、被引用回数シェアともに減らし、EU-15 と日本がシェアを伸ばす傾






















































図３ 日・米・EU-15（３極）の米国特許登録件数シェアと被引用数シェアの推移（1980-2000 年） 
 











○ 日本を詳細にみると、日本は 1990 年代後半以降、特許数のシェアが縮小傾向にある。一


















































を図るため、政府によって策定された第 2 期の「科学技術基本計画」（平成 13 年 3 月 30









 ８分野の名称 主なサブカテゴリー 
１ ライフサイエンス分野 生物、バイオテクノロジー、食料、保健等 












６ 製造技術分野 機械、加工、品質管理、マイクロマシン、ロボット等 
７ 社会基盤分野 土木、建築、輸送機器、淡水化、危機管理、防災等 










































































































































○ 日本の論文数シェアは、どの分野においても 1981 年以降、長期的に増加傾向が続いてき








表１ 第 2 期基本計画に示された 8 分野における論文データから見た日本の傾向 
分  野 論文シェア 被引用回数シェア 






























































































































○ 日本の米国特許登録件数シェアは、ほとんどの分野において 1980 年代に増加したが、1990
年代に入り、減少する分野が多くなっている。また、米国特許の被引用回数シェアについ








表２ 重点 8 分野における米国特許データから見た日本の傾向 
分  野 米国特許数シェア 被引用回数シェア 




［変化］ 1990 年代を通じて漸減。 






























［変化］ 1980 年代に増加、90 年代は
横ばい、90 年代末に減少。 
社会基盤 ［全般］ 低位 
［変化］ 1980 年代に増加、90 年代は
横ばい、90 年代末に減少。 
［全般］ やや低位 
［変化］ 1980 年代に増加、90 年代は
漸減、90 年代末に増加傾向。 

























○ 科研費コード ［質問Ⅰ－１．１の 12)，質問Ⅱ－１］ 
科学研究費補助金の分科細目表における「細目番号」を本調査では「科研費コード」と呼び、研究分野の
分類に用いています。科研費コードの一覧表は、本資料の「４．参考資料」の表１（p.3～4）にあります。 
○ 公的研究機関 ［質問Ⅰ－２．２］ 
国立研究機関（国立試験研究機関）、特殊法人及び独立行政法人のうち研究開発を主たる業務とする機関、
地方自治体の公設試験研究機関、を指しています。 















○ 内部資金 ［質問Ⅰ－３］ 
研究費（研究開発費）のうち、自分自身の所属する機関（大学、研究機関、企業、等）が負担した資金を
指します。 






















































系 分　野 分　科 細　目　名 科研費コード（細目番号） 系 分　野 分　科 細　目　名
科研費コード
（細目番号）
情報学基礎 1001 哲学・倫理学 2801
ソフトウエア 1002 中国哲学 2802
計算機システム・ネットワーク 1003 印度哲学・仏教学 2803
メディア情報学・データベース 1004 宗教学 2804
知能情報学 1005 思想史 2805
知覚情報処理・知能ロボティクス 1006 美学・美術史 2806
感性情報学・ｿﾌﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 1007 日本文学 2901
情報図書館学・人文社会情報学 1008 ヨーロッパ語系文学 2902
認知科学 1009 各国文学・文学論 2903
統計科学 1010 言語学 3001
生体生命情報学 1011 日本語学 3002
神経科学一般 1101 英語学 3003
神経解剖学・神経病理学 1102 日本語教育 3004
神経化学・神経薬理 1103 外国語教育 3005
神経・筋肉生理学 1104 史学一般 3101
実験動物学 実験動物学 1201 日本史 3102
医用生体工学・生体材料学 1301 東洋史 3103
医用システム 1302 西洋史 3104
リハビリテーション科学・福祉工学 1303 考古学 3105
身体教育学 1401 人文地理学 人文地理学 3201
スポーツ科学 1402 文化人類字 文化人類学・民俗学 3301
応用健康科学 1403 基礎法学 3401
生活科学一般 1501 公法学 3402
食生活学 1502 国際法学 3403
科学教育 1601 社会法学 3404
教育工学 1602 刑事法学 3405
科学社会学・科学技術
史
科学社会学・科学技術史 1701 民事法学 3406
文化財科学 文化財科学 1801 新領域法学 3407
地理字 地理学 1901 政治学 3501
環境動態解析 2001 国際関係論 3502
環境影響評価・環境政策 2002 理論経済学 3601
放射線・化学物質影響科学 2003 経済学説・経済思想 3602
環境技術・環境材料 2004 経済統計学 3603
ナノ構造科学 2101 応用経済学 3604
ナノ材料・ナノバイオサイエンス 2102 経済政策 3605
マイクロ・ナノデバイス 2103 財政学・金融論 3606
社会システムエ学・安全システム 2201 経済史 3607
自然災害科学 2202 経営学 3701
基礎ゲノム科学 2301 商学 3702
応用ゲノム科学 2302 会計学 3703
生物分子科字 生物分子科学 2401 社会学 3801
資源保全学 資源保全学 2501 社会福祉学 3802
地域研究 地域研究 2601 社会心理学 3901
























































































分　野 分　科 細　目　名 科研費コード（細目番号） 系 分　野 分　科 細　目　名
科研費コード
（細目番号）
代数学 4101 育種字 6001
幾何学 4102 作物学・雑草学 6002
数学一般（含確率論・統計数学） 4103 園芸学・造園学 6003
基礎解析学 4104 植物病理学 6004
大域解析学 4105 応用昆虫学 6005
天文学 天文学 4201 植物栄養学・土壌学 6101
素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 4301 応用微生物学 6102
物性Ⅰ 4302 応用生物化学 6103
物性Ⅱ 4303 生物生産化学・生物有機化学 6104
数理物理・物性基礎 4304 食品科学 6105
原子・分子・量子エレクトロニクス・プラズマ 4305 林学・森林工学 6201
生物物理・化学物理 4306 林産科学・木質工学 6202
固体地球惑星物理学 4401 水産学一般 6301
気象・海洋物理・陸水学 4402 水産化学 6302
超高層物理学 4403 農業経済字 農業経済学 6401
地質学 4404 農業土木学・農村計画学 6501
層位・古生物学 4405 農業環境工学 6502
岩石・鉱物・鉱床学 4406 農業情報工学 6503
地球宇宙化学 4407 畜産学・草地学 6601
プラズマ科学 プラズマ科学 4501 応用動物科学 6602
物理化学 4601 基礎獣医学・基礎畜産学 6603
有機化学 4602 応用獣医学 6604
無機化学 4603 臨床獣医学 6605
分析化学 4701 環境農学 6701
合成化学 4702 応用分子細胞生物学 6702
高分子化学 4703 化学系薬学 6801
機能物質化学 4704 物理系薬学 6802
環境関連化学 4705 生物系薬学 6803
生体関連化学 4706 創薬化学 6804
機能材料・デバイス 4801 環境系薬学 6805
有機工業材料 4802 医療系薬学 6806
無機工業材料 4803 解剖学一般（含組織学・発生学） 6901
高分子・繊維材料 4804 生理学一般 6902
応用物性・結晶工学 4901 環境生理学（含体力医学・栄養生理学） 6903
薄膜・表面界面物性 4902 薬理学一般 6904
応用光学・量子光工学 4903 医化学一般 6905
応用物理学一般 4904 病態医化学 6906
工学基礎 4905 人類遺伝学 6907
機械材料・材料力学 5001 人体病理学 6908
生産工学・加工学 5002 実験病理学 6909
設計工学・機械機能要素・トライボロジー 5003 寄生虫学（含衛生動物学） 6910
流体工学 5004 細菌学（含真菌学） 6911
熱工学 5005 ウイルス学 6912
機械力学・制御 5006 免疫学 6913
知能機械学・機械システム 5007 医療社会学 7001
電力工学・電気機器工学 5101 応用薬理学 7002
電子・電気材料工学 5102 病態検査学 7003
電子デバイス・電子機器 5103 衛生学 7101
通信・ネットワーク工学 5104 公衆衛生学・健康科学 7102
システム工学 5105 法医学 7103
計測工学 5106 内科学一般（含心身医学） 7201
制御工学 5107 消化器内科学 7202
土木材料・施工・建設マネジメント 5201 循環器内科学 7203
構造工学・地震工学・維持管理工学 5202 呼吸器内科学 7204
地盤工学 5203 腎臓内科学 7205
水工水理学 5204 神経内科学 7206
交通工学・国土計画 5205 代謝学 7207
土木環境システム 5206 内分泌学 7208
建築構造・材料 5301 血液内科学 7209
建築環境・設備 5302 膠原病・アレルギー・感染症内科学 7210
都市計画・建築計画 5303 小児科学 7211
建築史・意匠 5304 胎児・新生児医学 7212
金属物性 5401 皮膚科学 7213
無機材料・物性 5402 精神神経科学 7214
複合材料・物性 5403 放射線科学 7215
構造・機能材料 5404 外科学一般 7301
材料加工・処理 5405 消化器外科学 7302
金属生産工学 5406 胸部外科学 7303
化工物性・移動操作・単位操作 5501 脳神経外科学 7304
反応工学・プロセスシステム 5502 整形外科学 7305
触媒・資源化学プロセス 5503 麻酔・蘇生学 7306
生物機能・バイオプロセス 5504 泌尿器科学 7307
航空宇宙工学 5601 産婦人科学 7308
船舶海洋工学 5602 耳鼻咽喉科学 7309
地球・資源システム工学 5603 眼科学 7310
リサイクル工学 5604 小児外科学 7311
核融合学 5605 形成外科学 7312
原子力学 5606 救急医学 7313
エネルギー学 5607 形態系基礎歯科学 7401
遺伝・ゲノム動態 5701 機能系基礎歯科学 7402
生態・環境 5702 病態科学系歯学・歯科放射線学 7403
植物生理・分子 5703 保存治療系歯学 7404
形態・構造 5704 補綴理工系歯学 7405
動物生理・行動 5705 外科系歯学 7406
生物多様性・分類 5706 矯正・小児系歯学 7407
構造生物化学 5801 歯周治療系歯学 7408
機能生物化学 5802 社会系歯学 7409
生物物理学 5803 基礎看護学 7501
分子生物学 5804 臨床看護学 7502

















































































創設期間 担当省 担当機関 制度名 創設年度
文部科学省 本省、日本学術振興会 科学研究費補助金 昭和42年度～
厚生労働省 本省 厚生科学研究費補助金 昭和28年度～
文部科学省 本省 科学技術振興調整費 昭和56年度～
環境省 本省 地球環境研究総合推進費 平成2年度～
文部科学省 科学技術振興事業団 戦略的基礎研究事業費（平成14年度より戦略的創造研究推進事業） 平成7～13年度
総務省 通信・放送機構経費 情報通信分野における基礎研究推進制度 平成8年度～
文部科学省 日本学術振興会 未来開拓学術研究推進事業（平成14年度より未来開拓学術研究費補助金） 平成8～13年度
厚生労働省 医薬品副作用被害救済・研究振興調査機構 保健医療分野における基礎研究推進事業（平成13年度までは基礎研究推進事業出資金） 平成8年度～
農林水産省 生物系特定産業技術研究推進機構 新技術・新分野のための基礎研究推進事業 平成8年度～
経済産業省 新エネルギー・産業技術総合開発機構 新規産業創造型提案公募事業 平成8～13年度
国土交通省 運輸施設整備事業団 運輸分野における基礎的研究推進制度 平成9年度～
総務省 本省 情報通信ブレークスルー基礎研究21における公募研究 平成10～13年度
文部科学省 本省 革新的技術開発研究推進費補助金(H14年度より独創的革新技術開発研究提案公募制度） 平成12～13年度
経済産業省 新エネルギー・産業技術総合開発機構 産業技術研究助成事業費 平成12年度
総務省 本省 量子情報通信技術の研究開発 平成13年度
国土交通省 本省 建設技術の研究開発助成経費 平成13年度～
総務省 本省 戦略的情報通信研究開発推進制度（既存３制度を統合） 平成14年度～
文部科学省 科学技術振興事業団 戦略的創造研究推進事業（戦略的基礎研究事業費の再編） 平成14年度～
文部科学省 本省 独創的革新技術開発研究提案公募制度（平成13年度までは革新的技術開発研究推進費補助金） 平成14年度～
文部科学省 本省 大学発ベンチャー創出支援制度 平成14年度～
文部科学省 本省 未来開拓学術研究費補助金（未来開拓学術研究推進事業の再編） 平成14年度～
農林水産省 本省 先端技術を活用した農林水産研究高度化事業 平成14年度～
農林水産省 本省 民間結集型アグリビジネス創出技術開発事業 平成14年度～
総務省 消防庁 消防防災科学技術研究推進制度 平成15年度～
















近藤 正幸 第２研究グループ客員総括主任研究官 
富澤 宏之 第２研究グループ主任研究官 
上野 泉 第２研究グループ研究員 
林  隆之 第２研究グループ客員研究官 
山下 泰弘 （三井情報開発（株）総合研究所調査研究部客員研究員） 
新野 聡一郎 （三井情報開発（株）総合研究所調査研究部副主任研究員） 
陣門 亮浩 （三井情報開発（株）総合研究所調査研究部研究員） 
 
協力（情報提供及びアドバイス） 
玉田 俊平太 第２研究グループ客員研究官 
鈴木 潤 第２研究グループ客員研究官 
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